
「ク

|

一般国道 9号 (益田道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 2

浜 寄 。地 方 遺 跡

一-lA・ lB・ lC・ lD・ lF・ 2A・ 2C・ 2F・ 2G区の調査―

2006年 3月

国土交通省中国地方整備局

島 根 県 教 育 委 員 会



一般国道 9号 (益田道路) 建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 2

浜 寄 。地 方 遺 跡

-lA・ lB・ lC・ lD・ lF・ 2A・ 2C・ 2F・ 2G区の調査―

2006年 3月

国上交通省中国地方整備局

島 根 県 教 育 委 員 会



一般国道 9号は、京都府京都市を起点として山口県下関市に至る総延長約690キ ロメートルの主

要幹線道路であり、山陰地方諸都市を結び、沿線各地域における経済的 。文化的活動に重要な役割

を果たしています。

国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所においては、益田市内における一般国道 9号の慢

性的な交通渋滞を緩和 し、円滑な交通を確保し地域社会の発展に資するため、益田道路の建設を進

めています。

道路整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも十分留意 しつつ、関係機関と協議 しながら進めてい

ますが、回避することのできない埋蔵文化財については、道路事業者の負担によって必要な調査を

実施し、記録保存を行っています。

当益田道路においても、道路予定地内にある埋蔵文化財について島根県教育委員会と協議し、同

委員会の協力のもとに平成13年度から発掘調査を行っています。

本報告書は、平成14・ 15。 16年度に実施 した浜寄 。地方遺跡の発掘調査結果をとりまとめたもの

です。本書が、郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料として、学術ならびに教育のために広 く活用

されることを期待するとともに、道路事業が文化財の保護にも十分留意 しつつ行われていることヘ

の理解を深めるものとなれば幸いです。

最後に、今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご尽力いただいた島根県教育委員会ならびに

関係者の皆様に対し、深く感謝申し上げます。

平成18年 3月

国土交通省中国地方整備局

浜田河川国道事務所

所 長 宮 原  慎



本報告書は、島根県教育委員会が国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所から委託を受け

て、平成14年度から平成16年度に実施した益田道路建設予定地内の浜寄
。地方遺跡の発掘調査結果

をまとめたものです。

この調査では、水田跡をはじめとして弥生時代以降の各時代にわたる遺構や遺物が確認され、こ

の地域の歴史を解明していくうえで貴重な資料を得ることができました。

本報告書が、この地域における人々の暮らしやそれを取り巻 く自然の営みを後世に伝える基礎的

資料として、学校教育や生涯学習に役立てていただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の発刊にあたり御協力いただきました国土交通省中国地

方整備局浜田河川国道事務所をはじめ、地元の方々ならびに関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成18年 3月

島根県教育委員会

教育長 広 沢 卓 嗣



例

1 本書は、島根県教育委員会が平成14年度から平成16年度に実施 した一般国道 9号益田道路建設
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書で報告する遺跡は次のとおりである。

浜寄・地方遺跡  島根県益田市高津 2丁目・ 3丁目
3 調査組織は下記のとおりである。

調査主体  島根県教育委員会

平成14年度  現地調査

[事務局] 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)、 内田 融 (同総務課長)
川原和人 (同調査第二課長)、 坂本淑子 (同総務係長)

[調査員] 田原淳史 (同主事)、 川崎英司 (同教諭兼文化財保護主事)
板倉芳朗 (同教諭兼文化財保護主事)、 寺尾 令 (同臨時職員)

平成15年度  現地調査

[事務局] 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (同副所長)、 永島静司
(同総務課長)、 川原和人 (同調査第二課長)

[調査員] 大庭俊次 (同調査第 6係長)、 田原淳史 (同主事)
川崎英司 (同教諭兼文化財保護主事)、 板倉芳朗 (同教諭兼文化財保護主事)

渡辺 聡 (同臨時職員)、 世良 啓 (同臨時職員)
平成16年度  現地調査

[事務局] 山根正巳 (埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (同副所長)、 永島静司
(同総務グループ課長)、 宮澤明久 (同調査第 2グループ課長)

[調査員] 大庭俊次 (同主幹)、 田原淳史 (同文化財保護主事)都田敬樹 (同講師兼主事)、
鳥屋孝太郎 (同講師兼主事)渡辺 聡 (同臨時職員)、 世良 啓 (同臨時職員)

平成17年度  報告書作成

[事務局] 卜部吉博 (埋蔵文化財調査センター所長)、 永島静司 (同総務グループ課長)
宮澤明久 (同調査第 2グループ課長)

[調査員] 田原淳史 (同文化財保護主事)、 谷 徹 (同教諭兼主事)
4 発掘調査 (発掘作業員・重機借り上げ 。発掘用具調達・測量発注)については、島根県教育委
員会から中国建設弘済会へ委託 して実施した。

社団法人中国建設弘済会島根支部

[現場担当] 斉藤義徒 藤井敏治 松下芳久
[事務担当] 池野真由美

5 現地調査及び報告書の作成に際しては、以下の機関、方々から有益な助言をいただいた。
小野正敏 (国立歴史民俗博物館教授)、 大庭康次 (福岡市教育委員会文化財保護部主査)、

岡野雅則 (鳥取県埋蔵文化財調査センター)、 亀山 将 (浜寄自治会長)、 木原 光 (益田市教
育委員会文化振興課文化財係長)、 篠原和大 (静岡大学人文学部助教授)、 滝沢 誠 (静岡大学

口



人文学部教授)、 田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)、 中村唯史 (三瓶自然館学芸員)、

村上 勇 (広島県立美術館次長兼学芸課長)、 山崎純男 (福岡市教育委員会文化財保護部部長)、

山田和芳 (島根大学汽水域研究センター研究機関研究員)、 益田市教育委員会、益田市立歴史

民俗資料館、山口県埋蔵文化財センター

6 挿図方位は第Ⅲ系座標により、レベルは海抜を示す。

7 第 1図は国土地理院発行の 1/25,000(益田・石見横田)を使用した。第 4図は同じく国土地

理院発行の1/50,000(益 田, 日原)を使用した。

8 本書の執筆・編集は、埋蔵文化財調査センター職員の協力、助言を得て、調査員が協議分担し

て行い、文責は目次に明示した。

9 本書に掲載した写真撮影は調査員が行った。

10 本書掲載の実測図、出土遺物、写真等は島根県教育庁埋蔵文化財調査センター (松江市打出町

33番地)で保管している。

例

1 本報告書における実測図は下記の縮尺で掲載した。

(1)遺構図    1/20, 1/30, 1/60

(動遺物実測図  1/3, 1/4
2 遺物実測図のうち、須恵器は断面黒全りにし、石器、土製品には断面に斜線を入れた。

3 本文中、挿図中、写真図版中の遺物番号は一致する。

4 本報告書における遺構名の内、いくつかのものについては現地調査の段階でつけたものから変

更している。報告書においては、新遺構名― (旧遺構名)の1頂に表示した。

5 遺物観察表の色調は「標準土色帖」を参考にした。

6 本報告書で用いた土器の分類および編年観は下記の各論文、報告書を参考にした。

松本岩雄「石見地域」『弥生土器の様式と編年一山陰・山陽―』木耳社 1992

島根県教育委員会『石見空港建設予定地内遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告書』1992

大宰府市教育委員会『大宰府条坊跡XV一陶磁器分類編―』大宰府市の文化財 第49集 2000
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第 1章 調査に至る経緯
一般国道 9号は京都府京都市から山口県下関市に至る総延長690kmの 主要幹線道路である。この

道路はまた、山陰諸都市間を結ぶ唯―の幹線道路でもあり、経済的活動 。文化的活勃に重要な役割

を果たしている。

しかし、近年の交通量の増加と沿線の市街化の影響もあり、主に都市部を中心にしばしば交通渋

滞が発生 している。このため都市間の円滑な連携や生活環境の確保が困難な状況となってきており、

その様相は益田市においても例外ではない。さらに益田市においては、一般国道 9号及び191号が

市内中心部で交差するという地理的要因もあって交通混雑が慢性的に発生 し、都市機能に支障をき

たし始めていた。

こうした状況のもと、交通混雑を緩和して円滑な交通を確保 し、地域社会の発展に資するために、

平成 8年度に建設省 (現 国土交通省)に より益田道路 (延長7.8km、 益田市遠田町～須子町)の
建設が計画・事業化されることとなった。

この計画・事業化にあたり、建設省から島根県教育委員会に対 して、益田道路建設予定地内の遺

跡の存否について照会があった。これを受けて、益田市教育委員会の協力のもと、平成10年度に予

定地内において遺跡の分布調査が実施されることとなった。分布調査は平成11年 3月 に実施され、

その結果、27ヶ 所の遺跡及び遺跡推定地 (最終的にはルー ト上から外れるものを含んでいたため24

ヶ所の遺跡及び遺跡推定地)を確認 し、建設省に回答 した。

第 1表 益田道路建設予定地内の遺跡一覧表
遺跡名 所在地 遺跡の種類 時 代

遺跡総

面積(ド )

施行範囲内

面積 (言 )
現  状 調査年度 備 考

1 流松遺勧 益聞市遠翻町 集落跡 34,900 水 隠 平成17年度

2 流松南遺跡 益国市遠側町 築落brI 7,600 2,200 山林 平成17年度

3 原浜遺跡 益田市還 田町 古墳及び集落跡 古墳 ?～ 31,000 山頂 。山腹
平坦地 緩斜面
北側に周知の遣跡「尾堤古墳群」が隣接

久城西Ⅱ遺跡 益田市久城町 古墳 ?～ 山 林 尾根上に緩斜面

5 久城西 I遺跡 益田市久城町 35400 山林
H ll年夏頃に一部削平される

尾根上に平坦地 緩斜面
6 者葉台遺跡 益田市久城町

久城東遺跡 益田市久城町
近世の石囲墓 集落跡
散布地

奈長～ 23,900 11,200 宅地・畑・ 墓地
平坦地

遺物表採

8 城角遺跡 益田市久城町 城館跡 中世～ 宅 地

9 堂ノ上遺跡 益田市久城町 12,700 宅地・ 畑 平坦面

迫ノ谷古墳群 益田市久城町
古墳 (横穴墓) 城館
散布地

古墳～ 宅地・止1林・ 畑
平坦面 緩斜面
周知の遺跡 須恵器表採

11 専光時脇古墳群 益田市久城町 古墳群 城跡 五輪塔 百墳～ 山林・ 基地
平坦地

周知の遺跡 普月城跡 も含む

12 沖手遺跡 益隠市中島町 散布地 学世～ 80,000 水 圏
平成16年度
～17年度

集落跡

中河原遺跡 益田市中島町 敏布地 低湿地遺跡 中世～ 184,800 水田 。畑・宅地

浜遺跡 益闘市高津町 神社跡 散布地 中世～ 37,000 14,700 畑・ 宅地
平成13年度
～16年度

浜寄 。地方送跡 益田市高津町 散布地 集落跡か 古墳知 118400 42,200 畑・ 宅地
平成14年度
～16年度

水田跡

沖田遺跡 益霞市高津町 散布地 弥生～古墳 16400 山林・ 水田 平成13年度

17 甘子 I遺跡 益 田市飯 田町 弥生 。古墳 山林 平成13年度 建物跡

甘子工遺跡 益田市飯圏町 弥生・吉墳 13,800 dI林 平成13年度

廿子Ⅲ遺跡 益田市飯翻町 弥生・ 古墳 5,800 2,700 曲林 平成14年度 建物跡

やばらI選跡 森露市飯田町 近世以降の基地 古墳 。近世～ 8,500 2,400 山林・ 墓地 平成13年度

やばら工遺跡 益田市飯田町 古墳 ‐城館 古墳～ 10,200 3,800 山林 平成13年度

じんだ遺跡 益田市飯霞町 古墳～ 18,000 9,100 山林 平成13年度

恵比寿 I遺跡 益露市飯翻町 古墳 3,900 曲林 平成13年度

恵比寿 Ⅱ遺跡 益田市飯側町 占墳 8,600 3,800 山林 平成13年度

※網かけは調査の終了した遺跡
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以後、この結果をもとに建設省と島根県教育委員会との間で協議が適時行われ、予定地内遺跡の

埋蔵文化財発掘調査について具体的に検討が行われた。

その結果、平成13年度から予定地内遺跡の現地調査を開始することとなり、平成13・ 14年度には

飯田町地内 8遺跡の調査を実施 した。平成14年度には同じく工事の先行する高津町地内の浜寄 。地

方遺跡においても、調査を行う上での環境が整ってきたため 9月 より実施することとなった。

第 1図 益田道路建設予定地内の遺跡 (S=1/50,000)
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置
浜寄 。地方遺跡は益田市高津 (浜寄・地方)に所在する遺跡である。遺跡は、中国山地に源を発

し日本海に向けて北流する高津川と日本海に沿って形成された広大な砂丘、そして南西に広がる低

丘陵に囲まれた低地に、広範囲にわたって展開している。周辺には柿本人麻呂をまつった柿本神社

や万葉公園、県立自然公園幡竜湖などが存在しており、ここを訪れる観光客も多い。

第 2節 地理的環境
(概況)益田市は島根県の西部、山口県との県境に位置する、人口約53,000人 の地方都市である。

現在でも」R山陰線と山回線、国道 9号線と191号線の分岐点となり、広島・山ロヘ通じているよう

に、その地理的位置により古くから広島県 。山口県との結びつきが強く、民俗・文化や風土の面で

も県東部とは異なった様相を見せている。

(地形)益田市は北部の平野部 (益田平野)と それを取り囲むようにある周辺の丘陵部・山間部か

らなっている。益田平野は美都・匹見町境の春日山に源を発して北流する益田川と、六日市町 (現

吉賀町)に源を発し、支流の津和野川・匹見川を合わせながら北流する高津川の作用によって形成

された複合三角州であり、石見部で最大の規模を誇る平野である。これまでの研究によれば、約

6,000年前までは「古益田湖」と称される湖が広がっていたものが、両河川による堆積作用の結果

徐々に陸化 していったと考えられている。
(1)平
野の東側と南側は丘陵部で、中国山脈から伸びる支

脈の先端部にあたり、東側の丘陵を開削している沖田川 。津田川・遠田川の周辺には小規模な氾濫

源や河岸段丘が見られる。また平野の北西側は海岸の砂が季節風によって吹き上げられた浜堤を形

成 し、南側は標高400m級の山々が連なり中国山地の中でも高い地点となるなど、変化に富んだ地

形となっている。

方

跡

地

遺

寄浜

打
渕
＋
十

第 3図 地形概念図

A
第 2図 浜寄・地方遺跡の位置
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第 3節 歴史的環境
石見部で最大規模の平野を有する益田市及びその周辺では、数多くの遺跡の存在が知られている。

本節ではそれらのうち、旧益田市域
(2)に 存在する遺跡で代表的なものを取り上げて記述すること

を基本に、一部旧美都町・匹見町の状況にも触れることとしたい。

旧石器時代

現在までのところ旧石器時代に関する遺跡や遺物は確認されていない。

縄文時代

縄文時代の遺跡は、安富王子台遺跡、三宅御土居跡、土居後遺跡など数力所で確認されているも

のの多くはない。安富王子台遺跡は高津川中流域にあり、縄文後期から晩期にかけての土器や石器

など多くの遺物が出土している。

弥生時代

弥生時代の遺跡は、安富王子台遺跡、羽場遺跡、井元遺跡、松ヶ丘遺跡、サガリ遺跡など十数カ

所が知られている。縄文時代の遺跡の数からかなり増加しており、人々がこの地に広く住み始めた

ことを窺わせている。本格的に調査が行われた遺跡は少ないが、安富王子台遺跡の北側に位置する

羽場遺跡からは、長さ50mに も及ぶV字形の大型の溝(環濠)が確認されている。遺構内からは突帯

文や櫛描文など装飾に富んだ中期の土器が大量に出土しており、規模の大きな集落が存在 したと考

えられている。

古墳時代

古墳時代に入るとさらに遺跡数も増加する。古墳は石見の中では最も多く築かれていると考えられ、

また大型古墳も早い時期から造られている。主要なものとしては、三角縁神獣鏡が出上した四塚山古

墳 (前期)、 全長89mを測り前期では県内最大規模の前方後円墳 。大元 1号墳 (前期)、 埴輪列や葺

石を伴い二段築成の墳丘をもつスクモ塚古墳 (中期)、 墳丘長52mで周囲に周濠と外堤を持ち、馬具

等も出土した小丸山古墳 (後期)、 50基以上の古墳で構成された鵜ノ鼻古墳群 (後期)な どがある。

横穴墓も多く造られており、北長迫・南長迫両横穴墓群では合わせて50基近 くが確認されている。

これらの古墳は、市内南西部にある横穴式石室を持った白上古墳を除けば、基本的に益田平野の

東から南にかけての丘陵に築かれており、現状では東半分に偏在する傾向にある。しかし近年、高

津川左岸地域においても一基のみではあるが横穴墓が確認されていることから、市内西側において

も存在 している可能性が考えられるようになってきている。こうした古墳の築造と不可分の関係を

もつ集落については、これまでのところほとんど明らかになっていないが、それ以外のものとして

は、市内北東部で後期の須恵器窯 (芝窯跡 。中塚窯跡など)がまとまって確認されている。

奈良・平安時代

奈良 。平安時代の遺跡は、大溢遺跡、庄屋東遺跡、サガリ遺跡、石塔寺権現経塚などが知られて

いるが、数は少ない。大溢遺跡は日本海に面した丘陵にある遺跡で、建物跡のほか製塩土器や須恵

器がまとまって出土している。また石塔寺権現経塚からは中国製褐釉四耳壷を含む優品が出土 して

いる。

鎌倉・室町時代

鎌倉・室町時代の遺跡は、七尾城跡、三宅御土居跡、中世今市船着場跡などこの時代に活躍した
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益田氏 と関わるものを中心 に多 く知 られている。七尾城跡 は、益田平野の南東の丘陵に位置 し、本

丸跡や二の段の主郭部分を中心 に曲輪や土塁等の防御施設を持ち、戦国時代の前期の山城 として稀

にみる整 った構えを残 している。瓦や土師器のほか、貿易陶磁器や天 目茶碗など多種多様なものも

多量 に出土 している。三宅御土居跡 は、七尾城跡か ら約 700mの距離 にあり、益田川の対岸 に位置

している。戦国期の地方豪族の居館 として、堀 と大規模な土塁で守 られた東西約185mに及ぶ屋敷

跡で、多様な遺物 も出土 してお り、益田氏の強い軍事力・ 経済力が窺える。 このほか大谷土居跡や

上久々茂土居跡など、城館跡だけで も50カ 所近 くが残 っている。

市内には、雪舟作の庭園を持つ医光寺・万福寺、益田氏の菩提寺である妙義寺など、関連する多

くの社寺なども存在 し、全体 として中世 に関連 した史跡の割合が高い。

江戸時代以降

江戸時代以降の遺跡 としては、仁右ヱ門山遺跡や相生遺跡など瓦や日常雑品などを焼いた石見焼

窯跡が認め られる。また磁器を焼いた白上焼の窯跡 も知 られている。

註
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1 安 宮遺跡 鷲 ヶ松城跡 日赤敷 地遺跡

2 井元遺跡 高津城跡 中世今市船着場

3 鎌手 丸 山古墳 向横田城跡 大溢遺跡

購 ノ鼻 百 増 蕃 勝達寺跡

小丸山古墳 真如坊跡 相生遺跡

スクモ塚 古墳 妙福寺跡 北 ヶ週 還 囲

7 言浜古増群 安福寺 跡 根ノ木田遺跡

小池古墳群 尊栢幸 跡 土井後遺跡

秋翼 山古 墳群 本片子窯跡 床屋東遺 跡

上野横穴 万歳 山遺跡 サガリ遺跡

白上古 墳 須子遺跡 鍬 フ ロ遅菖跡

2 片 山構 穴群 長者原遺跡 研万構穴

北長迫横穴群 中須沖遺跡 沖手遺跡

南長迫横 穴群 三宅御土居館跡 浜寄遺跡

小堤橙 穴群 大 谷土居跡 廿子 I遺跡

日赤豪積 仄群 松 ヶ丘遺 懸 甘子 Ⅲ遺跡

大道古墳群 四塚山古墳群 野 田窯跡

突 ヶkB窯跡 木原古 墳 吹金原窯跡

乏雫跡群 大元古墳群 石塔寺権 現境 内跡

中塚窯跡群 羽場遺跡 中小路遺跡

1 七尾城跡 水分経塚

第 4図 周辺の主な遺跡 (S=1/75,000)
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第 2表 浜寄 。地方遺跡周辺の遺跡
番

号 遺 跡 名 種 別 備 考
跡
図
遺
地

1 安富遺跡 散布地 Ql

2 井元遺跡 散布地 Q2

3 鎌手丸山古墳 古墳 Q3

鵜ノ鼻古墳群 古墳 Q9

小丸山古墳 古墳 Q 17

スクモ塚古墳 古墳 Q 24

7 高浜古墳群 古墳 Q 26

小池古墳群 古墳 Q 27

9 秋葉山古墳群 古墳 Q 32

上野横穴 横穴 Q 38

白上古墳 古墳 Q 39

片山横穴群 横穴 Q44

北長迫横穴群 横穴 Q46

14 南長迫横穴群 横穴 Q47

小堤横穴群 横穴 Q 48

日赤裏横穴群 横穴 Q49

大道古墳群 古墳 Q 51

柔ヶ迫窯跡 窯跡 Q54

芝窯跡群 窯跡 Q 55

中塚窯跡群 窯跡 Q 56

七尾城跡 城跡 Q 57

鳶 ヶ松城跡 城跡 Q 58

高津城跡 城跡 Q 67

24 向横田城跡 城跡 Q 77

勝達寺跡 寺院跡 Q 90

真如坊跡 寺院跡 Q 91

妙福寺跡 寺院跡 Q 92

安福寺跡 寺院跡 Q 98

尊福寺跡 寺院跡 Q94

本片子窯跡 窯跡 Q 99

万歳山遺跡 散布地 Q100

番
号 遺 跡 名 種 男J 備 考 跡

図
遺
地

須子遺跡 散布地 Q106

長者原遺跡 散布地 Q107

34 中須沖遺跡 鏡出土地 Ql15

三宅御土居館跡 館跡 Q136

大谷土居跡 館跡 Q137

松 ヶ丘遺跡 散布地 Q142

38 四塚山古墳群 古墳 Q143

木原古墳 古墳 Q145

大元古墳群 古墳 Q149

41 羽場遺跡 散布地 Q150

42 水分経塚 経塚 Q153

43 日赤敷地遺跡 散布地 Q191

44 中世今市船着場 その他 Q200

大溢遺跡 集落跡 Q204

仁右工門山遺跡 窯跡 Q205

相生遺跡 窯跡 Q206

北 ヶ迫遺跡 窯跡 Q207

刀
仕 根ノ木田遺跡 散布地 Q208

土井後遺跡 散布地 Q215

床屋東遺跡 散布地 Q258

サガリ遺跡 散布地 Q259

鍬フロ遺跡 散布地 Q260

54 研石横穴 横穴墓 Q261

沖手遺跡 散布地 Q271

浜寄遺跡 散布地 Q274

廿子 I遺跡 集落跡他 Q283

廿子Ⅲ遺跡 集落跡他 Q285

野田窯跡 窯跡 Q318

吹金原窯跡 窯跡 Q320

石塔寺権現境内跡 神社跡 Q342

中小路遺跡 集落跡
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第 3章 調査の概要と経過

第 1節 現地調査の概要
今回の調査は、遺跡のほぼ中央を東西に貫くように計画された益田道路の建設に先立って行われ

たものである。したがって調査対象となるのは益田道路建設予定地内の42,200ポ についてであるが、

実際の調査範囲は確認調査の結果をもとに絞り込んでおり、これよりも少ない。
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第 5図 浜寄 。地方遺跡周辺図 調査区配置図 (S=1/4,000)
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調査は、平成14年 9月 の開始から平成16年 12月 の終了まで約 2年 4ヶ 月にわたって行われた (詳

細は第 2節参照)。

本調査は、工事主体である国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所と適時協議を行いなが

ら実施した。また、調査の成果については現地説明会 。発掘調査だより『石見路の言伝』等により

周辺住民の方々に公開したほか、広 く市民にも還元するため、益田市立歴史民俗資料館において

「調査速報展」も開催 している。

調査を実施するにあたってはできる限り面的に行うことを基本としたが、工事工程その他の諸条

件が必ずしもそれに合致 しないこともあり、全体を浜寄側 (2区)、 地方側 (1区)の 2つ の大調

査区に分け、さらにそれを 7と 9の小調査区 (計16の調査区)に分割して行うこととなった (第 5

図)。

また、調査対象地隣接部分では、水田耕作が行われている場所に近い調査区や民家に隣接 してい

る調査区もあったことから、用地境から3～ 5m前後の控地を設定 して掘削を行った。

その結果、 1区からは水田跡や建物跡のほか弥生時代から江戸時代に至る多くの遺物を、また 2

区からは建物跡や溝状遺構 (流路跡)の ほか同じく弥生時代から江戸時代に至る多くの遺物を検出

した。

なお、浜寄・地方遺跡では、益田道路建設本体工事以外にもそれに関連 してさまざまな事業が実

施されたが、それらに関連 した調査については、益田市教育委員会によって行われ、既に調査成果

も公表されている。

発掘調査だより『石見路の誉篠』
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第 2節 現地調査の経過
調査は平成14年度に lA・ lB。 と

2Dの各調査区、平成16年度は残ると

した。これらの調査の経過について、

C・ lD・ 2Aの各調査区、平成15年度に lC・ lF・ 2B・

H・ lI。 2C・ 2D。 2E・ 2F。 2Gの各調査区で実施

主に本報告に関わる部分を中心に概略を記す。

平成14年度

9月 2日

中旬

下旬

10)可 30日

31日

11ゲ]16日

12月 5日

1月 31日

調査開始

lA区より調査を開始

順次 lB区・ lD区の調査にかかる

lB区において水田跡検出

山崎純男氏による調査指導 (水田跡)

田中義昭氏による調査指導 (水田跡、出土

遺物)

現地説明会開催 (150名 の見学者)

とB区プラント・オパール分析及び簡易ボー

リングによる資料採取 (文化財調査コンサ

ルタント)

14年度現地調査終了 (lC区は翌年度継続

調査)

lC区調査開始

lC区畦畔検出

田中義昭氏による調査指導 (水田跡)

lC区・ lB区空撮 。現地説明会

lF区調査開始

中村唯史氏による調査指導 (地質)

lC区プラント・オパール採取 (文化財調

査コンサルタント)

益田道路発掘調査展開催 (益田市立歴史民

俗資料館)

益田養護学校地域交流学習による遺跡発掘

体験

益田公民館講座

平成15年度

4月 8日

13日

5月 28日

6月 4日

5日

16日

23日

7月 5日 ～

7月 7日

7月 8日

作業風景

水田跡検出状況

調査指導
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16日

8月 7日

18日

9月 29日

1月 28日

平成16年度

4月

5月 26日

5月 27日

6月 1日

7月 3日

23日

30日

31日

8月 3日

28日

9月 9日

lC区プラント・ オパール分析資料採取

(文化財調査コンサルタント)

lF区調査終了

2DA区調査開始

高齢者大学発掘体験

田中義昭氏による調査指導 (検出遺構・出

土遺物)

2D区調査再開

高津中学校 発掘体験学習

地方自治会長現地見学

山田和芳氏による調査指導

「平成15年度発掘調査速報展」開催

(益田市立歴史民俗資料館)

2F区調査開始

国土交通省浜田河川国道事務所職員現地

視察

2D区空撮

2F区、 2C区、 2G区掘り下げ

現地説明会開催

調査終了

第 3節 整理作業の概要
整理作業及び報告書の作成は、平成17年度に行った。注記作業と種別ごとの分類については、可

能な限り現地調査と平行 して行っており、以下の整理作業を実施した。

出土遺物は主に土器類 (磁器・陶器を含む)で、未注記のものについては注記を行い、注記済み

の遺物から器種ごとに分類し、接合作業を行った。接合したもののうち補強が必要なものについて

は補強剤を用いて補強を施し、復元可能なものについては復元作業を行った。

実測にあたっては、小破片であったり器種が不明であったりするもの以外は、特徴的なものの抽

出を行い、それらについて基本的に実測を行うこととしたが、時間の関係上それらすべての実測に

は至っていない。また特徴的な文様や調整を施したもの、実測図において明確に表現できないもの

など数点については拓本をとった。完成 した実測図については、 トレース作業を行い、実測が終了

した遺物については実測番号を付し、調査区ごとに遺物観察表を作成した。

実測を終えた時点で、完形もしくは接合、復元できたもの、あるいは特徴的なものについては、

必要に応じて写真撮影を行った。

上記の一連の作業を終えた遺物については、最終的に実測台帳に記載し、収蔵した。

プラント・オパール採取作業状況

調査指導
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第 4章 基本層序

基本層序

ここでは浜寄 。地方遺跡で確認された基本的な層序について述べたい。

本遺跡における層序は、調査区の分断に伴いそれぞれの層の関連が不明確な部分も存在するもの

の、以下のとおりと考えられる。以下、主な土色、出土遺物の傾向について、上層より基本 1層、

基本 2層の順に概略を記す。なお、浜寄側と地方側とでは基本的な層序に違いが見られることから、

ここではそれぞれに分けて記述することとする。

―地方側 (1区)の基本層序―

1区の基本的な層序は以下のとおりである。ただし、 lA区につ

いてはその状況が若干異なっており該当しない。

基本 1層―主に灰色系の粘質土

約30～40cmほ ど堆積している。色調の違いから上層 (現在の水田

耕作土)と下層 (圃場整備以前の層か)と に分層が可能である。肥

前系の陶器 。磁器類及びそれ以降のものが出上 しており、近世～現

代にかけての層と考えられる。基本的に 1層については重機により

掘削した。

基本 2層―主に灰白色系の粘質土

約20～ 30omほ ど堆積している。キメの細かな砂を含んでおり、過

去の決水に由来すると考えられる層である。奈良 。平安～近世にか

けての遺物が出土しているが、中世前半までの遺物の割合が高く、

そうした時期の層と判断される。

基本 3層―主に黒色系の上

約20～ 30cmほ ど堆積している。 2層に比べかなり黒味がかってお

り、土壌化を窺わせている層である。 3層からは弥生時代～古墳時

代にかけての遺物が出土 しているが、特に古墳時代の遺物が多く出

土している。

基本 4層―主に灰色系の砂

約10～20cmほ ど堆積 している。この層も過去の洪水に由来する層

と考えられる。なお、 lC・ lD区ではこの層の存在が確認できな

い場所も存在した。基本的に4層からは遺物が出土していない。

基本 5層―主に黄色系の土

約10～ 15cmほ ど堆積している。上面では酸化マンガンや鉄分の沈

基本 1層

主に灰色系の粘質土

基本 2層

主に灰自色系の粘質土

基本 3層

主に黒色系の土

基本 4層

主に灰色系の砂

基本 5層

主に黄色系の土

基本 6層

主に暗掲色系の土

基本 7層

主に黄褐色系の土

基本 8層

粘土

第 6図 土層概念図 (1区)

着が見られる。後述する水田検出面にあたる。なお、 lF区ではこの層の存在が確認できない場所

も存在した。 5層以下の層については遺構・遺物とも検出されなかったため調査を行っていない。
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これより以下は基本的に 6層 (暗褐色系の上)、 7層 (黄褐色系の

上)と続き、標高1.lm地点で非常に粘性の強い層となる。

一浜寄側 (2区)の基本層序―

2区の基本的な層序は以下のとおりである。

基本 1層―主に褐色系の上

約20cm堆積 している。肥前系の陶器・磁器類及びそれ以降のもの

が出土 しており、近世～現代にかけての層と考えられる。調査前は

畑などとして利用されていた。基本的に 1層については重機により

掘削 した。

基本 2層―主に暗褐色系の上

最大で20cmほ ど堆積している。ところどころに小礫を含む層で、

中世～近世にかけての遺物が出上 しているが、中世の遺物の割合が

高 く中世頃の層と判断される。

基本 3層―主に暗褐色系の上

最大で20cmほ ど堆積 している。ところどころに小礫を含む層で、

中世～近世にかけての遺物が出土 している。 2層同様中世の遺物の

割合が高 く中世頃の層と判断される。なお 2層 。3層 は、調査当初

土色の違いから丹Jの ものとして認識 していたが、両層に大差はなく

ほぼ同時代と考えられる。以下、 2区においては 2・ 3層 として記

す。

基本 4層―主に灰色系の砂質上、礫、砂

約50～60omほ ど堆積している。過去の決水に由来すると考えられ

る層で、礫と砂から構成される。場所によっては約 lm堆積してい

るところもあった。主に古墳時代～平安時代にかけての遺物が出土  第7図 土層概念図 (2区)

してモヽる。

基本 5層―主に黒掲色系の砂質土

約20～30cmほ ど堆積している。キメの細かな砂質状の上で、土壌化がやや進んだ状況を示す層で

ある。古墳時代の遺物を多く含むが、須恵器は認められず、基本的に古墳時代前期から中期にかけ

ての層と判断できる。

基本 6層―主に黒色系の上

約10～ 20cmほ ど堆積している。調査当初は 1つ の別の層と判断していたが、実際には流路跡を覆

う埋上部分に相当する。年代的には 5層 とあまり大差のない層と判断できる。

以上 1区 。2区における基本的な層序について概要を示したが、実際には細部がそれぞれに異なっ

ている。 したがって、それぞれの調査区における土層については別途掲載している。

基本 1層

主に褐色系の上

基本 2層

主に暗褐色系の上

基本 3層

主に暗褐色系の上

基本 4層

主に灰色系の砂質土、礫、砂

基本 5層

主に黒褐色系の砂質土

基本 6層

主に黒色系の土

基本 7層

礫層

-13-



第 5章 1区の調査

1区はlA～ lIま での調査区に分かれるが、本報告書では lA・ lB・ lCelD・ lFの各

調査区について報告する。なお、中世の遺物については一定量が認められたが全体からすればわず

かであったため、第 6節において一括 して扱うこととする。

第 1節

概要

lA区の調査

lA区は調査対象地のほぼ中央付近に設定した調査区である。市道婚竜湖高津線の西側にあり、

浜寄と地方の境付近になる。

本調査区の土層は第 9図のとおりである。調査では、水田耕作上の層である第 1層を重機で取り

除いた後、第 2層から掘削を開始し3層途中まで掘り下げたが、これより下は遺物を含まない砂層

が続くと判断したため、以下の調査を行っていない。しかしながら、次年度に行った2D区の調査

から判断すると、砂層下に遺物包含層が存在した可能性は高い。後述する出土遺物の状況なども勘

案すると、 2層が 2区の基本 2層・ 3層に相当し、 3層が2区の基本 4層に相当すると判断される

が、その可能
J隆にとどめておく。

2層上面及び3層上面において遺構の検出を行ったが、顕著な遺構は検出されなかった。また遺

物は2層 と3層の境付近から多く出土した。

検出遺構とそれに伴う遺物

先述のとおり、顕者な遺構は確認され

なかった。なお、調査区の南東側におい

て杭列が確認されているが、水田耕作土

直下で検出されており近世以降のものと

想定される。

遺構に伴わない遺物

出土した遺物は弥生土器、土師器、須

恵器などであるが、古墳時代後期～奈良 。

平安時代にかけての遺物が多く見られる。

層位的に分けることが難しいので、以下

まとめて言己載することとする。

第10図

1は弥生土器で甕または壷の底部と考

えられる。器面は摩滅 しているものの、

外面 。内面とも指頭痕が観察できる。 2

は土師器ヌと考えられるものである。内

＼/
第 8図  lA区  遺構配置図 (S=1/300)
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湾しながら立ち上がり、端部は外方に屈曲する。

風化が激 しく調整は不明である。 3～ 5は土師器

甕である。いずれも単純口縁のもので、外反しな

がら立ち上がる国縁部を持ち、体部が張り出す形

のものと考えられる。 3は頸部が強く撫でられて

おり、段状になっている。 5は球状に張る胴部を

持つもので、日径は16.Oomを測る。 6・ 7は土製

支脚である。 7は胴部のみの出土であり、全形は

明らかでないが、二又のものと考えられる。 8は

合子の可能性が高いが不明。あまり類例を見ない

ものである。 9は土師器の短頸壺または鉢と考え

られるものである。外面には2条の沈線がめぐり、

赤色顔料が認められる。

第11図

10・ 11と も土師器甕である。10は短い口縁部、

11はやや長めの口縁部を持つもので、ともに胴部

は張り、球状である。風化等によりわかりにくい

ものの外面にはハケメが観察できる。

第12図

全て須恵器である。12・ 13は郭。体部下半にヘ

ラケズリが行われるが、12の底部は板目状の条痕

が見られる。14・ 15は蓋。輪状のつまみを有する。

16～ 21は高台を持つ郭である。19は皿の可能性も

あるもので、厚みのある底部を持ち、底部と体部

との境に高台が付 く。20・ 21は直線的に伸びる体

部を持つものである。22は高台の付かない郭。こ

の形態の界は、 lA区からはあまり確認されてい

ない。24・ 25は椀と考えられるもの。25に は胴部

に2条の沈線が描かれる。26・ 27は高郭である。

26は外面にカキメが顕者に見られる。28～ 30は甕

と考えられるものである。29に は櫛状工具による

波状文、30に はヘラ描きによると考えられる波状

文が施される。31は短頸壺等の底部と考えられる

もので、やや足高の高台を伴う。32は壺の底部と

判断される。

（冨
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尊

0                       10cm

第10図  lA区 出土遺物実測図 (1)(S〓 1/3)

-16-



〕            10cm

第11図 lA区 出土遺物実測図 (2)(S=1/3J
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第 2節

概要

lB区の調査

lB区は、 トレンチ調査の際に弥生土器 (第16図 -1)が出土したことにより設定した調査区で、
今回調査を行ったもののうち最も南西側にある。調査前は水田として利用されていた。

lB区における土層は第14図 のとおりで、 1区の基本土層と異ならない。

2層～ 5層の上面においてそれぞれ遺構の検出作業を行ったが、 5層 (基本 5層)上面において

水田跡を確認した以外、顕者な遺構は認められなかった。また出土した遺物もほかの調査区に比べ

て極めて少なかった。

検出遺構とそれに伴う遺物

水田跡

5層の上面において検出した。決水による堆積と考えられる4層により覆われていたため、比較

的良好な状態で確認された。検出した面の標高は1.4mで、現在の地表面からは約 lm下になる。

水田跡は、幅が約40～50cm、 検出時の高さで約 5～10omの畦畔によって区画されており、一枚の長

穐 / ヽ
範 /

第13図  lB区  遺構配置図 (S=1/300)

/

/

粍

プ
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最優色雑憂圭 解 て経査景謀T嵩羞整備以前の水田耕作土か?))基本
1層

豊合:患§:1酵
1哲そと:そi阜養鳥軽化マンガンを多く含む)1基

本 2層

黒褐色土 (砂混じりの層)……………………………………………・ 基本 3層
灰色砂質土……………………………………………………………… 基本 4層
茶褐色土 (酸化マンガン・鉄分を含む)……………………………・ 基本 5層

L=3.00m

L=3.00m

淡黒褐色土

茶褐色土
濃灰色粘質土

―
―
］
〇
―
―

L=3.00m

L=3.00m

第14図  lB区 土層図 (S=1/80)
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第15図 lB区 水四跡実測図 (S〓 1/200)
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さが約20m、 幅約 3～ 5mの長方形状の整った形をしている。水田は全部で15枚の存在が確認でき

るが、その検出状況等から東西方向及び北方向に広がっていると判断される。これに対 し、南側で

は畦畔が確認できていない。掘削段階で確認 し損なったことも否定できないが、検出した畦畔
のう

ち最も南側のものに隣接 して浅い溝状の遺構が確認されていることから、本来の範囲がここまでで

あったとも考えられる。

遺構に伴わない遺物

遺物は第16図 -1の遺物が 4層 (基本 4層)か らの出土であることを除き、 2層 。3層 (基本 2・

3層)か ら出土している。出土量はコンテナ 1箱程度で、ほかの調査区と比べると格段に少ない。

これらのうち実測が可能だったものは掲載したものを含めわずかで、そのほとんどが小片であった。

第16図-1は弥生土器壷と考えられるもので、ほぼ完形で出土した。器高は29,8cmを測るが、胴

部はほとんど張らず長胴である。底部は約 4 cmの厚みがある。器表面は
ハケメ調整が一部で観察さ

れるものの、基本的にはヘラミガキがされる。 2・ 3は土師器甕である。 2は短い複合回縁を持つ。

3も複合口縁を持つが、それは既に退化しておりわずかに認識できる程度である。 4・ 5は高界で

ある。 4は必部の下半で、体部は屈曲しながら立ち上がると判断される。 5は郭部から脚部にかけ

ての部分である。風化が進んでおり、調整等は明らかでない。

0                         1 0Crn

第16図  lB区 出上遺物実測図 (S=1/3)
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第 3節

概要

lC区の調査

lC区はlB区の東に隣接する調査区である。調査前は水田として利用されていた。
lC区における土層は第18図のとおりで、 lB区と同様に1区の基本土層と異ならないが、調査

区の東側半分では基本 4層が認められなかった。

調査では、 2層～ 5層の上面においてそれぞれ遺構の検出を行い、その結果 5層 (基本 5層)上

面において水田跡、溝状遺構を確認した。また3層 (基本 3層)中より数ヵ所の上器溜りも検出し

ている。遺物は主に基本 2層・ 3層からの出土である。

検出遺構とそれに伴う遺物

水路跡

調査区北東側でピットが列状になっている部分が 2ヵ 所確認された。当初柵跡などを考えたが、

ほかの例などを参考にすると水路跡 (水路の底面)の可能性が高い。全て2層に由来する上が堆積
しており、 2層の段階のものと判断される。
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第17図  lC区
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遺構配置図 (S=1/300)
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土器溜り1(lC― Dl)

調査区南側で確認 した。表土からは約70cm下、 3層中よりの検出で、幅 3mにわたって遺物が密

集 していた。遺物は、上下に重なり合うというような状況ではなく、面的に広がりを持つという状

況で検出された。これよりも南側にさらに広がると考えられたが、検出した場所が本調査区の端に

あたるため、これ以上の調査は行っていない。

土器溜り1か らの出土遺物は第22図のとおりである。水田からの浸水作用のためか、ここから出

土 した土器はその器表面が溶けたような状況で、取り上げ段階で既に原形を留めないものがほとん

どであったため、図示できたのはわずかである。第22図-1は小型の壼である。外面は風化により
調整不明であるが、内面はヘラケズリ痕が観察できる。 2は須恵器甕。外面は格子目状のタタキが

見られ、内面は当て具痕を丁寧にナデている様子が観察できる。

時期判断の可能な遺物は少ないが、須恵器などから判断して古墳時代中期頃のものと考えられる。
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．
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第19図  lC区  土器溜り 1 (lC― Dl)実 測図
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土器溜り2(lC― D2)

調査区の北側で確認した。 lC― Dlと 同様、 3層 (基本 3層)上層で検出している。 lC― D

lほ ど密集している状況ではないが、比較的まとまりをもって出土したため、土器溜りとして扱う

こととした。

土器溜り2か らの出土遺物は第22図のとおりである。 3～ 5と も土師器甕である。 3は単純口縁

の甕と考えられるが、日縁部外面にはわずかに複合口縁状の稜線が認められる。また内面では、日

縁部と胴部との境付近であまり調整が行われていないため、粘土紐の痕跡が顕者に観察できる。 4

は複合口縁を持つ個体である。退化傾向が進んでおり、わずかに屈曲する程度である。 5も複合口

縁の甕である。外面 。内面とも風化しており調整ははっきりとしないが、外面には無軸羽状文が施

されている。

これらの遺物は、古墳時代中期頃のものと考えられる。

土器溜り3(lC― D5)

調査区の南側で確認した。土器溜り2と 同様に密集している状況ではなく、土器溜りとして把握
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第20図  lC区  上器溜 り2(1 C― D2)実 測図 (S=1/20)
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することは適切でないかもしれないが、ここでは調査段階のとおり上器溜りとして報告する。

土器溜り3か らの出土遺物は第22図-6のみである。図示できたもの以外は小片のため掲載して
いないが、その違いから本来は数個の個体があったと判断される。 6は土師器壷である。半分以上

の破片が出土したが、いずれも風化が激しく復元ができなかったため、口縁部のみを掲載した。複

合口縁で外反気味に立ち上がり、端部には平坦面を有する。

6

第22図  lC区 土器溜り出土遺物実測図 (S=1/3)

0                       1ocm
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水田跡

5層 (基本 5層)の上面で確認した。水田跡はlB区から続くものと考えられ、 lB区と同じよ

うに幅が約40～50om、 検出時の高さで約 5～ 10cmの 畦畔によって区画されていた。全部で7枚が認

められるが、これより】ヒ側では確認できなかった。北側では基本 4層そのものが存在しておらず、

そのため検出できなかった可能性も考えられるが、水田跡が確認できた部分に比べ、畦畔が確認で

きなかった部分の方が数cIIl程度高くなっていることから、水田耕作が行われていた時代以後に削平

された可能性もあると言えよう。

なお、これに伴う遺物は確認されなかった。

0はプラントオパール分析用
資料採取地点

|

第23図  lC区  水田跡実測図 (S=1/200)
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L=2.00m A'

B_   L〒 2.00m B,

1.淡黒色土
2.灰色粘質土

薄状遺構 2(lC― SD2)
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第24図  lC区 実測図 (S=1/80)



溝状遺構 1

5層 (基本 5層)上面で確認 した。東西方向に延びており、幅約50cmを測る。深さは約10cmと 浅

い。東側では水田跡に向かって曲がっていく状況が窺えた。

これに伴う遺物は出土していない。したがって時期等も明らかでない。

溝状遺構 2

5層 (基本 5層)上面で確認した。調査区北側に位置し北東―南西方向に延びている。幅約80cm、

深さ約60cmを測る。溝内下部には粘性の強い上が堆積していた。

溝状遺構 2に伴う遺物は第25図に掲載したものである。 1は器台形土器の脚部と考えられるもの

である。小片のため大きさは明らかでない

が、外面には擬凹線文が廻らされ、内面調

整はヘラケズリが行われているのが観察で

きる。 2は甕の口縁部と考えられる破片で

ある。端部は丸みを持ち、外面にはハケメ

が観察できる。

この遺構の時期は、 1な どから判断して、

弥生時代後期頃のものである可能性が高い。

遺構に伴わない遺物

lC区からは整理用コンテナ10箱分の遺物が出土したが、ほとんどが小片で実測が可能だったも

のは一部である。基本的に 2・ 3層 (基本 2・ 3層)か らの出土であり上師器の出土点数が多かっ

たが、須恵器や中世の遺物が一定量認められた。

第26図-1は土師器甕である。複合回縁で外反気味に立ち上がり、端部は平坦面状となっている。

2・ 3も土師器甕である。 2の内面では、口縁部と胴部の境付近で粘土紐痕が観察できる。 3は回

縁部が 4分の 3出土しており、日径は17.2cmを測る。 4は口縁部がわずかに外反する器形の土器で、

甕と考えられるものである。外面には煤の付着が見られる。 5・ 6は壺である。 5は小型のもので、

外面は比較的丁寧な調整がされているが、内面はほとんど未調整に近い。 6は丸底で球状の胴部に

長めの口縁部を伴うものである。他のものに比べて良好な状態であり、調整が明瞭に観察できる。

7～ 9は高郭である。 7は必部。稜を持ち逆「ハ」状に立ち上がる。 8はやや深めの雰部を持つも

のである。器表面は風化が著しく調整等は明らかでない。 9も 深めの雰部を持つもので、外反しな

がら立ち上がる。10～ 15は須恵器である。10・ 11は必蓋である。どちらも小片であり口径等は不確

定な数値である。いずれのものも端部に段を有 している。12は盟と考えられる。体部は肩が張らず

扁平な球状で、中位には櫛状工具による波状文が施されている。13は甕である。同一個体と考えら

れる破片がこのほかにも出土 しているが、接合・図化ができたのは口縁部から肩部にかけての部分

のみである。復元した口径で23.6cmを測る。口縁部は大きく外反 し、端部よりやや下には突帯を廻

らせる。外面には格子目状のタタキが施され、内面は丁寧なナデがされる。14・ 15は蓋である。輪

状つまみを持つ個体で、端部は下方に折れ曲がる。

|ゞくらヽ 《
0            10cm

第25図  lC区  溝状遺構 2(lC― SD2)
出土遺物実測図 (S=1/3)
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第26図  lC区

15

出土遺物実測図 (S=1/3)
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第 4節

概要

lD区の調査

lD区はlC区の北側にある調査区である。調査前は水田として利用されていたところで標高は

約2.2mで あった。

lD区における土層は第29図 のとおりである。 3層までは基本土層と変わらないが、北東側では

基本 4層に相当する層が確認されなかった。これに対して南西側では、基本 4層は確認されたもの

の、基本 5層に相当する層が確認されなかった。

なお、これらより以下の層では遺構・遺物とも存在しないと判断したため調査を行っていない。

lD区においては、 2層、 3層、 4～ 5層の上面において遺構の検出を行った。その結果、 3層

中より上器溜りを確認したほか、 4層上面において建物跡を検出した。遺物は調査区東側から中央

付近にかけての出上が多く、特に中央付近では土器溜り状で出土する傾向にあった。遺構は調査区

の東側に集中する傾向にあり、西側では確認できなかった。

検出遺構とそれに伴う遺物

建物跡 1・ 建物跡 2(lD― Dl)

3層 (基本 3層)の掘削段階で土器がまとまって出土 しており、当初は土器溜りと認識していた

ものである。 3層 (基本 3層)の段階では確認できなかったものの、 4層の上面でわずかながらそ

の輪郭を捉えることができたため建物跡とした。
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第27図  lD区  建物跡 1・ 2(lD― Dl)実 測図 (1)(S=1/30)
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圏 焼土

第30図  lD区 建物跡 1 ・ 2(lD― Dl)実 測図 (2)(S=1/30)

0             1m

L=2.Om
A-                     1.淡
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0             1m

第31図  lD区  建物跡 1・ 2(lD― Dl)実 測図 (0(S〓 1/30)
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建物跡はトレンチ調査の際にも認識できなかったため、結果として多くの部分を失ってしまって

いる。断片的な情報から判断するしかないが、床面と思われる面が 2面確認でき、時期の異なる遺

物も出土していることから、二つの遺構が重複しているものと考えられる。

このうち上側で確認したものを建物跡 1、 下側で確認したものを建物跡 2と することとする。下

側のものについてはその大半を失っており建物跡と判断できる積極的な根拠に乏しいが、一応建物

跡と捉えておきたい。

建物跡 1は、南側の部分のみ残存している。竪穴の建物で、直線的に伸びる壁面から判断すると、

平面形は方形であると考えられる。規模は、 トレンチを挟んだ反対側で残りが検出されていないこ

とから判断して、一辺の長さが3.5m前後と考えられる。これに伴う柱穴などは確認されなかった。

建物跡 2は平面形・規模等は明らかにしえないが、建物跡 1と 同規模かそれよりも小さいと推測

される。いずれも柱穴などは検出されなかった。なお、建物跡 2か らは、西側床面において焼土や

炭化物が広がる部分が確認された。

出土した遺物は第32図～第34図のとおりで、建物跡 1か らの出土遺物を第32・ 33図 に、建物跡 2

からの出土遺物を第34図 に掲載 した。

第32図 に掲載 したものは壺である。外反しながら立ち上がる長い口縁部を持ち、日径は17.4cmを

測る。外面には横方向のハケメが観察できる。第33図-2も壷と考えられるものである。口縁端部

を失っているものの、形態としては32図 に掲載した壺に類似すると考えられる。 3は甕である。体

部の多くを失っているが、日縁部から底部まで復元できる。口径15.Ocm、 器高23.4cmを測る。器壁

は薄く、球状に近い体部を持つ。 4は壺と考えられるものである。日縁部と体部は接合できなかっ

たが、同一個体と考えられるため同時に掲載 している。日縁部は外面
。内面とも丁寧なミガキが施

されており、表面は滑らかである。 5は直口壺である。複合口縁で、複合部の稜は鋭く以後の立ち

上がりは長い。 6は高郭。堺部を失っており全形は明らかでないが、脚部は大きく開く形態のもの

である。 7は壺。口縁端部を欠いているものの、ほば全形の分かる個体である。直線的に開く日縁

部に球状の胴部を有するもので、外面にはハケメが観察できる。

|                         |                           ′/1

0             10Cm

第32図  lD区  建物跡 1(lD― Dl)出 土遺物実測図 (1)(S=1/3)

-36-



0                       10cm

(lD― Dl)出土遺物実測図 確)(S=1/3)
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第33図  lD区  建物跡 1



第34図 は弥生土器密である。複合口縁で、外反

する口縁部を持つ。端部は丸 く、外面には擬凹線

文が廻らされる。

以上の遺物は、第34図のものが弥生時代後期後

半と考えられる以外、いずれも古墳時代前期のも

のと判断される。

したがって、建物跡 1は古墳時代前期、建物跡

2は弥生時代後期後半のものと考えられる。

建物跡 3

調査区の西側に位置する。

調査区の境で検出しているため、一部が調査区の外に出ており詳細は明らかでないが、 1× 2間

ないしはそれ以上の規模と判断できる。ほぼ南北方向を向いており、建物跡 1と は主軸を若干異に

するようである。

これを構成するピットは径が50cn前後、深さ20～ 30cm前後のものであった。

これに直接伴う遺物は出土 していない。したがって時期等は明らかでない。
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第35図  lD区  建物跡 2実測図 (S=1/60)

第34図  lD区  建物跡 2(lD― Dl)下 層
出土遺物実測図 (S=1/3)

＞

―
―

―

-38-一



土器溜り2(lD― D2)

調査区中央付近で確認 した。 3層 (基本 3層)中よりの出土で、長さ約 2m、 幅約 lmにわたっ

て遺物が密集 していた。出土状況は、上下に重なり合うというような状況ではなく、面的に広がり

を持っていた。全て土師器であり須恵器は出上していない。出土遺物は第37・ 38図のとおりである。

甕や高堺、椀などが見られるが、全体的に残存状況は良くない。

第37図 1～ 6は甕の口縁部と考えられるものである。 1・ 2はやや短めの口縁部で、緩やかに外

反しながら立ち上がる。 2の外面には縦～斜め方向のハケメが観察できる。 3～ 6は 口縁端部がそ

れよりもさらに外反しながら立ち上がるものである。 7・ 9も甕と考えられるもので、外反する短

い口縁部を持つものである。 8の口縁部は外反せず、また胴部もあまり張らない器形である。10は

甕と考えられる。日縁部は短く外反する。

第38図-11～17は高雰である。11・ 12は必部のみが復元できた個体で、ともに邦部には稜が認め

られる。13は完形ではないが、邦部から脚部までがおよそ復元できるものである。メ部には稜を持

ち、脚部は下部で強めに屈曲する。14～ 17は脚部。14・ 15は脚端部近くで強く屈曲する形態のもの

である。18～21は椀で、いずれも胴部が内湾 しながら立ち上がるものである。

これらの遺物は、基本的に古墳時代中期のものと考えられる。
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土器溜り3(lD― D8)

調査区中央よりやや南西側で確認した。ほかの土器溜り同様 3層 (基本 3層)中からの出上である。

出土した遺物は第40図に掲載している。土師器・須恵器があるが、土師器はほとんどが小片の状

態であり、全形の分かるものはなかった。また、須恵器はいずれも甕片と考えられるものであった。

1は土師器甕。口縁部は緩やかに外反し、端部は外方に曲げられている。外面には縦方向のハケ

メが観察できる。 2は壺の胴部と考えられるが詳細は明らかでない。 3～ 5は須恵器甕。外面には

平行タタキが施されている。

これらの時期は、土器溜り2同様に古墳時代中期のものと考えられる。
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遺構に伴わない遺物

lD区からは弥生時代～江戸時代に至る多くの遺物が出土した。ほとんどが 2層・ 3層 (基本 2

層・基本 3層)か らの出土であり、 4層以下では確認できなかった。出土遺物のうち主なものを第

41図～第44図に掲載した。基本的には種類 。時期ごとに掲載したが、一部これと異なる部分がある。

以下、各遺物について記述する。

第41図

1～ 8は弥生土器である。 1は甕の口縁部と考えられるもので、端部には刻み目が施されている。

2～ 4は甕の頸部と考えられる破片で、頸部屈曲部には有刻突帯が貼り付けられている。 5～ 8は

甕の口縁部である。いずれも複合口縁で、口縁部は外反 しながら立ち上がる。外面には擬凹線文が

施されている。このうち、 7の肩部には波状文が、また 8の肩部には刺突文が施される。

9～■は土師器甕と考えられる個体である。いずれも複合口縁で、口縁部は外反気味に立ち上が

る。外面に擬凹線文などは観察されない。11は肩部に平行線文と波状文が廻らされている。12は半

分以上を失っているものの、日縁部から底部までほぼ復元のできる個体である。口縁端部にわずか

な平坦面を有 し、胴部は上位から中位にかけては横方向のハケメ調整が、中位から下位にかけては

縦方向のハケメ調整が観察できる。全体的に非常に薄い器壁となっている。13は壺または甕の胴部

と考えられるものである。羽状文が観察されるが、小片のため全形は明らかでない。14は甕の胴部

と考えられるもの。外面には直線文や貝殻による施文が観察でき、内面にはヘラケズリが認められ

る。15～ 17は壷または甕の底部。17は厚い器壁の個体で、胎土には石英 。長石を多く含んでいる。

厚さは1.8cmを 測る。

第42図

18～23は土師器甕である。いずれも単純口縁で器壁は薄い。18の表面は滑らかで、口縁端部は丸

く収められる。また、回縁部内面では一部に淡い赤色部分が観察できることから、本来は赤色顔料

が塗彩されていたと考えられる。19の 口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部はやや肥厚する。21は

非常に薄い器壁の個体で、回縁端部は内側にわずかに突出する。20は緩やかに外反する国縁部を持

つ個体。23の 口縁端部は内湾気味となり、その外面には沈線が施されている。

24～ 26は壺と考えられるものである。24は 口縁部の長さが6.5cmを 測るもので、端部はわずかに

平坦面となっている。器表面は風化 しており、調整等は明らかでない。25は直線的に立ち上がった

後、端部がさらに外方に反る形態のものである。器壁は薄く、外面の色調は橙色である。26は 日縁

部が直線的に開く。27は壼。複合口縁で稜は突出している。口縁端部には平坦面を有し、頸部には

有軸羽状文、肩部には波状文が描かれている。

28・ 29は甕の胴部と考えられる破片である。外面にはタタキが観察できる。30は壼の口縁部と判

断される。加飾性の強い壺の回縁部と考えられ、端部平坦面には竹管文が、また内面には2段の波

状文が施されている。31も壺の回縁部と考えられるものである。日縁部外面にはヘラ状正具による

と考えられる斜格子目状の三角文が描かれている。32は壺の頸部と考えられる個体である。断面方

形の突帯が貼り付けられている。30～32は 当地域ではあまり類例を見ない。

第43図

33～ 38は器台 (小型器台)ま たは高郭の脚部と考えられる個体で、円形の透かしを有するもので

ある。透かしは4方向に認められる。33は器台と考えられるが、受部と脚部を失っており詳細は明
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らかでない。受部中央から脚部にかけて孔が穿たれている。34は脚部のみの出土である。外面には

ヘラミガキ、内面にはハケメが観察でき、内面の一部には赤色顔料が残る。35は 国縁部を失う個体

で、受部から脚部へは孔が穿たれている。36も 脚部のみの出土で、外面 。内面ともハケメが施され

る。37は高界の脚部と考えられる個体。38は器台である。受部から脚部にかけては孔が穿たれてお

り、器表面には赤色顔料が残っている。

39～ 41は器台 (鼓形器台)と 考えられるものである。いずれも内面にヘラケズリが観察できるも

ので、脚部と判断される。

42は端部が原形を保っていると判断して、器台状の遺物と判断したが、なんらかの脚部である可

能性も十分考えられる。

43は 低脚邦、44は 台付鉢と考えられるもの。44は 口径13.8om、 底径6.4cmで、外面にはハケメが

観察できる。

45は高ヌの雰部である。必部には稜を有 し、そこから外反しながら開く形のものである。外面に

は丁寧なヘラミガキが施されている。

46～ 51は高ヌの脚部である。46・ 47は脚部上半が中実棒状となるものである。いずれも郭部・脚

端部は失っている。48は下位で外方に屈曲する形態のものである。49は径の細いものである。500

51も下位で外方に屈曲するものである。

52は壺または甕の底部と考えられるもので、焼成前に穿孔されている。53は小型の複合口縁壺で

ある。器表面の摩滅が激 しく、調整等は明らかでない。54は土錘。長さは3.8cmと 短いが、最大径

3.3cmを測る胴の太い形のものである。55は手づくね土器。内面には指頭痕が明瞭に観察できる。

第44図

56・ 57は甕。56は外反する口縁部に扁平な胴部のものである。57は 回縁部が短 く外反するもので

ある。胎土は粗く、小石を多く含んでいる。

58・ 59は鉢・椀と考えられるものである。58は体部が外方に直線気味に立ち上がり、復元した口

径が16.2cmを測るものである。59は体部が内湾しながら立ち上がり、国縁端部が外方に強く折り曲

げられる。

60・ 61は移動式竃の脚部と考えられるものであるが、風化が進んでおり詳細は明らかでない。

62は上部を失っているためはっきりとしないが、製塩土器脚部の可能性が考えられるものである。

63～ 72は須恵器である。63は堺蓋、64～66は必身である。64は 口縁端部を失っており、径は推測

による復元である。外面底部にはヘラケズリが観察できる。なお、63～ 66の ような形態のものはあ

まり出土していない。

67・ 68、 71・ 72は高台を伴う界である。胴部から口縁部にかけて失っているため全形を明らかに

しえないが、72を除き、体部が直線的に開く形態のものと考えられる。

69・ 70は甕の口縁部と判断できるものである。69は復元 した口径が18,8cmを測るもので、口縁端

部は丸く膨らむ形のものである。70は 口縁端部が面を持ち、そこに沈線が施されている。

73は石包丁である。半分以上を失っている。
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第 5節

概要

lF区の調査

lF区 は lC区の東側にある調査区である。調査前は水田として利用されており、標高は約2.2
mで あった。調査区の南側の一部は、工事及び水田耕作に伴う仮設道の設置が必要であったため、

調査を実施 していない。

lF区における土層は第46図のとおりである。基本 3層までは基本土層と大きく異ならないが、
それ以下の層では次の点で様相が異なっている。 1つ は、東側において lD区で確認 した 4層 (茶
褐色土層)に相当する層が認められ、その下に基本 4層である砂層が存在する点である。但 し、こ

の層が西側で基本 3層 と同一化 している点から判断すると、その色調から別の層位と判断した 6層

と 7層が単に土壌化の違いを反映していると考えることもできる。その場合、その下に基本 4層が

存在 している状況は矛盾がないと判断することができる。もう1つ は、基本 5層の存在が調査区の

南西側では確認できるものの、北東側ではそれが認められないことである。この状況は、 lD区の

南西側において確認されたのと同じであり、 lF区からlD区に向けて連続した状況であると判断
される。

/ ＼ ＼ /

＼
韻 /

＼

第45図  lF区  遺構配置図 (S=1/300)

プ
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以上のように層位が基本土層と異なる部分があるものの、基本的には大差のないものとして捉え

ることが可能と判断して調査を行った。なお、基本 5層 と判断された層より下からは遺構 。遺物と

も検出されなかったので、 5層上面まで-5層が確認されなかった北東側ではほぼ同じ高さまで一
調査を実施することとした。

lF区においても各層の上面で遺構の検出作業を行った。その結果、基本 3層中より土器溜りを
確認 したほか、基本 5層上面からは畦畔状遺構、溝状遺構、建物跡を検出した。遺物は全面的に出

土 したが、北東側で多く出土する傾向があった。

検出した遺構とそれに伴う遺物

土器溜 り1(lF一 D2)

調査区北東側中央付近で確認 した。表土からは60cm下、基本 3層中よりの検出で約25だの中に遺

物が密集 していた。遺物は上下に重なり合うというような状況ではなく、面的な広がりをもって出土

している。厳密にはいくつかのまとまりがあるが、調査段階では全て lF― D2出土遺物として取り
上げた。甕 。高郭などのほか手づくね土器が多くある。また、礫を伴うという特徴がある。

出土 した遺物は第48～ 53図 に掲載したとおりである。

第48図 に掲載 したものは単純口縁の壺・甕類である。内湾気味に立ち上がる4と底部のみの出土

で口縁部の明らかでない11を除き、いずれも外反 しながら立ち上がる国縁部を持つ。 103・ 6・
7は外反 しながら立ち上がり、端部がさらに反る口縁部を持つものである。このうち 3は、比較的

残りのよい個体で、外面にはハケメ、内面にはヘラケズリが顕者に観察できる。

第49図 に掲載したものは単純口縁および複合口縁の壼・甕類である。単純日縁のものは12～ 19で、

第48図のものよりは小型のものである。12は壼の回縁部と考えられるものである。直線的に立ち上

がり、回径は10.2cmを測る。19は あまり外反 しない口縁部に、肩の張らない体部のもので、ややほ

かのものと形態が異なる。

20～ 26は複合口縁のものである。20・ 26の ように稜の比較的鋭いものは少なく、21～ 25の ように

あまりはっきりとしない形態のものが多い。

第50図 に掲載したものは主に高雰のメ部である。高郭と考えられる破片は多く出土 しているが、

脚部から口縁部まで復元できるものはあまりなかった。外部には27～ 37の ように途中で段状の屈曲

部を持つものや、38～ 40の ように緩やかにつながるもの、42の ように椀状となるものなど、いくつ

かの形態が認められるが、段状の屈曲部を持つものが多数を占める。このうち40は 日縁部から脚部

にかけてがほぼ明らかになるもので、復元 した口径が19,2cm、 高さ12.4～ 12.8cmを測るものである。

第51図 には高堺の脚部、低脚郭、鉢などを掲載 した。43～ 55は高郭の脚部である。そのほとんど

が脚端部近 くで強く屈曲するものである。43に は円形透かしが施されている。56は低脚雰の脚部と

考えられるものである。なお、低脚界は土器溜り2か らはほとんど出土 していない。57は鉢と考え

られるもので、底部は穿孔されている。58も鉢と考えられるものだが、平底で口縁部が開くこのよ

うな形態のものはほかには出土 していない。59は椀と考えられるものである。

第52図 に掲載したものは壺 (小型丸底壼)や手づくね土器である。この上器溜りでこれらの小型
の土器が占める割合は高い。手づくね土器の中には80・ 81085・ 86の ようにお猪口状のものや、87・

88の ように複合口縁壺を模したものも見られ、さまざまな形態のものが出土 している。
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第53図  lF区 上器溜り1(lF― D2)出 土遺物実測図 (6)(S〓 1/4)

第53図 に掲載したものは土師器大型壺の胴部と考えられるものである。約60個の破片となって出

土 しているが、日縁部や底部に相当するものは確認できなかった。肩の張る形態と考えられ、復元

した最大径が、約53.6cmを測る。外面にはハケメが施されている。

これらは、古墳時代前期のものが一部認められるが、ほとんどが中期と考えられるものである。

土器溜り2(lF― D3)

調査区の東側壁付近で確認 した。土器溜り1か らは約 4mの位置にある。表土よりは約60cm下、

土器溜 り1と 同様基本 3層中より検出した。長さ約 4m、 幅は現状で約1.5mほ どの間に遺物が密

集 している状態であるが、壁面までの検出にとどまっているため全容は明らかでない。出土状況か

らは東側に向かってさらに広がることは確実と判断される。

出土 した遺物は第55図～第60図に掲載 している。土師器のほか須恵器がわずかながら出土してい

る。この上器溜りにおいても礫を伴うという特徴が認められた。

第55図 に掲載したのは壺・甕類である。直線的に伸びる5・ 6、 内湾 しながら立ち上がる国縁部

を持つ 7を除いて、いずれも外反しながら立ち上がる口縁部のものである。 1・ 204は さらにそ

の端部が反る形態のものである。なお、 2と 3は調整・色調・胎土などが似通っており、同一個体

と考えられる。

第56図 に掲載したのは中～大型の壺である。11・ 12と も完形ではないが、口縁部から底部までの

形状の判明する個体である。11は複合口縁のもので、回縁部は直線的に外方へ立ち上がり、端部は

6 mll程度の平坦面を有している。外面には縦方向・横方向のハケメが観察できる。内面中位までは

横方向のヘラケズリがされ、中位から下位にかけては縦方向のヘラケズリがされている。12も 複合

口縁のもので、復元した口径が18.4cm、 器高36.9cmを 測る。外面の稜は退化気味であり、内面ほど

はっきりとしない。調整等は風化が進んでおりはっきりとしないが、頸部内面には指頭痕が確認で

きる。
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¥

0                      10cm

出上遺物実測図 (1)(S=1/3)



第56図  lF区  上器溜り2(lF― D3)出 土遺物実測図 (2)(S=1/4)
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第57図 も壺である。大型の複合口縁壼で、口径27.Ocm、 推定高63.5cmを測るものである。日縁部

の稜は下方に突出し、そこから外方に直線的に立ち上がる。ただ、日縁部は外側に向かって膨らみ

をもっているため、外側から見ると湾曲しているように見える。底部は平底となっている。体部外

面 。内面とも風化が進んで調整ははっきりとしないが、下半ではハケメが認められる。また体部下

部では粘土紐の接合痕が顕著に認められる。

第58図は高界である。土器溜り2出土のものは、郭部から脚部までの復元の出来るものがいくつか

ある。基本的には土器溜り1の ものと同様の形態で、堺部には途中で段状の屈曲部を持つものや、緩

やかにつながるもの、椀状になるものなどの形態が認められるが、段状の屈曲部を持つものが多い。

第57図  lF区  土器溜り2(lF― D3)出 土遺物実測図 僧)(S=1/4J

0                 10cm
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第58図  lF区 土器溜り2(lF― D3)出土遺物実測図
“

)(S=1/3)
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第60図  lF区 上器溜り2(lF― D3)出土遺物実測図 (6)(S=1/3)

第59図 は高郭の脚部・小型の壺・甕などを掲載している。26～ 33は高界の脚部で、そのほとんど

が脚端部近くで強く屈曲するものである。34～ 42は小型の壺 。甕類である。いずれも外面にはハケ

メが観察される。38は、内面にヘラケズリではなく指頭痕が残っており、手づくね成形の可能性も

高い。

第60図 は手づくね土器・須恵器などを掲載している。50・ 51は須恵器である。甕片と考えられる

もので、外面は平行タタキが観察できるが、内面は丁寧にすり消されている。

これらの時期についても、基本的には古墳時代中期のものと考えられる。

土器溜り3(lF― D4)

調査区の東側、土器溜り2か らは約 5mの位置にある。表土よりは約60cm下、ほかのものと同様

基本 3層中よりの出上である。土器溜り1・ 2の ように面的に広くはないが、一定のまとまりをもっ

て出土 している。

出土した遺物は第62図 に掲載した。

1は壼の回縁部である。複合口縁で外方に直線的に立ち上がり、復元 した日径が22.Ocmを測るも

のである。 2は甕である。外反する国縁部を持つ。 3・ 4は 口縁部を失っているものの、小型の壺

と考えられる。外面にはハケメ、内面にはヘラケズリが施されている。 5も壺と考えられるもので

ある。口縁部は短く直回状である。 6～ 8は椀と考えられるものである。日径は6が 15.6cm、 7が

13.8cmを 測る。 9は手づくね土器である。お猪日のような形態をしている。10は高界の脚部である。

脚端部近くで強く屈曲する。11は須恵器で、甕の肩部と考えられるものである。
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第61図  lF区  上器溜り3(lF― D4)遺 物出上状況図 (S=1/20)

土器溜り3(lF― D4)出 土遺物実測図 (S=1/3)
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建物跡1(lF― SBl)

調査区の中央付近に位置する。

規模は1間×2間と大きくはない。主軸はN-7ぽ―Wである.。

結果として基本 5膚 (但 しこれが確認されたところは、前述のとおり明確な基本 5層は認められ

なかったところであり、厳密にいえば同レベルのところである)の上面で確認してと―ヽるが、ピット

内の埋土は基本3層に出来するものであり、その段階のものと考えられる。

これ1こ伴う遺物は出上していない。

畦畔状遺構

調査区の南側に位置する。畦畔状の高まりは幅約70clll、 高さ約2eCIlを測るもので、東西方向に延

びてモーヽる.。 この畦畔状の高まりについてはこれ以外の情報がないため、その性格や時期については

明らかでない。ただし、 lB・ lC区において検出した水田跡とほぼ―同じ方向に伸びていることな|
どからする.と 、それらに伴うものである可能性が考え―られる。

篇状遺構

調査区の南側に位置し、東西方向に伸びるものである.。 畦畔状遺構とほぼ平行な位置関係にある

が、1東狼よでは大きく曲がりそれを切っている。

幅は約50cmと それは|ど広くなく、深さも40clll程度と浅いものである。

遺物は出土しておらず、時期については明らかにできなかっ.た。

W00・ ,=¬

③

貶
④―

L=1.30m

け              2m

第03図  lF区 建物跡」 (lF― SBl)実 測図 (S=1/60)
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土層観察面 2

淡黒色土

黒色土

第64図  lF区 畦畔状遺構・溝状遺構 (lF― SDl)実 測図 (S=1/100)

土層観察面 2↑

一-70-―



遺構に伴わない遺物

lF区からは弥生時代～江戸時代に至る多 くの遺物が出土した。ほかの調査区と同様にほとんど

が基本 2・ 3層中からの出上であり、基本 4層以下では出土 していない。

出土遺物のうち主なものを第65～73図に掲載した。基本的に種類 。時期ごとにまとめているが、

一部これと異なる部分がある。以下、各遺物について記述する。

第65図

1・ 204・ 5は弥生土器甕の頸部と考えられるもので、刻み目のある突帯を有 している。 3・

6は甕の口縁部と考えられるもので、端部は肥厚し平坦面を有する。風化が進行しており調整等はっ

きりしないが、 3は外面に刺突文が施されているのが観察できる。 7は器台型土器 (鼓形器台)の

脚部と判断できるもので、外面には擬凹線文が施されている。

8～ 14は土師器甕と考えられるものである。いずれも複合口縁のもので、口縁部は外方に立ち上

がる。日縁端部は丸味を帯びるもの (8・ 9・ 11)や平坦面を有するもの (12～ 14)がある。14は

底部を失っているが、ほぼ形の復元できるものである。口径は20.8cmを測り、外面肩部には刺突文

が施されている。

第66図

15・ 16017は土師器甕と考えられるものである。17は 口縁部が垂直気味に立ち上がり、端部はわ

ずかに外反する。復元した口径が■.4omを 測るもので、外面肩部には波状文が施されている。18は

壺で大きく外反する日縁部を持つ。

第67図

19～ 21は土師器の中～大型の壺と判断されるものである。19はやや外方に、20は 内傾気味に、21

は垂直に立ち上がる口縁部を持つ。21は接点が見つからなかったものの、底部も出土 しており、ほ

ぼ全容の分かるものである。復元 した日径が27.4omを測るもので、推定される高さは47～48cmで あ

る。口縁端部は幅 8 mmほ どの平坦面を有 している。頸部には有軸羽状文が施されており、その下に

もう1条の沈線が廻らされている。胴部外面は上位で横方向のハケメ、中位以下で縦方向のハケメ

が観察できる。底部は平底となっている。

第68図

22～35は土師器壺・甕と考えられるもので、いずれも単純口縁のものである。22は 国縁部がやや

強 く外反するものである。23・ 24・ 25は 口縁端部が内側にわずかに摘まれて段状になる。26は 口縁

部を失っているが、22～ 25な どと類似する形態のものと考えられる。外面には刺突文が施されてい

る。28・ 30も 口縁部がやや強めに外反する形態のものである。これらの器壁はいずれも薄いつくり

となっている。27・ 29。 31～ 35は緩やかに外反する口縁部を持つもので、やや器壁も厚 くなってい

る。外面には縦方向のハケメ、内面にはヘラケズリが施される。34は やや長めの回縁部を持つ。

第69図

第69図に掲載したものは土師器甕と考えられるもので、いずれも単純口縁のものである。器壁は

やや厚めとなっている。36・ 37・ 39は 内湾気味の口縁部を持つ個体で、37は端部に平坦面を有 して

いる。38・ 40は外反しながら立ち上がる口縁部を持つ個体である。40は復元 した回径が17.2cm、 推

定される高さ35。 7cmの ものである。外面には縦方向のハケメ、内面にはヘラケズリが施される。
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第70図

41～ 46は高界の必部である。41～ 43・ 45は必部に段を持つもので直線的に開く形態をしている。

44・ 46は堺部に明瞭な段が確認できないものである。46の 国縁部は外反 しながら開く形態である。

47は ほぼ全形の分かるものである。必部は外面に段を持ち、内面は椀状に凹んでいる。脚部は端部

近くで強く屈曲している。48～50は高雰の脚部であり、いずれも端部が強く屈曲する形態のもので

ある。51。 52は台付の鉢と考えられるもので、日縁端部を失っている。53は低脚雰の脚部と考えら

れるもので、上部を失っている。54は器台型土器 (鼓形器台)である。受部と判断したが、脚部の

可能性も残るものである。

第71図

55・ 56は器台型土器 (鼓形器台)で ある。56は ほぼ全形の分かるもので、口径17.Ocm、 脚部径

16.4cm、 器高11.2omを測る。筒部は約1.6cmと なっている。57も器台型土器 (小型器台)と考えられ

るものである。58は高郭の脚部である可能性が高いもの。57・ 58と もに円形透かしを有するもので

ある。59は壺の頸部と考えられるが明らかでない。60は小型壺と考えられるもの。口径7.Ocm、 器

高9.Ocmを測る。61・ 62は 壺の回縁部と考えられるが、それ以下を失っている。63～ 65は鉢と考え

られる。このうち63は 口径9,Ocm、 器高8.9cmを測るもので、外面・内面ともハケメが観察できる。

66・ 67・ 69は椀と考えられるものである。66・ 67は 内湾しながら立ち上がる。67は端部がさらに内

側に曲がるものである。68・ 71は壼・甕または鉢などの底部と判断できるもので、底部中央が穿孔

されているものである。70。 73・ 74も 壺・甕の底部と考えられ、平底または円盤状のものを貼り付

けて平底状としているものである。72は甑と考えられるものだが、小片のため不明な部分も多い。

頂部には 3箇所の孔が確認できる。

第72図

75は大型の壼の回縁部と考えられるものである。複合口縁で複合部分が水平方向に大きく突出す

るものである。口縁部はわずかに外反しながら立ち上がり、端部は平坦面となっている。複合部か

ら口縁端部までの外面にはヘラ状工具によると考えられる斜格子状の文様が描かれている。76も 大

型の壺で、日径16.Ocm、 推定される器高は29.Ocmを測るものである。胴部の一部を失っているが、

比較的残りは良い。日縁部は内傾気味に立ち上がり、頸部には突帯が廻らされている。外面にはハ

ケメが観察できる。

第73図

77～91は須恵器である。77は壺と考えられるものである。口縁部は内湾気味に立ち上がるもので、

外面には 2条の突帯が廻 らされている。突帯は上側のものが鋭 く、下側のものが丸みを帯びる。上

下の突帯の間には波状文が施されている。78は腿と考えられるが小片のためはっきりとしない。外

面には確認できるもので 4段の波状文が施されている。79は鉢と考えたが不明。把手の痕跡が残っ

ており、本来は把手が付 くものである。一部を失っているがほぼ完形に復元できる個体で、口径7.8

cm、 器高7.7cmを測る。体部は沈線及び突帯で 3段に区画され、中央区画には波状文が施されてい

る。80は高邦と考えられるものである。外面には2条の突帯が廻 らされ、その下には波状文が施さ

れる。器壁は薄い。81は郭蓋である。復元 した口径は10.8cnlと なっているが、小片であり不確定な

数値である。□縁端部をわずかに反らせ不明瞭ながらも沈線が入れられる。82～ 84は堺である。82

は復元した国径が11.8cmを測るものである。口縁部が直線気味に立ち上がり、その端部は平坦面と
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なっている。体部外面にはヘラケズリが施されている。83は 口縁部がやや内傾気味に立ち上がる。

復元した口径は10.4clllと なるが、小片であり不確定な数値である。□縁端部には段を有する。84は

内傾気味に立ち上がる口縁部を有する個体で、口縁端部は薄く丸い。外面にはヘラケズリが観察で

きる。85は蓋である。天丼部分はほとんど残っていないが、輪状のつまみを有するものと考えられ

る。86は高邦の脚部と考えられるもの。その形状から4方向に透かしのある個体と考えられる。87

～90は甕の胴部と考えられるものである。87は外面にタタキ痕がわずかに認められるが、基本的に

丁寧にナデ消されている。器壁は薄い。88はやや厚手の器壁のもので、外面には平行タタキ、内面に

は当て具痕が観察できる。89はやや薄手の器壁のもので、外面には格子目状のタタキが認められ、内

面には丁寧なナデが施されている。90もやや薄手の器壁を持つものである。外面にははっきりとした

平行タタキが認められ、内面には丁寧なナデが施される。91も 甕である。日縁端部はやや肥厚する。

0                       10cm

出土遺物実測図 (2)(S〓 1/3)
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第66図  lF区



第67図  lF区 出土遺物実別図 ●)(S=1/3)
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lF区 出土遺物実測図 脩)(S=1/3)
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第71図  lF区
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第72図  lF区  出上遺物実測図 18)(S=1/0
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第73図  lF区  出土遺物実測図 (9)須恵器 (S=1/3)
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第 6節  1区 出土の中世遺物
1区の調査では、主に2層を中心に中世のものと考えられる遺物が出土した。土師器・磁器・陶

器などがあるがほとんどが小片で、全容の把握できる個体は少ない。

主な傾向は次のとおり。

土師器は、体部が内湾気味に立ち上がるものがほとんどと考えられる。椀と考えられるものが一部

に認められるが、堺が多数を占める。皿も存在すると考えられるが、河ヽ片のため把握できなかった。

磁器は白磁・青磁とも中世前半と考えられるものがほとんどで、後半のものは少ない。陶器は備

前以外、産地の明らかでないものが多い。
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第74図  1区出土 土師器・磁器実測図 (S=1/3)
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第74図 に掲載したのは土師器 。磁器
`陶
器である。 1・ 3は土師器・椀と考えられるものである。

1は高台を伴い、底径が7.Ocmの ものである。 4～ 10は土師器・界である。10を除き体部～口縁部

を失っているが、10と 同様に内湾 しながら立ち上がる形態のものと考えられる。いずれも器表面は

風化が進んでおりはっきりとしないが、 9。 10で は底部に糸切り痕が確認できる。■～14は 白磁で

ある。■は椀と考えられるものである。体部外面の下部は露体である。12は椀の底部である。外面

~¬
___」野・

0             1ocm

第75図  1区出土 陶器・瓦質土器実測図 (S=1/3)
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は施釉されていない。13も椀。内面見込みの釉は環状にかきとられている。

15～17は青磁である。15。 16は皿で、内面見込みには櫛描きの文様が施される。17は椀。外面に

は鏑蓮弁文が施される。18は陶器・皿である。朝鮮半島産と考えられる。

第75図に掲載したのは陶器・瓦質土器である。全形の分かるものはなく、以下の記述は多くの推

測を含む。産地等もはっきりと分からないものが多い。19は壺などの口縁部にあたると考えられる

もので、玉縁状に膨らむ。21は壺の底部。22は甕等の胴部になると考えられる。23は鉢と考えられ

るものである。24・ 25は播鉢で備前である。26は甕類の胴部と判断されるが、詳細は不明。27～29

は鉢類の底部と考えられる。30031は瓦質土器で、30は鉢、31は足鍋の脚部である。
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第 6章 2区の調査

第 1節 2A区の調査
概要

2A区は市道を挟んで lA区の反対側に設定した調査区で、旧来の地名浜寄側になる。調査前は

1区とは対照的に宅地や畑地として利用されていた。

2A区における土層は第77図のとおりである。 1層が基本 1層、 2層が基本 2層、 3層が基本 3層、

4～ 6層が基本 4層に相当すると考えられ、 2区における基本的な層序と異ならない。

／

＼

プ

境
＼
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第76図  2A区 遺構配置図
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調査では2層～ 6層までを層ごとに

掘り下げたが、これ以下の層について

は、 lA区 と同様に2A区の調査段階

で遺構・遺物とも存在 しないと判断し

たため調査を行っていない。しかし、

実際には 2C区などで明らかになって

いるように、それ以下の層でも遺物を

包含 していると考えられる。

遺構の検出は基本 2～ 3層上面及び

最終検出面で行い、その結果、最終検

出面から建物跡 1棟 と多数のピットを

確認 した。 ピットは北西側で多く検出

されており、南東側に進むにつれてほ

とんど確認されなくなった。遺物は各

層から出上 しているが、ピットの検出

された北西側で多く認められた。

検出した遺構とそれに伴う遺物

建物跡 1(2A― SBl)

調査区の北西側、ピットが集中する

付近に位置している。

建物は、北側の柱穴が確認されてい

ないものの、規模が 2間 (3.8m)×

3間 (4.8m)を測るものと考えられ

る。主軸はN-40°―Wに とる。 これ

を構成するピットの大きさは径約50cm

を測るが、深さは約20omと 浅いもので

あった。

結果的に最終検出面の上面で確認し

たが、これらのピットの埋土は、それ

よりも上層 (第77図 4層―基本 4層の

上面にあたる)に 由来するものである

ことから、上面から掘り込まれている

ものと判断できる。全体的にピットの

深さが浅ヽヽことと、】ヒ狽1で ピットが確

認されなかったのはそのためであると

考えられる。
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これに伴う遺物としては、ピット上面より出土した

須恵器 1点があげられる。須恵器は高台を伴う郭と考

えられるものであるが、底部以外は失っており、詳細

は明らかでない。底径は8.2cmを 測る。

遺構に伴わない遺物

2A区からは弥生時代～江戸時代に至る多くの遺物が出土した。これらの遺物は基本 4層からの

出土がほとんどである。出土遺物のうち主なものを第80図～第86図に掲載した。基本的には時期ご

と、種類ごとに掲載したが、一部これと異なる部分がある。
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第79図  2A区  建物跡 1(2A― SBl)実 測図 (S=1/60)

手

0        5cm

第78図 2A区 建物跡 1(2A‐SBl)
出土遺物実測図 (S=1/3)
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第80図

1～ 6は弥生土器の壺または甕の一部と判断されるものであるが、小片であり詳細は明らかでな

い。 1～ 3は平行線文や無軸羽状文が施されている。 495は どちらも文様は認められないが、と

もに 1条の沈線を有 している。 6は櫛状工具によると考えられる波状文及び直線文が施されている。

7は弥生土器・甕と考えられるものである。口縁端部を失うが、短 く外反する器形になると考えら

れる。外面には 7条の直線文と円形刺突文が施される。 8～11は弥生土器・壷または甕の底部と考

えられるものである。 9はやや上げ底状となっている。12～ 19は弥生土器 。壼と考えられるもので

ある。12は 口縁部が緩やかに外反するもので、端部中央には沈線が廻らされ、その上段には刻み目

が施されている。13は 口縁部のみの出土であるが、大きく外反する形態と考えられる。日縁端部は

肥厚して平坦面となっており、そこに無軸羽状文状の刻み目が施されている。また端部内面には竹

管文が施される。14の 日縁端部はやや肥厚し、頸部には有刻突帯が廻らされている。15は外方に開

く口縁部を持つもので、端部には斜格子文が施され、頸部外面にはヘラ状工具によると考えられる

沈線が廻らされている。16は 口縁端部が上方にわずかに引き伸ばされ、つくりだされた面に斜格子

状の文様が描かれている。17は 口縁部が大きく開きながら立ち上がり、端部が外方に折り曲げられ

るものである。端部は平坦面を有し、そこに無軸羽状文状の刻み目が施されている。また端部平坦

面の一部では沈線が施されているのが観察できる。18は弥生土器 。壺の頸部と考えられるものであ

る。突帯状の凸部が 2帯あり、そこに刻み目が施されている。19は弥生土器・壷の口縁部と考えら

れるものである。端部外面及び内面には波状文が施されている。

なお、これらはいずれも器表面が摩滅 しており、洪水等何らかの水の影響を受けていると考えら

れるものである。

第81図

20～ 22は弥生土器・甕と考えられるものである。20は頸部屈曲部に有刻突帯が廻らされている。

21は復元 した回径が17.4cmを測るもので、端部はやや月巴厚する。22は 口縁部が強めに屈曲するもの

で、端部にはわずかながら平坦面を有し、そこに刻み目が入れられている。23・ 24は土師器・甕と

考えられるもので、どちらも複合口縁のものである。23は直線的に開く口縁部を持つもので、端部

は丸い。24も 直線的に開く口縁部を持つが、端部は平坦面となり複合部の稜も外方に鋭 く突出して

いる。25は土師器・壺と考えられるものである。複合口縁のものであるが、退化傾向を示す。26・

27は土師器・甕と考えられるものである。どちらも器壁は薄く、強めに外反する日縁部を持つ。28

は土師器 。壺の口縁部と考えられるもので、日縁部は外反 しながら立ち上がる。29～ 32は土師器 。

甕と考えられるものである。29の 口縁部は直立気味に立ち上がり、端部が外方に折り曲げられる。

30032の 回縁部は外反 しながら立ち上がる。31は 直線的に開く形態のものである。

第32図

33～44ま でいずれも土師器・甕と判断して掲載したが、河ヽ片であるため全形の分かるものがなく、

口径・傾き等権測を多 く含んでいる。33～ 35は短めの回縁部のもので、器壁はやや厚めである。35

は外面に縦方向のハケメが観察できる。

39～ 43は 口縁部が水平方向に曲げられている。44は復元 した口径が37.6cmを測る比較的大きなも

のである。
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第83図

45～47は ほぼ全形の分かる個体で、壺・甕類である。45は非常につくりの粗いもので、全体が歪

んでいる。46は 口縁端部を失っているが、ほぼ完形に近いものである。外面には不定方向にハケメ

が観察できる。47は 口径14.2cm、 器高22.lcmを測るもので、外反 しながら立ちあがる口縁部に球状

の胴部を持つものである。48・ 49は小型品である。50～ 56は土師器 。高郭である。50は必部に段状

の屈曲部を有 し、口縁部は外反 しながら立ちあがる。51は椀状の郭部のものである。内面にはハケ

メが観察できる。52は ほぼ全形のわかるものである。国径15.5cmを測るが、器高は低い。脚端部は

強く屈曲する。53～ 56は高界の脚部。

第34図

57は須恵器郭である。日縁端部と底部を失っている。58は郭蓋である。復元 した口径が13.Ocmを

測る。57・ 58の形態の雰 。蓋類はほとんど確認されていない。59～ 65は高台を持つ郭である。口縁

部を失い形態のはっきりしないものを除けば、基本的に直線的に立ち上がる体部を持つものである。

64・ 65はやや高い高台である。66～71、 75～ 77は蓋である。66は ボタン状のつまみを有するもので

ある。この形態のものはあまり出土 していない。68～ 71は輪状のつまみを有するものである。日径

15cm前後のものが多いが、69の ように器高が低くやや大きなものも見られる。出土した蓋の多くは

この形態のものである。75～ 77は かえりをもつ蓋である。いずれもつまみの部分は失っており、そ

の形状は明らかでない。72～ 74は高台を伴わない邦と判断したものである。78は高郭の雰部の可能

性が高いもの。79は郭の口縁部と判断できるものである。国縁部のみの出上であり推測の域を出な

いが、体部が途中で屈曲し、端部が折り曲げられる形態のものと考えられる。80・ 81は壺の底部と

考えられるものである。81は胴部に沈線がある。82は郭としているが、壺の底部になる可能性も高

い。88は高界である。口径10.6cm、 底径6.6om、 器高6.4cmを測るもので、脚端部は下方に折り曲げ

られる。84も高郭の脚部である。

第85図

85・ 86は壺 (長頸)の胴部と考えられるものであるが、日縁部・底部とも失っており、詳細は明

らかでない。87も壼と考えられるものである。底部を失っており器高等は明らかでないが、復元 し

た口径は9.8cmを測る。88～90は鉢または椀と考えられるものである。いずれも内湾 しながら立ち

上がる。88は 口縁端部が平坦になるもので、復元した口径が10.5cmを測る。90は底部を失っている

ものの、器高が9.5cmの ものと考えられる。92～ 94は甕の一部と考えられるものである。93は外面

に沈線及び櫛描波状文が施されている。95は臨等の胴部と考えられるが、詳細は不明である。96は

壺の肩部と考えられるが、多くを失っており詳細は不明。97は甕である。全体的に焼成が悪く、白っ

ぽい色をしている。

第86図

98は器台型土器 (小型器台)である。脚部には円形透かしがある。99は 台付鉢の脚部と考えられ

る。100は手づくね土器。101は移動式竃の脚部と考えられるが、多 くを失っている。102は土師器

界で、内面には暗文が施されている。103は紡錘車で、石製のものである。
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第 2節

概要

2C区の調査

2C区は、先に報告 した 2A区の南側に隣接する調査区である。この調査区には市道や民家が隣

接 しており、安全上及び生活環境上の観点から該当箇所のすべてを調査することはできなかった。

したがって調査を実施 したのは以下に示 したわずかな範囲にとどまるが、基本的な層位とそれに伴

う遺物を確認できている。

検出遺構とそれに伴う遺物

顕者な遺構は検出されなかったが、基本 7層は北西側にむけて傾斜 している様子が窺えた。先に

報告 したとおり、隣接する2A区の調査においては、この調査区で実施 した層までは調査を行って

いないため続きは明らかでないものの、傾斜が続いていく可能性が高い。それより上の層について

は何も検出していないが、 2A区の調査では2C区側になるにつれて遺構が確認されなくなる状況
が認められており、あまり遺構の存在 しない場所であったと判断できる。

遺構に伴わない遺物

2C区からの出土遺物は第88図に掲載 した。多くは2～ 4層 (基本 2～ 4層)か らの出上で、数

点ほど5層からの出土があった。 2～ 4層出土のものは弥生土器・土師器 。須恵器とさまざまなも

のがあるが、 5層出土のものは弥生土器のみである。

た

1‐1.砂
1‐2.黒色土
2,茶 色土……
3.茶 色土
4.砂

基本 1層

基本 2・ 3層

基本 4層

ど & 淡黒色土
…… 基本 5層

2

3

第87図  2C区  実測図 (S=1/100)
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1～ 3は須恵器の蓋である。 1はボタン状のつまみを有するもので、表面には自然釉がかかる。

・ 3は輪状のつまみを有するものである。いずれも端部は失っている。

___∫
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′                           ヽ
ヽ

第88図  2C区  出土遺物実測図 (S=1/3)
0             10Cm
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4・ 5は須恵器郭で、両個体とも高台を有する。 4は体部がゆるやかに湾曲する形態のもの、 5

は体部途中で一度屈曲する形態のものである。

6・ 7は土師器甕。単純口縁のもので、 7は日縁端部が外方にわずかに屈曲させられている。外

面にはハケメが観察できる。 8は高郭の郭部と考えられるもので、直線的に開いている。

9～11は弥生土器である。いずれも器表面は摩滅しており滑らかとなっている。 9は壺の日縁部

と考えられる破片である。厚めの器壁で、回縁端部外面には1条の沈線と刻み目が、また内面には

山形文が施されている。10も 壼と考えられるものである。頸部の破片と考えられ、 4段の突帯が認

められる。上二段の突帯にはやや大きめの刻み日 (圧痕)が、また下三段には小さな刻み目が密に

施されている。11は壺または甕の底部である。平底のもので、厚さは約 2cmを測る。

12・ 13に掲載したものは5層出土の弥生土器である。 5層出上の弥生土器と比べて器表面はざら

ざらとしており、水による作用を受けたとは考えにくいもので、本来の位置を保った個体と判断で

きる。

12は甕である。やや拡張した口縁端部に2条の凹線文を入れている。13は壷または甕の底部であ

る。わずかに上げ底状で、厚さ2.8cmを測る。
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第 3節

概要

2F区の調査

2F区は今回の調査において設定した調査区のうち、最も西側にある調査区である。調査前は、

畑として利用されていた。調査では、砂丘の南縁に位置するという立地条件のため壁面の崩壊等が

十分想定されたことから、調査区境からかなりの控地をとった上で掘削を行った。 したがって最終

調査面の面積は実際の調査範囲よりもかなり小さくなっている。

2F区における土層は第90図 のとおりである。先に述べたように上層には砂丘に由来すると判断

できる砂がかなり堆積 しており、この点が 2区における基本土層と異なっている。しかし、これを

除けば基本 2層以下は同じと判断できるものである。

調査では基本 5層 と判断できた 7層 (黒色土層)ま で掘り下げた。これより以下は砂が堆積 して

いる状況が窺えたが、平成16年度に調査を実施した 2D区 (別途報告)の状況およびボーリング調

査のデータから遺物を含まないと判断したため、調査を実施 していない。

その結果、 7層 (基本 5層)に おいて建物跡・土器溜り等を確認 した。遺物はほとんどの層から

の出土が見られた。

X=… 146290

第89図  2F区  遺構配置図 (5層)(S=1/150)
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検出した遺構とそれに伴う遺物

建物跡 (2F― SBl)

調査区のほぼ中央付近に位置している。

建物は1間×2間と非常に小さなものであ

る。主車由はN-24°一Wである。

結果として 5層の上面で検出しているが、

ピット内の埋上の状況等からは基本 4層の段

階のものと考えられ、その面から掘り込まれ

ていると判断できる。

これを構成する柱穴は径が50om前後のもの

と30cm前後のものとの大小 2傾向のものが

認められるが、小規模のものは、上面が確認

できなかったためその規模になっているだけ

で、本来は同程度のものであろう。

これに伴う遺物は出土 していない。

土器溜り1(2F― Dl)

調査区の中央付近で確認した。 6層 (基本

5層)中よりの出上である。比較的まとまり

をもって出上 したことから、土器溜りとして

一括 して取 り上げることとした。

出土 した遺物は第98図 1～ 5の とおりで、

全て土師器である。 1は高外の雰部である。

直線気味に立ち上がるもので、外面に段は認

められない。 2は器台型土器と考えられるも

のである。受部から脚部にかけては穿孔され

ている。 3は台付の鉢と考えられるもの。全

体的に整った形状をしておらず、粗雑な観の

ある個体である。外面にはハケメが観察でき

る。 4は鉢と考えられるものである。外面は

底部を除いて全面にハケメが施されている。

5は壺である。口縁部は外反気味に立ち上が

り、口径は14.4cmを測る。胴部は中位で最大

径になると考えられる。底部は失っている。

これらの上器は、古墳時代前期のものと考

えられる。
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建物跡 1(2F― SBl)実 測図 (S〓 1/60)

土器溜り2(2F― D2)

土器溜り1よ りやや東側で確認 したもので、それと同様 7層中において検出している。長さ1.5

mにわたって遺物がまとまって出土 しており、それを一応のまとまりとして取り上げているが、土

器溜り1と は距離的にも近 く、両者を同じものとして扱うことも可能であろう。

出土 した遺物は第93・ 94図に掲載 したとおりである。

第93図 6・ 7は壼 (小型丸底壺)である。 6は ほぼ完形のもので、日径■.Ocm、 器高8.2cmを測

る。日縁部は短く、直線的に開くもので、端部は丸い。 7は口縁部を一部失っている。復元した口

径は10.8cIIl、 器高8.6cmの ものである。外面には横方向のハケメが観察できる。 8も壺である。完

形のもので、日径8.8cm、 器高9.9cmを測る。外面は一部にヘラミガキ、ハケメが観察できる。 9は

鉢と考えられる。口縁部及び胴部の一部を失っているが、復元の可能なものである。復元した日径

が10.4cm、 器高7.4cmを測るもので、日縁部は大きく開く。10は壼である。 これも口縁部から胴部

の一部を失っているが、完形に近いものである。短い口縁部を伴う形態のもので、口径7.4cm、 器

高7.3cmを測る。11は器台型土器である。鼓形のもので、受部の半分近 くを失っているが、ほぼ形

の分かるものである。復元 した口径は17.5om、 脚部径は16.2cmを測るもので、筒部は約1.5cmと 短 く

なっている。12も器台型土器と考えられるものである。13は甕。緩やかに外反する日縁部を持つ。

14は低脚堺である。完形に復元できるもので、口径13.2cmを測る。ほかのものに比べ胎土に多くの

砂粒を含む。15は高郭である。必部は浅い椀状で内湾した後直線的に立ち上がり、端部は緩やかに

外反する。日径は18,Oclllを 測る。16は壷である。胴部に尉 して大きく開く口縁部を持つもので、そ

の長さも6.5cmと 長い。全体的に縦長な印象を与えるものである。外面にはハケメが観察できる。

第94図17～22は単純口縁の甕である。17は接点が見つからなかったが、口縁部と胴部下半が出土

している。日径11.8cmを測り、外方に直線的に立ち上がる。胴部は残っている部分の形状から判断

して、球状になるものと考えられる。18は外方に伸びる口縁部に、球状の胴部を持つものである。
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器壁の薄いもので、胎土には多 くの砂粒を含む。19は約 4割の残存であるが、口縁部から底部ま

でほぼ形状の復元できるものである。日縁部は外方に直線的に立ち上がる。胴部は球状で中位より

やや上が最大径となる。20は外反気味の回縁部と球状の胴部を持つものである。器壁は3 mm前後と

非常に薄いつくりとなっている。21は外方に直線的に立ち上がる日縁部と、やや長胴の胴部を持つ

ものである。22も 21と 同様の形態である。

これらはいずれも古墳時代前期と考えられるものである。

遺構に伴わない遺物

2F区からはほぼ各層にわたって遺物が出土した。出土 した遺物は第95～96図のとおりで、基本

土層ごとに掲載 している。なお、基本 1層出上の遺物については近世の磁器・ 陶器があるが掲載は

土器溜 り 1(2F― Dl)

一　
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第92図  2F区  土器溜り 遺物出土状況図 (S=1/20)
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9              10'm

土器溜り (2F― Dl, 2F― D2)出 土遺物実測図 (S=1/3)
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0                         10cm

2F区 土器溜り (2F― D2)出 土遺物実測図 (S=1/3)

―-105-―



していない。

第95図

第95図 1～ 5は 2層及び 3層 (基本 2・ 3層)出土遺物である。 1・ 2は土錘である。 1は長さ

5.2cm・ 幅1.2cmを 測るものである。この形態の土錘は、基本的に 2・ 3層からの出土が多い傾向に

ある。 3は須恵器・蓋である。復元 した口径が15 0cmを測るもので、輪状つまみを有するものであ

る。 4は高台を伴う界である。 5は蓋と考えられるものである。端部は平坦状となる。

6～21は 4層～ 6層 (基本 4層)か らの出土遺物である。 6は弥生土器・甕である。小片のため

推測を含むが、口縁部は外反気味に立ち上がり、端部は丸みを持つものである。外面には擬凹線文

が施されている。 7は土師器・甕と考えられるもので、複合口縁である。口縁端部は丸 く、稜は突

出する。 8は弥生土器壺または甕の底部と考えられるもの。 9は壺型の手づくね土器である。10は

甕の胴部と考えられる破片で、外面に竹管文状の文様が施される。11は小片のためはっきりとしな

いが低脚ヌと考えられる。12は土師器・甕である。底部は失っているが口縁部は完存 し、日径11.6

cmを測る。外面にはハケメが顕者に観察できる。13～ 15も 甕である。13・ 15は外方に立ち上がる日

縁部を持つ。14はやや外反気味である。16～ 20は高界である。16は高ヌの雰部である。堺部は一度

屈曲しその後直線的に立ち上がる。17は 口縁部を失っている。必部には稜が認められ、脚端部はや

や強めに外方に屈曲する。18は脚端部を失っているが比較的残りの良いものである。堺部は強めに

屈曲し段状となる。19・ 20は脚部である。端部近くが緩やかに外方に屈曲する。21は須恵器・界で

ある。小片のため口径等は推測を多く含むものである。外面には沈線が 2条確認できる。

第96図

第96図 は 7層 (基本 5層)か らの出土遺物である。22・ 23は壺 (小型丸底壼)である。22は一部

を失っているがほぼ完形のもので、口径13.8cm、 器高10.4cmを測る。胎土には砂粒を多 く含む。23

は約半分を失っている。器表面は風化が進んでおり、調整等は明らかでない。24は鉢と考えられる

もの。口径は13.Ocmを 測る。25も 鉢と考えられるが小型のもので、手づくね成形である。26は器台

型土器である。脚部を一部失っているが形態のわかるもので、口径7.6cm、 底径9,4cm、 器高7.2cmを

測る。27・ 28は高堺と考えられるものである。いずれも芥部は失っている。27は脚部が端部近くで

大きく曲がっている。28は外面・内面ともハケメが顕者に観察できる。29・ 30は甕である。29は端

部内面にわずかな段を有している。体部外面には縦方向のハケメが観察できる。30は 口縁端部を失っ

ているものの、それ以外は比較的残っているものである。長胴気味で、体部外面には基本的に縦方

向のハケメが施されている。31は壼である。口縁部及び胴部の一部を失っている。口縁部は外方に

直線的に立ち上がるもので、復元した口径は16.2cmを測る。外面には横方向のハケメが施されてい

る。

第97図

第97図 も7層 (基本 5層)ん らゝの出土遺物である。32は壺と考えられるがほかのものとは異質な

感 じのするものである。形状からは口縁部が大きく外反すると考えられる。外面にはハケメが顕著

に残っている。33は甕で、直線的に立ち上がる回縁部を持つ。34は高界である。郭部のみの出上で、

稜を持ち外反気味に立ち上がる。外面はヘラミガキが施されている。35は壺である。口縁部は外反

しながら立ち上がり、径が20.Ocmを測る。胴部は中位よりやや上で最大径となる。全体的に風化が

進んでおり、調整がはっきりとしないが、外面の一部で横方向のハケメが観察できる。
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第96図 2F区 出土遺物実測図 (2(S=1/3)
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△

第97図  2F区  出土遺物実測図 (3)(S=1/3)
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第 4節

概要

2G区の調査

2G区は、平成15。 16年度に調査を行った2D区の、水路を挟んだ南側に位置する調査区である。

一定の面積があったが、民家及び里道・水路に隣接 していることもあり調査を行ったのは一部であ

る。本調査区における層序は基本層序と異ならない。

検出遺構とそれに伴う遺物

顕者な遺構は検出されていない。

遺構に伴わない遺物

2G区からの出土遺物については第99・ 100図に掲載 した。層ごとに取り上げており、以下基本

層ごとに報告することとする。

第99図-1～ 5は基本 1層からの出土遺物である。基本 1層からの出土遺物については、主に器

形の判明するものを掲載した。 1は陶器皿と考えられる。高台部は無施釉で、内面には胎土目が残

る。 2は磁器皿と考えられる。高台部は無施釉で、内面見込みは蛇の目に釉剥ぎである。 3は陶器

香炉と考えられる。 1と 同様に高台部は無施釉。内面には胎土目が残る。 4は陶器皿。二次的に比

熱していると考えられる。内面には胎土目がある。 5は陶器播鉢。

6～14は 2～ 4層 (基本 2～ 4層)か らの出土遺物である。 6～ 8は土師器甕。 6は器壁が薄く、

口縁部は強く外反する。外面には縦方向のハケメが観察できる。 7はやや厚めの器壁で、 6に比べ

緩やかに外反する国縁を持つ。外面は縦方向のハケメ。 8は退化した複合口縁を持つ甕で、日縁部

/
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表土……………………… 基本 1層
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第98図  2G区  実測図 (S=1/100)
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外面はわずかに屈曲する程度である。 9・ 10は土師器壺である。10はやや厚めの器壁を持ち、外面

には簡易な波状文が描かれる。11・ 12は高郭。いずれも脚部のみの出土である。11は 4方向の円形

透かしを持つと考えられる。12は脚部が強く屈曲するものである。

等

21

第100図  2G区  出土遺物実測図 (鋤

0                         10cm

うイを

――
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13は須恵器雰。低い高台を伴う。14は弥生土器壺の底部と考えられるもので、器表面は摩滅し胎土

には砂粒を多く含むものである。

第100図に掲載したものは5層 (基本 5層)か らの出土遺物である。15・ 16は単純口縁の上師器

甕。両者とも口縁部が強く外反するもので、体部外面には横方向のハケメが観察できる。17・ 18は

複合口縁の上師器甕。17は 日縁部が外反し、端部には平坦面を有する。18は表面が摩滅気味である

が、横方向のハケメが観察できる。19は土師器甕底部と考えられるもので、若干の平底である。17

と同一個体と思われるが、接点がなく復元できなかった。20は土師器壼。内傾する複合口縁を持つ

もので、胴部は中位で最大径となると考えられる。21は土師器壺または甕の胴部と考えられるもの

で、突帯を有し、平行線文・波状文が密に施文されている。
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第 7章 自然科学分析

第 1節 立地環境について

三瓶自然館 中 村 唯 史

浜寄 。地方遺跡は、高津川の左岸に位置し、南側は丘陵、北側は砂丘に挟まれた場所にある。丘

陵の先端から砂丘の先端に向かうような形で自然堤防が発達する。自然堤防の西側には低平な後背

低地が広がり、今回の調査地点はその一角である (第 101図 )。 このような地形条件から、本遺跡の

古環境と堆積層の形成には高津川の影響が大きいと言える。

高津川は、起伏が大きい西中国山地を源流とする。島根県では江の川、斐伊川に次 ぐ河川規模を

有 し、源流から河口までの地形勾配が大きい急流である。益田平野へ流れ出る地点では、浜寄 。地

方遺跡の南側の丘陵 (柿本神社がのる)に よって、流路の向きは北北東～北東に規制されている。

そのため、本遺跡がある後背低地を定常的に流れる河道が形成される可能性は低 く、当地は益田平

野の形成開始から現在に至るまで後背低地という地形条件だったと判断され、堆積物の供給は大部

分が高津川の氾濫時だったと考えられる。

砂 丘

自然堤防

丘 陵

第101図 調査地周辺の地形
益田平野は高津川と益田川の三角州性の堆積物によって構成される沖積平野である。旧自然堤防の微地
形列をみると、高津川の営力が卓越していることがわかる。平野の前面には砂丘が発達する。周囲の丘陵
は定高性が明瞭である。

圏

踵

■
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浜寄 。地方遺跡の堆積物は比較的細粒な砂～泥を主体としている。これは、氾濫流が堤防 (自然

堤防、人工堤防)を破壊したり、一部を乗り越えたりして後背低地に流れ込み、比較的弱い流れの

条件下で堆積したものとみられる。その地層をみると、明るい色調の砂質土層または粘質土層と、

有機質を含む暗色の層が互層している。前者は、氾濫流によってある程度厚く堆積した地層が残存

したものである。その典型と言えるのが 4層である。後者は、土壌化によって有機物が混入した地

層である。特に、弥生時代中期から古墳時代にかけての遺物を包含する3層は、長期間にわたって

土壌化を受けた層とみられる。

本遺跡の地形は、上記のように周りを丘陵などで取り囲まれている。そのため、自然堤防が発達

することで閉塞的な環境になりやすく、乾湿を繰り返す湿地的な環境が継続したと推定でき、花粉

分析からも同様の環境が指摘されている。このような環境であるため、居住地としての利用よりも

水田等の耕作地としての利用が中心になったといえる。

写真 1 高津川の源流
谷底平地の一角からわき出る泉が高津川の源流とされている。
この地点のさらに上方では河川争奪地形がみられ、かつての源

流域の水は錦川に流れている。

写真 2 匹見川の合流点
安富盆地で匹見川が合流する。匹見川は本流に匹敵する流量

を持ち、河川勾配が大きな急流である。
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第 2節 浜寄・地方遺跡発掘調査に伴うボーリングコア解析から復元される
益田平野の古環境

島根大学汽水域研究センター 山 田 和 芳

1 はじめに

島根県西部、益田市高津町の浜寄 。地方遺跡にて採取された全長20mに およぶボーリングコアに

ついて、層相観察および予察的な分析とともにCNS分析を行ない、堆積環境を推定 した。そして、

別途業務で行なわれた10層準における
HC年
代測定結果に基づいて、益田平野における完新世の地

形発達過程について考察した。なお、本報告は、浜寄 。地方遺跡において実施されたボーリング試

料分析結果に、その後、追加された年代測定結果を考慮して再検討 したものである。

2 益田平野の地形地質概要とコア採取位置

益田平野は、島根県西部では最大の平野で、高津川と益田川の沖積作用によって形成されている。

平野前面にあたる北部は海洋部と直線的に接していて、両者は砂浜・砂丘で区切られている。また、

平野の東西および南部は山地 。丘陵部になっており境界は明瞭である。今回検討 した浜寄・地方遺

跡内BP No.1地点のボーリングコアは、平野西部の高津町地内の標高2.23mの地点で採取された

(第102図)。 採取地点は、益田平野西部の、高津川の河口から約 l km上流の左岸にあたる地域で、

第102図  HMY04‐1コ アの掘削地点
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背後の基盤の丘陵地と前面の浜堤・砂丘に挟まれた小規模な埋没谷を埋めた低地帯になっていて、

現在は水田利用されている。ボーリングコアは便宜的にHMY04-1コ アと命名した。

3 コアの層相

肉眼観察および軟X線写真観察によってHMY04-1コ アの柱状図を作成した (第103図 )。 HMY04-

1コ アの層相は、全層を通 じて、細砂～砂質シル トが主体である。特徴的なこととして、多 くの

(腐食)植物片や炭化木片が認められる。以下にコアの層相について述べる。

深度20,00～ 19.61m:最下部に亜円～円礫を含む円磨された黄土～黄灰色を呈する細～中砂で構

成される。

深度19.61～ 18.51m iい わゆるグライ土と呼ばれる、青灰～黄褐色シル ト質粘土で構成される。

深度19,22お よび18,92m付近には、固結化 したシル ト岩であらわされる」字形筒状の生痕が

認められる。

深度18.51～ 17.00m i灰 ～暗灰褐色を呈するシルト質粘土。ところどころ細砂薄層を含む。また、

腐食した植物片や炭化木片を多く含む。

深度17.00～ 13.30m:比較的淘汰の悪い灰～灰褐色細砂。二枚貝殻破片 (種の同定不可能)や巻

貝 (ホ ソウミニナ、βαιttαrια c秘馳れgサι)を多く含む。また、不明瞭な平行葉理、および

明瞭に正級化した厚さ2 cm程度の層理も認められる。ところどころ炭化木片を薄層として含

む。

深度13.30～ 11.50m:下 部の深度13.30～ 12.79mで は灰褐色シル ト質細砂と灰色細砂の互層になっ

ている。その細砂層中には、二枚貝殻破片や巻貝 (ホ ソウミニナ、Bαιιιιαr'α c税駒加gιι)

を多く含む。上部では、主に、暗灰～灰褐色を呈するシル ト質細砂で構成される。とくに、

12.00～ 11.67mに はやや不明瞭な平行葉理構造をもつシル ト層が挟在する。また、全層準を

通じて細砂薄層やサンドクラストも挟在する。ところどころ貝殻破片を含む。

深度11.50～ 10.06m i比 較的淘汰の良い暗灰～灰色を呈する細砂が優占する砂質シル トで構成さ

れる。薄層やレンズ状に腐食した植物片や炭化木片を含む。深度10.80～ 10.77mは 有機質土

層である。深度10.23～ 10.19mに は生痕が認められる。

深度10.06～5,34m:全体的に淘汰の悪い暗灰色を呈する細～中砂で構成される。下位の層準ほ

ど中砂が支配的になる。深度9。 18、 8.30、 7.35、 7.23、 7.06、 5.95お よび5,82mに は明瞭に正

級化 した厚さ2 cm程度の層理を含む。また、弱い斜行葉理構造がそれぞれ深度6.80～ 6.60、

6.00～ 5.70mに 認められる。深度9,76～ 9.34、 7.40～ 7.06mの 層準には、炭化木片の濃集が認

められる。下部には全体的に腐食 した植物片を多く含み、上位には暗灰色シル ト薄層やマッ

ドクラス トが認められる。最上位の深度5.38～ 5,34mで は灰色シル トー細砂互層になってい

る。

深度5.34～ 3.84m i不明瞭な平行もしくは斜行葉理をもつ暗灰色シル ト、深度4.28お よび4.08m

にはそれぞれ明灰色粘土薄層を挟在する。散在的に腐食 した植物片濃集が認められる。最上

位の深度3.97～ 3.84mで は、灰色シル トー細砂互層になっている。

深度3.84～ 2.18m:灰～暗灰色を呈する細～中砂。深度3.43～ 3.38、 2.98、 2.91、 豊.85、 2.63、 2.5

1お よび2.44mに は明瞭に正級化 した厚さ1～5cm程度の層理を含む。深度2.76m付近には 3
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● 2,160± 58

● 4,198± 87

6.073± 67

6.638± 50

● 6.893± 142

● 7.015± 47

● 6,931± 51

● 7.507± 47

o7.677± 48

● 7.825± 50
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cm角 の花南安山岩の円礫が混入 している。下部は、淘汰の良い細砂で構成される。

深度2.18～ 1.88m i暗灰色を呈する有機質なシルト。全層にわたって腐食した植物片を含む。

深度1.88m以浅 :主に暗灰～灰褐色を呈するシルト。深度1.14mに シルト質粘土薄層が、深度0.70

mに細砂薄層がそれぞれ挟在する。深度0,08m以浅は、現生の植物根を含む表土である。

以上のような堆積層相から、本コアは6つ の堆積ユニットに区分できる。各堆積ユニットの深度

は以下のとおりである。ユニットI:深度20,00～ 18.51mユ ニットⅡ :18.51～ 10.06m、 ユニット

Ⅲ :10.06～ 5.34m、 ユニットIV i 5。 34～3.84m、 ユニットV:3.84～■88m、 ユニットⅥ :■88m

以浅 (第103図 )。

4 年代測定値
コア中に含まれる木片や植物片を用いて、10層準において

MC年
代測定を行なった結果を表 1に

示す。測定は、(財)九州環境管理協会に依頼して行なった。その結果、ユニットⅡの最下位で7,8

25±50年前、ユニットⅥで2160± 58年前という値が得られ、その間の堆積物には年代値の逆転はほ

ぼ認められない。以下に各堆積ユニットの推定堆積年代を示す。ユニットI:7,800年前以前、ユ

ニットⅡ :7,800～ 7,000年前、ユニットⅢ :7,000～ 6,000年前、ユニットⅣ :6,000～ 4,200年前、ユ

ニットV i4,200～ 2200年前、ユニットⅥ :2200年前以降 (第 103図 )。 なお、本報告では、“C年代

をそのまま堆積年代値として用い、暦年代補正は行なっていない。

5 分析方法

5-1 試料分割
コアを縦方向に半載して、一方の半載試料の断面上に初磁化率測定用ポリカーボネートキュービッ

ク (夏原技研製 :7 cc)を 連続的に並べ、試料が隙間なく均等に入り込むように押し込んで試料を

詰めた。キュービック試料は、初磁化率測定 (別の機会に報告)後、乾燥させて含水比を測定し、

その後、一部を強熱減量 (LOI;Loss of lg� tion)決」定用に分取し、残りを粉末化 してCNS分析

用にして、全窒素 (TN)、 全有機炭素 (TOC)、 全硫黄 (TS)含有量の測定を行なった。また、コ

ア半載後の試料分割で残った堆積物は、 l omご とに採取し、粒度分析用、花粉分析用試料として 2

種類に袋詰めし保管した。

表 1 ・ C年代測定結果

Depth(m) K/1aterial
HC age(yrs B P.) Labo Code

1.15

3.67

5.15

6.33

8.71

1019

12.17

14.27

17.2

184

plant xnaterial

plant rnaterial

パヽアOOd

WOOd

パヽアOOd

郡〆OOd

plant material

WOOd

WOOd

VヽOOd

2,160三 L 58

4,198三 L 87

6,073三 L 67

6,638三 L 50

6,893こと142

7,015=L 47

6,931=L 51

7,507三 L 47

7,677=L 48

7,825=二 50

UGAMS― R00722

UGAK/1S―R00723

UGA�IS―R00724

UGAMS― R00725

UGAMS― R00726

UGAMS― R00727

UGAh/1S―R00728

UGAMS― R00729

UGA�IS― R00730

UGAMS― R00731
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なお、それぞれの試料採取深度については、試料分割中に多少伸縮するため、コア採取時の記録

に基づいて補正式を作成することで求めている。

5-2 含水比

含水比とは、乾燥試料重量に対する試料中に含まれる水分量を百分率で表したものである。キュー

ビック試料の湿潤試料重量を測定した後、約60℃ で48時間乾燥させて、乾燥試料重量を測定する。

両者の重量差が水分量になり、乾燥試料重量と水分量が 1:1の場合には、含水比が100%と なる。
分析には、すべてのキュービック試料 (761試料)を用いた。

5-3 強熱減量

重量を測定 した約 5～ 7g軽 く砕いた乾燥試料を、600℃・ 2時間電気炉中で強烈に熱 して、冷

却後再度重量を測定することで減量分を求めた。強熱による減量分の大部分は有機物であるため、

堆積物中の有機物量を推定できる。今回は、全層により選択 した173試料について分析を行なった。

5-4 CNS分 析

メノウ乳鉢によって粉末・均一化 した乾燥試料を約10mg秤量 して、銀コンテナに入れて lN塩酸

で無機態炭素を除去 した後、錫コンテナで包み、FISONS社製CHNSコ ーダ (EA―■08型)に より

分析 した。標準試料はBBOTを用いた。測定後、標準試料を用いて較正 して、全窒素 (TN)、 全有

機炭素 (TOC)、 全硫黄 (TS)含有量を求めた。今回は、全層により選択 した173試料について分

析を行なった。

6 分析結果

6-1 含水比 (第104図 )
スパイク状ピークを除けば、概ね20～ 80%の 間で変動している。ユニットⅡの下位 (深度18.51～

17.00m)と 上位 (深度12.79～ 11.50m)で40～60%を示 し、中位 (深度17.00～12.79m)で は前後

と比べると減少 し25～ 40%く らいの値を示す。ユニットⅢでは、20～ 30%く らいの安定 した低い値

を示 し、深度7.5mよ り上位になると、スパイク的に増加する層準も含まれる。ユニットⅣは、最

大87%に もなる50～ 87%の増加傾向を示していて、逆に、ユニットVでは最小10%とこもなる安定した

10～30%の 減少傾向を示す。最上位のユニットⅥでは概ね20～ 40%の範囲で変動 している。

コア柱状図と対比すると、シル トおよび砂質シル ト層準では含水比は増加傾向を、逆に、細砂層

では減少傾向を示 していることがわかる。

6-2 強熱減量 (第104図)

全層準を通 じて、 1～14%の 間で変動 している。ユニットⅡでは下位から上位に向かって、増→

減→増という凹状の変動傾向をしている。とくに、深度12.79～■.50mで 増大するピークをもつ。

ユニットⅢでは、 2%前後に減少して安定する。ユニットⅣでは、 8～ 13%ま で増加 して、ユニッ

トVで一旦 1～ 2%に減少し、ユニットⅥで再び 4～ 8%に増加する傾向が読み取れる。
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6-3 全有機炭素 (TOC)、 全窒素 (TN)、 全硫黄 (TS)含有量 (第 105図 )

TOCと TN含有量の変化は、ほぼ類似 した傾向を示す。ユニットⅡでは、深度18.51～ 17.00mと

深度12,79～ 11.50mで TOCと TNがそれぞれ 2～ 4%、 0.15～ 0.2%前後を、深度17.00～ 12.79mで は

上下の層位と比べると減少 し、それぞれ0.4～ 1.5%、 0.1%前後を示す。ユニットⅢでは、それぞれ

0.5%、 0.08%く らいに減少 して安定する。TNは深度6.7mよ りさらに減少 し0,02%く らいになる。

ユニットⅣでは、正の増大ピークとなっており、それぞれ2～5%、 0.1～ 0,18%の 値を示す。一方、

ユニットVでは、両者ともほぼ 0%の値を示す。最上位のユニットⅥでは、TOCは深度0.50m付近

のスパイクを除けば、 1%前後と安定 し、TNは若干変動するもののTOCと 同じように深度0.50m

付近のスパイクを除けば、0.05%前後を示す。

一方、TS含有量の変化は、TOCやTN含有量のそれと若干異なる傾向を示す。ユニットⅡでは、

深度18.51～ 16.00mと 深度13.80～ 11.50mで は、含有量が10%を超える増加傾向を示す。前者の層

位では最大2.3%程度の濃度をもつ。その間の深度16.00～ 13.80mで は0.5%前後の値を示す。ユニッ

トⅢでは、概ね0.5%く らいの値で安定している。ユニットⅣでは、全層準において極大を示す3.0%

のピークをもつ平均2.0%の正の増大ピークとなっている。一方、ユニ ッヽトVでは、0.3%前後の値を

示 し、上位で再び最大1.5%の小 ピーク状なる。最上位のユニットⅥでは、全層にわたり 0%の値

を示す。

また、堆積物中の有機物の起源特定に有効なC/N比 (重量比)と 、淡水性 。海水性堆積物の識

別や底質の酸化還元性の議論に有効なC/S比 (重量比)を求めた結果 (第105図 )、 C/N比はTOC

やTN含有量と大まかに一致する変動傾向を示して、深度0.80mの 異常に大きいスパイクを除くと、

0～30の値で変動している。ユニットⅡでは、 6～20の値で変動し、ゆるい凹状の変動を示す。ユ

ニットⅢでは、 5程度の低い値で一定している。ユニ ッヽトⅣでは、20以上の正の増大ピークとなっ

ている。一方、ユニットVではほぼ 0の値を示し、ユニットⅥで再び20前後の正の小ピーク状とな

る。一方、C/S比は、 0～ 8の変動範囲をとり、どれとも類似 しない変動をしている。ユニット

Ⅱでは、深度17.5、 15,3、 12.Omに 極大ピークをもちながら1～ 4の範囲で増減 している。ユニッ

トⅢでは、上位にいくにつれ徐々に減少する傾向があり、 2以下の値をもつ。ユニットⅣでは、下

位で1.8前後の正の増大ピークとなっていて、ユニットVでは、ほぼ 0の値を示 し、ユニットⅥで

はTS含有量が 0のため計算できていない。

7 考察

7-1 分析結果に基づくHMY04 1コ アの堆積環境

HMY04-1ヨ アは、益田平野に広 く堆積する沖積層であり、過去 1万年間にあたる完新世以降の

海水準変動や高津川や益田川の両河川によるデルタの発達過程を記録 していると考えられる。今回

の分析結果から、堆積層変化とそれぞれの分析値の鉛直変化には共通する特徴があることが明らか

にされた。これをもとにそれぞれのユニットの堆積環境について考察する。

ユニットI:深度20,00～ 18.51m(7,800年前以前)

最下部層に相当するこのユニットでは、円礫を含む細～中砂層とそれを覆う青灰色シル ト質粘土

層で構成される。堆積層相から海生貝類や有孔虫、海浜性堆積物である証拠は一切見つかっていな

い。今回、試料採取が困難であったため、CNS分析を行なうことはできていないが、青灰色を示
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す 2価酸化鉄の存在から、おそらく最終氷期に形成された河川の下刻作用によって生 じた小谷を埋

めるように扇状地性および河川性堆積物が堆積し、その後、後背湿地のような過湿地環境になり、

地下水系の非常に浅い湿地帯になっていたことが予想される。試料採取地点が、基盤岩が露出する

丘陵地域の前面で、地形的障壁により高津川本流の影響を受けない低湿地になりやすい場所である

ことも、この解釈は支持される。また、林 (2000)に よると、益田平野浜寄地区の基盤岩の標高は

約-20mと いうことを報告 していて、今回の結果とも調和的である。本ユニットは一般的な沖積層
の層序区分では、沖積基底礫層と下部砂層に対比される。

ユニットⅡa:深度18.51～ 17.00m(7,800～ 7,600年前)

下部層の下位に相当する。灰～暗灰褐色を呈するシル ト質粘土で構成されており、この層準には、

炭化木片や主にヨシと思われる分解途中の植物片も多く含まれる。このユニットでは、含水率や強

熱減量値が増加することから、有機質で細粒な堆積物であることを示 している。また、TOCが 2

～ 4%あ り、C/N比が15程度の値を持つことから、陸上高等植物起源有機物が保存されている湿
地や干潟性の堆積物であることが考えられる。さらに、特徴的なこととしてTs含有量が2.3%ま で

増加することである。三瓶 (1997)に よれば、淡水成泥質堆積物の硫黄濃度は0.3～ 5%以下である。

しかしながら、今回のHMY04-1コ アは全層を通じて砂質主体であることや、沖積層で堆積速度が

大きいことから、粗粒な堆積粒子による希釈効果が働いていたと考えられる。今回のTS含有量の

増加は、明らかに海水の影響があらわれているものと判断できる。 したがって、ユニットⅡaが堆

積した環境は、急激に海面上昇に伴って形成された塩性湿地、もしくは砂質干潟であったと考えら

れる。これは、おそらく完新世初期の海進過程の初期段階を示すもので、海面上昇に伴って、最終

氷期中に形成された谷沿いに海水が進入し、いわゆる内湾 (エ スチュアリー)のような環境になっ

ていたことが予想される。 この層準の下位で、約7,800年前という年代が得られていることから、

益田平野で最も最初に海進の影響が出始めたのは約7,800年前ということになる。また、下位のユ

ニットIと は不整合関係になっている。

ユニットⅡb:深度17.00～ 12,79m(7,600～ 7,400年前)

比較的淘汰の悪い灰～灰褐色細砂で構成され、貝殻破片 (や巻貝 (ホ ソウミニナ、βαιιιιαrけα

c開流gけj)を多 く含む。ホソウミニナは、現在の中海で見られる淡水の流入がある外海の干潟～

内湾性貝種である。このユニットでは、TC、 TN、 TS含有量が少ない。それは、構成粒子がほと

んど細粒砂質であるため、希釈効果が大きく働いていることを示す。 しかしながら、ユニットⅡb

では、TSがスパイク状に 1%を超えている。これは、引き続き海水の影響を受けていることを示

している。また、C/S比が 1程度を示すことから、堆積当時の汽水―内湾環境を示 している。さ

らに、ところどころ炭化木片を薄層として含むことから、陸源から引き続き頻繁に土砂がデルタ性

として水面下に供給されていることを示す。したがって、ユニットⅡbが堆積 した環境は、さらに、

前段階よりも引き続き海面が上昇 して、それによって水深が増 しながら、内湾～干潟環境を呈 して

いたと考えられる。つまり、汎世界的な温暖化によって海進が進み、海水面の上昇にともなって水

域が内陸部へ拡大 している環境である。このサブユニットでは、デルタ性堆積物が短時間で堆積 し

ている。また、デルタ堆積物の層相変化が著 しい。このことから、この時期 (7,600～7,400年前)

には、海面の上昇スピードよりは河川による土砂供給量が多かっため、デルタ堆積物の上方への累

重堆積が生 じている環境であったことが予想される。
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ユニットⅡc:深度12.79～ 10.06m(7,400～ 7,000年前)

暗灰～灰褐色を呈するシル ト質細砂で構成され、ところどころ貝殻破片を含む。このユニットで

は、含水率や強熱減量値が増加することから、有機質で細粒な堆積物であることを示している。ま

た、TOCが2.5～ 4.5%あ り、C/N比が10～ 20の値を持つことから、陸上高等植物起源有機物が保

存されている堆積物であることが考えられる。さらに、TS含有量が1.5%前後まで増加する。この

サブユニットは、引き続き海の影響が残っていて、さらに堆積する粒子が細粒化して平行葉理構造

も認められる。このことから、本サブユニットは、海面がさらに上昇して、水深が増したことで、

結果として沖合に堆積環境が移動 したプロデルタ (三角州底置面)の環境になったと考えられる。

以上をまととめると、ユニットⅡは完新世初期にあたる海進初期のデルタ堆積物である。ユニット

Ⅱでは、海水の侵入によって千潟環境になり、その後、プログレーショナルなデルタになるが、継

続する海進にともなって、次第にプロデルタ環境に変化 していったことが推定される。本ユニット

は、後述するように、その後ユニットⅢのデルタフロント (三角州前置面)環境に変化していく。

ユニットⅢ :深度10.06～ 5.34m(7,000～ 6,000年前)

全体的に淘汰の悪い暗灰色を呈する細～中砂で構成される。一部上方細粒化構造、斜行葉理構造

および炭化木片の濃集が認められる。下部には全体的に腐食した植物片を多く含み、上位には暗灰

色シル ト薄層やマッドクラストが認められる。含水比、強熱減量、TOC、 TN、 およびTSすべての

分析値が少ない。これらの特徴と下位からの岩相変化に基づくと、ユニットⅢは、無機質で粗粒な

デルタフロント堆積物である。海面の上昇スピードがある程度鈍化したことで、デルタが前進して、

結果的にプロデルタからデルタフロントに堆積環境が転 じていったことが予想される。本ユニット

は、後述するように、その後ユニットⅣのデルタプレーン (三角州頂置面)環境に変化 していく。

ユニットⅣ :深度5。 34～ 3,97m(6,000～ 4,200年前)

暗灰色シル トで構成 している。また、散在的に腐食 した植物片濃集が認められる。含水比や強熱

減量も急激に増加することから、同ユニットが他の層準よりも有機質なシル ト質であることが示唆

される。また、TOCが 2～5.5%あ り、C/N比が20程度の値を持つことから、陸上高等植物起源有

機物が保存されている堆積物であることが考えられる。さらに、特徴的なこととしてTS含有量が

3.0%ま で増加することである。TS含有量の増加は、明らかに海水の影響があらわれているものと

判断できる。この層準では、有機質なシル トが堆積する環境に変化することから、より陸側に近づ

いたデルタプレーンのような堆積場に転 じている。さらに、TOC・ TS含有量とも高いことから、

その水域が、閉鎖的になっていたことが考えられる。一般に、日本における完新世の海面変化曲線

は、6,500～ 5,000年間頃に最高海水準に達 している (Umitsu,1991)。 山陰地方では、島根大学埋

蔵文化財調査研究センター (1995)、 中村ほか (1996)お よび高安 (2004)な どによって、
望c年代

で約5,000年前に現在よりも約 lmほ ど海面が高い最高海水準に達 していたことが明らかにされて

いる。今回の結果では、益田地方では、約6,000年前に最高海水準に達 し、その後、海退に変化 し

ていることが読み取れる。また同時期に、強い沿岸流の営力によって内湾の出日付近に砂州が形成

され、陸側に取り残された水域が潟湖 (ラ グーン)と なって閉鎖的環境になったことが推定される。

一般的な沖積層の層序区分ではユニットⅡからこのユニットⅣまでが、中部泥層に対比される。一

般的には泥層とされるが、本研究対象地域は、主に砂質～砂質シル トである。これは、採取地点が

内陸部に位置すること、基盤の丘陵部のすぐ前面であり、斜面から供給される砕屑量が多いため、
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全体的に砂質になったということで説明できる。

ユニットV:深度3.97～ 1,88m(4.200～ 2,200年前)

灰～暗灰色を呈する細～中砂で構成され、ところどころ上方細粒化した厚さ1～ 5 cm程度の級化

層理を含んでいる。含水比、強熱減量、TOC、 TN、 およびTSすべての分析値が 0に近い。これら

は無機質で粗粒な河川性堆積物であることを示唆する。前ユニットから続く海退が進行 して、完全

に陸上環境に変化 していることが考えられる。また、最上位の深度2.18～ 1.88mで は、暗灰色を呈

する有機質なシル トで構成され、ヨシとおもわれる腐食した植物片を含んでいる。このような特徴

があるユニ ッヽト上位では、高津川の流路変化の最後段階において、後背湿地環境に転 じている。ま

た、TS含有量が再び増加 していることから、ユニットの最終過程において、再度海面が上昇 し塩

性化が生 じていた可能性がある。 したがって、ユニットVの堆積 した時代 (4,200～2,200年前)に

は、陸化が始まる河川性の堆積環境に大きく変化している。これら堆積物は高津川、もしくは高津

川に流れ込む支流の河川堆積物と後背湿地堆積物である。また、この時期の後半 (約3,000年前)

には、再度海面上昇が生じていた可能性がある。一般的な沖積層の層序区分では上部砂層に対比さ

れる。

ユニットⅥ :深度1.88m以浅 (2,200年前以降)

コア最上部に相当する。主に暗灰～灰褐色を呈するシル トで構成される。現在のコア採取地域の

環境は、水田利用されている低湿地である。TS含有量が 0%であることから、現在の環境と同じよ

うな陸上域の低湿地環境が2,200年前以降続いていたと考えられる。この時代の堆積物が、浜寄・

地方遺跡の生活面となっていることが考えらえる。ユニットVは、一般的な沖積層の層序区分では

沖積陸成層に対比される。

6-2 HMY04-1コ アに記録されている環境変化 ―沖積層の形成に関連して一

全長20mに およぶHMY04-1コ アの層相変化および主にCNS分析を行なった結果、コアには完新

世の一つの大きな海進 。海退を記録 していたことが明らかになった。これは他の日本各地の平野を

構成する沖積層の特徴と類似している。今回のコア解析によって完新世の益田平野の古環境 (地形

形成)を推定することができた (第106図 )。

益田平野は、最終氷期の旧河川の下刻作用によって生じた小谷を埋めるように扇状地性および河

川性堆積物が堆積 していた (ユ ニットI)と ころに、7,800年前に始めて海進の証拠が認められ、

付近は水没する。その後、6,000年前までは確実に海面は上昇 しつづけ、水域が拡大する。それに

よって益田平野は内湾環境に変化 した (ユ ニットⅡ)。 7,000年前になると、海面上昇は鈍化して内

湾の埋積が始まる (ユ ニットⅢ)。 そして、6,000年前に最高海水準に達して、その後海面は低下 し

ていく。このときに、現在平野北部に存在する浜堤の前身となる砂州が形成され、内湾環境から潟

湖のような閉鎖的な環境に転じる。また、水域の埋積は引き続き進行している (ユ ニットⅣ)。 4,200

年前になると、ついに水域はすべて (少なくとも浜寄地区は)埋積され、河川環境に一変する。そ

の後、約3,000年前に、再び海面の上昇が一時的に生 じた (ユ ニットV)。 最終的には、海面は現在

のレベルに落ち着き、2,200年前以降から現在のような低湿地帯に変化していった (第106図)。

今回明らかにした益田平野における沖積層の堆積層相は、日本列島で一般的に認められる平野を

形成する沖積層層序と概ね対比することができる。山陰地方を含めた西日本の日本海側のいくつか
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Depth
(m) と,ど拘0′Og/ JrP,ど 堆積物 環境区分 水深  沖積層区分

●2.160± 58

04,198± 87

●6,893と 142

●7,015± 47

●6,931± 51

●7,507± 47

o71677± 48

o7,825± 50

第106図  HMY04-1コ アの堆積ユニット区分とその推定堆積環境
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の海岸平野では、海岸線の陸側に浜堤―砂丘が形成され、沖積層の形成過程においてしばしば潟湖

が形成される特徴をもつ。そのような平野を称 して浜堤平野と呼ぶことが多いが、今回の分析によっ

て益田平野も例外ではなく、浜堤平野の一つであると考えられる。今回の検討では、地殻変動によ

る地盤の昇降の影響を考慮していないが、今後これらも含めて考えていくべきである。

7 まとめ

益田平野で採取されたHMY04-1コ ア (全長20m)について、肉眼観察、軟X線写真観察、含水
比、強熱減量、全有機炭素 (TOC)、 全窒素 (TN)、 全硫責 (TS)含有量の分析を行ない、益田平

野の形成に関する鉛直方向の堆積環境の推定を行なった。その結果、以下の 4点のことが明らかに

なった。

① 深度18.51m(7,800年前頃)ん らゝ海進の影響があらわれ、6,000年前までは主に内湾環境になっ
ていった。

② 深度5,34m(6,000年 前頃)で縄文海進期の最高海水準になり、その後海退に転じる。水域の
環境は、海退による砂州の形成によって内湾から潟湖の環境に変化する。

③ 深度3,97m(4,200年 前頃)か ら陸化して河川による堆積環境に変化する。このころになると
海面の低下と水域の埋積によって、陸地 (平野)の拡大が生じ、浜寄地区では4,200年前に汀

線が通過したことになる。

④ 深度約 2m付近 (約3,000年前)に、一時的な小海進があった可能性がある。
⑤ 深度1.88m(2,200年前頃)で、現在とほぼ変わらない低湿地の堆積環境になった。
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第 3節 浜寄・地方遺跡発掘調査に伴う花粉分析
およびプラント・オパール分析

渡 辺 正 巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

浜寄 。地方遺跡は島根県西部の益田市高津町 (高津川西岸)に位置する (第 107図)。 本報告は、

浜寄 。地方遺跡において実施された花粉分析結果およびプラント・オパール分析結果をまとめ直した

ものである。

試料について

各分析試料は、第108図に示す各地点で採取された。各地点の模式柱状図および試料採取層準を、

第108図～第115図の各種ダイアグラム左側に示す。これらのうちB PNα lを対象に、山田 (2006)

によりCNS分 析の報告が行われている。

分析処理・検鏡方法

花粉分析処理は渡辺 (1995)に、プラント・オパール分析処理は藤原 (1976)の グラスビーズ法

に従い行った。プレパラートの観察 。同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あ

るいは1000倍を用いて行った。

花粉分析では原則的に木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・

胞子化石の同定も行った。また、イネ科花粉を中村 (1974)に従い、イネを含む可能性の高い大型

のイネ科 (40ミ クロン以上)と、イネを含む可能性の低い小型のイネ科 (40ミクロン未満)に細分している。

プラント・オパール分析では、イネのほかイネ科主要分類群の機動細胞由来プラント・オパール

についての同定、計数を、同時に計数したグラスビーズの個数が300を超えるまで行った。

分析結果

分析結果を第109図～第111図の花粉ダイアグラム、第112図～第116図のプラント・オパールダイ

アグラムに示す。

花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗

リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで示 した。一方、木本花粉の含有量が少なく統計処

理に耐えられないと判断した試料については、検出分類群を「 *」 で示 した。また右端の花粉総合

ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹花粉に細分 し、これらに草本花粉、胞子の総数を

加えたものを基数として、それぞれの分類群毎に累積百分率として示 した。各花粉ダイアグラムに

は、後述の花粉帯 (亜帯)が示 してある。BPhlの 花粉ダイアグラムには、同コアで行われたC
NS分析による堆積ユニット (山田,2006)も示してある。
プラント・オパールダイアグラムでは、 lgあたりの含有数に換算 した数を、検出した分類群毎

にスペクトルで示した。

また、花粉分析処理残澄および花粉分析用プレパラー トを用いて、そのほかの化石他について概
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観 した結果を、表 1に微化石概査結果として示す。

花粉分帯

3地点の花粉分析結果を基に I～Ⅷ帯の局地花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を下位か

ら上位に向かって示す。

(1)Ⅷ帯 (BP配 1試料Nα58～ 44)

スギ属、アカガシ亜属、ムクノキ属一エノキ属が卓越傾向にあり、クマシデ属一アサダ属、
ニレ

属―ケヤキ属を伴う。

(2)Ⅶ帯 (BPNα l試料NQ43～ 38)

スギ属が卓越傾向にあり、アカガシ亜属を伴う。モミ属、 ヒノキ属、クマシデ属―アサダ属、ブ

ナ属、ニレ属―ケヤキ属、ムクノキ属―エノキ属も低率ではあるが特徴的に出現する。

(3)Ⅵ帯 (BPNα l試料Nα36～ 27)

スギ属、アカガシ亜属、ムクノキ属一エノキ属が卓越傾向にあり、モミ属、ニレ属―ケヤキ属を

伴う。ヒノキ属、クマシデ属一アサダ属も低率ではあるが特徴的に出現する。

14)V帯 (l BttNα 4地点試料h14～ 4、 BPNα l試料Nα 26～ 17)

lB区、 lC区でのV帯からⅢ帯の花粉組成の変化は、BPh lの試料Nα26～ 12で得 られた花粉組

成変化と良 く似る。V帯上限の標高におよそ2.7mの差があるが、現地表面でも調査地域西部が僅

かに高く東部が低いように、この時期にはすでにこの傾向 (地形)が形作られていたものと考えら

れる。

スギ属が卓越 し、アカガシ亜属を伴う。モミ属、マツ属 (複維管束亜属)、 ヒノキ属、クマシデ

属―アサダ属、ニレ属―ケヤキ属、ムクノキ属―エノキ属も低率ではあるが特徴的に出現する。 1

B区では、これらの検出傾向からd～ a亜帯に細分できた。

① d亜帯 (l B ttNQ 4地 点試料血14)

木本花粉組成では、上位の c亜帯と大差なく、スギ属、アカガシ亜属が突出した出現率を示す。

草本花粉でイネ科 (40ミクロン未満)、 カヤツリグサ科が高率を示す。

② c亜帯 (l B ttNo 4地 点試料Nα13～ 11)

木本花粉では下位のd亜帯と大差ないが、スギ属が減少傾向、アカガシ亜属が増加傾向を示す。

車本花粉ではイネ科 (40ミクロン未満)のみが高率を示す。

③ b亜帯 (l Btth 4地点試料Nα10～ 7)

木本花粉ではスギ属、アカガシ亜属が突出した出現率を示すほか、マツ属 (複維管束亜属)が増

加傾向を示す。草本花粉ではイネ科 (40ミクロン未満)が高率で安定 した出現率を示すほか、ヨモギ属

が急増する。

④ a亜帯 (l B ttNα 4地点試料Nα6～4)

木本花粉ではマツ属 (複維管束亜属)、 スギ属、アカガシ亜属が突出した出現率を示す。草本花

粉ではヨモギ属が極めて高い出現率を示すほか、イネ科 (40ミクロン未満)が高率で安定 した出現率を

示す。

(5)Ⅳ帯 (l B ttNo 4地 点試料No 3、 2、 l C ttNα l地点試料陥13、 BP陥 1試料m16)

アカガシ亜属が卓越 し、マツ属 (複維管束亜属)、 スギ属を伴う。モミ属、 ヒノキ属、クマシデ

属―アサダ属、ニレ属―ケヤキ属、ムクノキ属―エノキ属も低率ではあるが特徴的に出現する。
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(6)Ⅲ帯 (l B ttNo 4地 点試料hl、 lC区配 1地点試料Nα 12～ 10、 BPhl試 料h15～ 12)
スギ属が卓越 し、アカガシ亜属を伴う。モミ属、エレ属―ケヤキ属も低率ではあるが特徴的に出

現する。草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン未満)、 ヨモギ属が高率を示す。

(7)Ⅱ 帯 (lC区血 1地点試料配 6)

スギ属、アカガシ亜属が卓越傾向にある。草本花粉ではアブラナ科、イネ科 (40ミ クロン以上)がや

や高い出現率を示す。

(8)I帯 (lC区血 1地点試料Nα 5～ 1、 BP血 1試料血 5～ 1)
マツ属 (複維管束亜属)が卓越傾向にあり、スギ属を伴う。草本花粉では栽培に由来する可能性

があるイネ科 (40ミクロン以上)、 アブラナ科が高率を示 し、ソバ属、キュウリ属も出現する。これら

の検出傾向から、さらにc～ a亜帯に細分した。

① c亜帯 (lC区血 1地点試料Nα 5～ 3)

木本花粉では、マツ属 (複維管束亜属)が卓越し、スギ属を伴う。草本花粉ではイネ科 (40ミクロン

以上)、 アブラナ科、アカザ科―ヒユ科が極めて高率を示 し、増加傾向を示す。

② b亜帯 (l Cttm l地点試料血 2、 1、 BP陥 1試料h5)

木本花粉では、マツ属 (複維管東亜属)が卓越 し、スギ属を伴う。草本花粉ではイネ科 (40ミクロツ

以上)、 アブラナ科が極めて高率を示す。

③ a亜帯 (B PNα l試料Nα 3、 1)

スギ属が増加 し、マツ属 (複維管束亜属)ん 減ゞ少する。

植生変遷

花粉分析結果、さらに別途業務で行われていた
ИC年代測定結果を基に、各花粉帯毎に古植生、

堆積環境について述べる。

また、年代については全て
望c年代を用い、暦年較正年代を用いなかった。

(1)Ⅷ帯期 (お よそ7800～7500yr,B.P.)

① 堆積時期

Ⅷ帯下部でおよそ7800yr.B.P.、 中部でおよそ7700yr.B.P.、 Ⅷ帯上位でおよそ7500yr.B.P.が

得 られており、およそ7800～7500yr.B,P.に堆積 したと考えられる。

② 森林植生

花粉組成では、暖温帯林 (照葉樹林)要素のアカガシ亜属がスギ属、ムクノキ属―エノキ属と共

に卓越する。一方で冷温帯林要素のブナ属、ヨナラ亜属の出現率は低率である。遺跡周辺から益田

平野周囲の丘陵、山地にかけては、カシ類を主要素とする照棄樹林が広く分布 し、山地高所にはブ

ナ、 ミズナラを主要素とする冷温帯林も分布 していたと考えられる。一方で、益田川、高津川流域

の谷斜面や山間低地にはスギ林が分布 し、自然堤防上にはムクノキ属―エノキ属を主要素としニレ

属―ケヤキ属を伴う自然堤防林が分布していたと考えられる。またモミ、アカマツ、ヒノキ類や先

のスギなどの針葉樹種は照葉樹林に混清 していた可能性があるほか、温帯針葉樹林 (い わゆる中間

温帯林)と して山地高所に分布 していた可能性もある。

③ 調査地近辺の植生

調査地近辺の湿地にはヨシなどのイネ科草本や、カヤッリグサ科の草本が生育 していたと考えら
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れる。

(2)Ⅷ帯期 (お よそ7500～7000yr.B.P。 )

① 堆積時期

Ⅶ帯下位でおよそ7500yr.B.P.、 Ⅶ帯上部でおよそ7000yr.B.P.が 得 られており、およそ7500～

7000yr.B.P.に堆積したと考えられる。

② 森林植生

花粉組成では、ムクノキ属―エノキ属がⅧ帯に比べ減少し、スギ属、ブナ属が増加する。ただし、

スギ属、ブナ属を除いた種類には明瞭な増加傾向が現れないことから、スギ属、ブナ属の増加がム

クノキ属一エノキ属の減少に伴う相対的な現象とは考えにくい。ムクノキ属―エノキ属の減少はそ

の生態から気候変化などに伴う広域的な森林植生の変化とは考えにくく、比較的遺跡に近い自然堤

防林の様相の変化に起因したと考えられる。一方で、ブナ属やスギ属の増加は冷涼化を示唆し、山

地高所や谷筋を中心に分布 した、それぞれを主要素とする森林が拡大 したことが判る。ただし、遺

跡周辺から益田平野周囲の丘陵、山地にかけては、Ⅷ帯期から引き続きカシ類を主要素とする照葉

樹林が広 く分布していたと考えられる。

③ 調査地近辺の植生

調査地近辺の湿地には引き続きヨシなどのイネ科草本や、カヤツリグサ科の草本が生育していた

と考えられる。

(3)Ⅵ帯期 (お よそ7000yr.B.P.)

① 堆積時期

Ⅵ帯上部でおよそ7000yr.B.P.が 得 られている。

② 森林植生

花粉組成では、ムクノキ属一エノキ属が増加 しスギ属がやや減少するなど、Ⅷ帯の花粉組成に似

る。ただし、最下部でブナ属の出現率が小ピークを成すなどの特徴的な現象が認められる。ムクノ

キ属―エノキ属の増加は、Ⅶ帯同様に比較的遺跡に近い自然堤防林の様相の変化に起因したと考え

られる。一方で、ブナ属の減少傾向はゆるやかな温暖化を示唆し、山地高所に分布 したブナ林が縮

河ヽ したことが判る。ただし、遺跡周辺から益田平野周囲の丘陵や山地にかけては、Ⅷ、Ⅶ帯期から

引き続きカシ類を主要素とする照葉樹林が広 く分布 していたと考えられる。

③ 調査地近辺の植生

調査地近辺の湿地には引き続きヨシなどのイネ科草本や、カヤツリグサ科の車本が生育 していた

と考えられる。

(4)V帯期 (お よそ6600～4200yr.B.P。 )

① 堆積時期

V帯直下でおよそ6600yr.B.P.、 V帯中部で6100yr.B,P.、 V帯直上で4200yr.B.P.が 得 られてお

り、およそ6600～4200yr.B.P.に堆積 したと考えられる。

② 森林植生

花粉組成では再びムクノキ属―エノキ属が減少する。これに対応してスギ属が増加するほか、シ

イノキ属―マテバシイ属が微増する。また、ここでのスギ属やシイノキ属―マテバシイ属の増加は

温暖イと、多雨化の傾向を示唆する。谷斜面や山間低地はスギ林で被われ、遺跡周辺から益田平野周
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囲の丘陵や山地にかけて広く分布 した照葉樹林にはカシ類に加えシイ類やスギも目立つようになっ

たと考えられる。またスギは平野部にも進出し、遺跡周辺の地下水位が高く滞水 しない場所に生育

していた可能性がある。

1)d亜帯期

前述のように、調査地域西部のlB区ではV帯をd～ a亜帯に細分 していた。以下では、V帯期

の詳細な植生変遷について述べる。

① 森林植生

花粉組成の特徴から、カシ類を主要素とする照葉樹林が遺跡周辺から益田平野周囲の丘陵、山地

にかけて分布していたと考えられる。花粉組成で卓越するスギ属 (ス ギ)ほかの針葉樹種は、照葉

樹林内に混清していた可能性がある。これらのうち特にスギは、湿地周辺で地下水位が高く滞水 し

ない場所にも生育していた可能性がある。また、マツ属 (複維管束亜属)がクロマツに由来し、海

岸林として分布していた可能性もある。

② 調査地近辺の植生

草本花粉、胞子の割合が低 く、抽水植物であるガマ属の花粉が検出され、湿生植物を含むカヤツ

リグサ科、イネ科 (40ミクロン未満)、 イネ科 (40ミクロン以上)花粉が卓越傾向にあることから、調査地

近辺はこれらの草本が茂る沼沢湿地環境であったと考えられる。

2)c亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成の特徴はd亜帯と比ベスギ属、アカガシ亜属に若干の変化はあるが大差なく、周辺

の森林植生の変化は読み取れない。

② 調査地近辺の植生

d亜帯同様、草本花粉、胞子の割合が低 く、抽水植物であるガマ属の花粉が検出され、湿生植物

を含むイネ科 (40ミ クロン未満)花粉が卓越傾向にある。一部組成が異なるものの、 d亜帯期同様に、

調査地近辺はこれらの草本が茂る沼沢湿地環境下であったと考えられる。

3)b亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成の特徴はd、 c亜帯と大差ないものの、マツ属 (複維管束亜属)ん 増ゞ加傾向を示す。

調査地点近辺で地下水位が低下 し、スギに変わってアカマツが進入した可能性がある。また人間活

動との関連が明らかでないものの、人間活動によって生 じた荒れ地に二次植生としてアカマツが進

入 した可能性も否定できない。一方で周辺丘陵での森林植生に積極的な変化は読み取り難く、カシ

類を主要素とする照棄樹林が遺跡周辺から益田平野周囲の丘陵、山地にかけて分布していたと考え

られる。

② 調査地近辺の植生

c亜帯から一変し抽水植物であるガマ属花粉が検出されなくなる。一方で乾燥地に生育する種類

の多いヨモギ属が急増し、草本花粉の割合も高くなる。試料採取地点は引き続き沼沢地内であった

と考えられるが、周辺の沼沢湿地が急激に縮小したと考えられる。
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4)a亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成では、さらにマツ属 (複維管束亜属)が増加 し、スギ属が減少する。b亜帯期から

引き続き、干上がった (地下水位が下がった)場所でスギに変わリアカマツが進入を続けた可能性

がある。一方で周辺丘陵での森林植生に積極的な変化は読み取り難く、カシ類を主要素とする照葉

樹林が遺跡周辺から益田平野周囲の丘陵、山地にかけて分布 していたと考えられる。

② 調査地近辺の植生

草本花粉の割合が高 く、特に乾燥地に生育する種類の多いヨモギ属の出現率が高い。試料採取地

点は引き続き沼沢地内であったと考えられるが、周辺の沼沢湿地がさらに縮小したと考えられる。

(5)Ⅳ帯期 (お よそ4200yr B.P.～ )

① 堆積時期

V帯直上でおよそ4200yr.B,P.が得られており、およそ4200yr.B.P.以 降に堆積したと考えられる。

② 森林植生

花粉組成ではアカガシ属が急増し、スギ属を含むその他の種類のほとんどが減少するなど、花粉

組成が大きく変化する。BPNa l地点でこの傾向は著しい。BPNα l地点では分析試料が砂層に狭在

する砂質シル ト層であり、何 らかの影響で調査地近辺に生育する植物由来の花粉が多く検出された

とも考えられる。

調査地近辺の丘陵上に分布する照葉樹林ではシイ類やスギが目立たなくなり、カシ類が主体となっ

たと考えられる。一方で谷斜面や山間低地は引き続きスギ林で被われていたと考えられる。

③ 調査地近辺の植生

調査地近辺の湿地には引き続きヨシなどのイネ科草本や、カヤツリグサ科の草本が生育 していた

と考えられる。一方で調査地域西部の lB区、 lC区では胞子の割合が増加傾向を示す。また草本

花粉ではヨモギ属、イネ科 (40ミクロン未満)が高率で安定して出現する。これらのことから、調査地

域は西部から千上がり、試料採取地点も乾湿を繰り返 し、紫外線の影響を受けやすい環境へと変化

した可能性がある。また、イネ科 (40ミクロン以上)が増加傾向を示 し、近辺で稲作が始まった可能性

が示唆される。 しかし、上位のⅢ帯でイネ科 (40ミクロン以上)花粉がさらに増加し、イネ科 (40ミクロン

未満)や、ヨモギ属が減少 していることから、ここでのイネ科 (40ミクロン以上)花粉は上位の耕作層

から混入 したものである可能性もある。

(6)Ⅲ帯期 (～およそ2200yr.B.P.)

① 堆積時期

Ⅲ帯と I帯の間でおよそ2200yr.B.P.が得 られており、およそ2200yr.B.P。 までに堆積 したと考え

られる。

② 森林植生

花粉組成では再びスギ属が卓越 し、アカガシ亜属が減少傾向を、マツ属 (複維管束亜属)が増加

傾向を示す。卓越するスギは照葉樹林内に混清 していたほか、平野部にも進出し遺跡周辺の地下水

位が高く滞水しない場所に生育 していたと考えられる。また、増加傾向にあるマツ属 (複維管束亜

属)は、クロマツに由来 し海岸林として分布 していた可能性や、アカマツとして照葉樹林に混清 し

たり、アカマツニ次林として分布 していた可能性もある。
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③ 調査地近辺の植生

B PNal地点は汀線近 くにあり、オモダカ類、ガマ類や、ヨシなどのイネ科車本、カヤツリグサ

科などの草本が生育 していたと考えられる。やや離れた場所にはヨモギ類やイネ科の草本が草地を

成 していたと考えられる。一方、調査地域西部の lB区、 lC区ではⅣ帯同様に胞子の割合が高く、

草本花粉ではヨモギ属、イネ科 (40ミクロン未満)、 イネ科 (40ミ クロン以上)が高率を示す傾向にある。

したがってⅣ帯同様に、調査地点近辺は乾湿を繰り返 し、紫外線の影響を受けやすい環境であり、

稲作が行われていた可能性も示唆される。花粉化石の検出状況から、稲作の環境として、いわゆる

「湿田」は考えにくい。調査地点で稲作が行われていたとすれば、「乾田」あるいは「陸稲」であっ

た可能性が指摘される。またイネプラント・オパールの検出量が微量で、下位ではヨシ属プラント・

オパールも検出される。 したがって、稲作が成されていた期間が極めて短期間であったか、この層

準でのイネプラント・オパール、イネ科 (40ミクロン以上)花粉が、生物擾乱による上位からの混入で

ある可能性も指摘できる。

(7)7層直下層 (基本 5層)～ 6層 (基本 3層)堆積時期 (お よそ2200yr.B.P.～古墳時代)

① 堆積時期

BP陥 1で はV帯 とI帯の間でおよそ2200yr.B.P.の 望C年代が得 られている。 lB区、 lC区の

発掘調査では上位の 6層が弥生時代後期から古墳時代にかけて堆積 したと考えられている。

② 基本 5層上部堆積時期

調査地域西部の lB区、 lC区では7層 (洪水砂層 :基本 4層)に覆われ畦状遺構が検出され、
基本 5層上部が耕作層であることが分かった。この層準より上位の層準では複数の地点でプラント・

オパール分析を実施 しており、イネ起源のプラント・オパールの分布を図117の ようにまとめるこ

とができる。畦状遺構が認められたとB区の各地点、 lC区配 1地点では量が少ないもののイネプ

ラント・オパールが検出され、水田耕作が行われていたことが示唆された。一方畦状遺構が検出さ

れなかった l C ttNo 2地 点ではイネプラント・オパールは検出されず、耕作層が削平を受けている

ことが示唆された。

lC区配 1地点の花粉分析結果では、この層準の花粉化石の含有量は極めて低く、胞子化石の割

合が高い。前述のように、乾湿を繰り返し紫外線の影響を受け安い環境下で堆積したと考えられる。

また、基本 5層下部までも酸化マンガンや、酸化鉄が認められ、基本 4層 (洪水砂層)に覆われた

「田」は、「湿田」よりも「乾田」であった可能性がより高い。

③ 基本 3層堆積時 (弥生時代後期～古墳時代)

基本 3層は暗～黒色を呈 し、湿地堆積に伴う腐植の濃縮が認められる可能性があったが、表 1～

3に示した微化石概査結果のとおり腐植の濃縮は認められず、むしろ炭片の濃縮が認められた。こ

のことは花粉化石の含有量が少なく、かつ胞子化石の割合が高いことから推定される「土壌化」の

結果と一致する。またイネのプラント・オパールの検出量はさほど高くなく、上位に向かい増加傾

向を示しており、生物擾乱による上位層からの混入の可能性が指摘される。さらにススキ属プラン

ト・オパールが検出されることからも、洪水砂層 (基本 4層)の堆積後一時的に、調査地点近辺が

「荒れ地 (草地 ?)」 となった可能性が指摘される。
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(8)Ⅱ 帯期

① 森林植生

木本花粉組成では、マツ属 (複維管束亜属)、 スギ属が僅かに減少 し、アカガシ亜属が増加する。

調査地近辺が一時的にでも沼沢地となったために、調査地近辺に分布 したスギ、アカマツが減少し、

相対的にカシ類が増加 した可能性がある。

② 調査地近辺の植生

調査地域西部の lC区では草本花粉でサジオモダカ属、オモダカ属、ガマ属、キカシグサ属など

の水生植物の花粉が微量であるが特徴的に検出される。 したがって調査地近辺に、一時的に水が溜

まった可能性が示唆される。一方胞子の割合が高く、草本花粉ではアブラナ科花粉が卓越傾向にあ

るなど乾燥傾向を示唆する要素も存在する。 したがって、調査地点近辺は乾湿を繰り返すような環

境であり、時として沼沢地に、時として湿地や完全に干上がる状態になったりしたと考えられる。

イネ科 (40ミクロン以上)花粉が検出され、イネプラント・オパールも僅かではあるが検出されことか

ら、稲作が行われていた可能性も示唆されるが、花粉、プラント。オパールの検出量が少ないこと

から生物擾乱による上位からの混入である可能性が高く、この時期に稲作が行われていた可能性は

低い。

(9)I帯期 (近世頃以降)

I帯期は広域的な花粉組成の対比から、近世以降の植生を示すと考えられる。また、 a亜帯で認

められるスギ属花粉の増加傾向は近代以降 (特に戦後)の スギ植林に由来する可能性がある。以下

では、各亜帯期毎に植生変遷について述べる。

1)c亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成では、マツ属 (複維管束亜属)ん 卓ゞ越傾向にある。マツ属 (複維管束亜属)は上位

のa亜帯でも連続 して卓越傾向を示すことから、周辺の丘陵には現在認めら得るようにアカマツ林

(里山 :薪炭林)ん 分ゞ布 していたと考えられる。また、アカガシ亜属は上位のb亜帯に比べ高い出

現率を示し、照葉樹林が残存 していたことが分かる。

② 調査地近辺の植生

胞子化石の割合が減少傾向を示し、まず草本花粉が、やや遅れ木本花粉が増加する。圃場整備に

伴う人工的な堆積物の可能性が示唆されていたが、花粉組成が連続的な変化を示すことから、自然

に堆積した可能性が高いと考えられる。車本花粉ではアブラナ科の出現率が特に高く、イネ科 (40

ミクロン以上)や ソバ属を伴う。また僅かではあるがイネプラント・オパールも検出されることから、

調査地点近辺には田畑が広がっていたと考えられる。また藤田ほか (1991)の記載例に従えば、ア

ブラナ科花粉はアブラナに由来する可能性が高い。調査地点近辺で耕作が行われ、イネ、アブラナ

やソバを栽培していたと考えられる。

2)b亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成では、マツ属 (複維管東亜属)が卓越傾向にあり、アカガシ亜属花粉が低率になる。

周辺の丘陵ではc亜帯期に残存 していた照葉樹林はほとんど認められなくなり、現在認められるよ

うにアカマツ林 (里山 :薪炭林)が分布 していたと考えられる。
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② 調査地近辺の植生

草本花粉ではアブラナ科の出現率が特に高くイネ科 (40ミクロン以上)を伴うことから、調査地点近

辺には田畑が広がっていたと考えられる。 c亜帯期同様に調査地点近辺で耕作が行われ、イネやア

ブラナを栽培していたと考えられる。

3)a亜帯期

① 森林植生

木本花粉組成では、マツ属 (複維管束亜属)がやや減少し、スギ属が増加する。益田平野周囲で

は現在認められるように、アカマツ林 (里山 :薪炭林)が広く分布するほか、おそらくスギ植林が

拡大していったと考えられる。

② 調査地近辺の植生

草本花粉ではb亜帯から引き続きアブラナ科の出現率が特に高くイネ科 (40ミクロン以上)や ソバ属、

キュウリ属を伴う。b亜帯期同様に調査地点近辺には田畑が広がり、イネのほか、アブラナ、ソバ、

キュウリを栽培していたと考えられる。

まとめ

浜寄 。地方遺跡において実施された花粉分析、プラント・オパール分析結果を基に、各花粉帯毎

に堆積時期、堆積環境、古植生を推定した。主な内容は、以下の事柄である。

(1)本遺跡内の局地花粉帯として、Ⅷ～ I帯の8粉帯を設定した。また、V帯をd～ a亜帯に、 I

帯をc～ a亜帯に細分した。

(2)調査地点近辺の堆積環境、古植生についての主な内容は以下の事柄である。

① 8000yr.B.P.頃 には、すでにスギ属、アカガシ亜属が卓越傾向にあったことが明らかになった。

② Ⅶ帯期 (お よそ7500～ 7000yr.B.P.)に は、それまでの温暖化傾向から一転した冷涼化が認めら

れた。

③ 調査地近辺の現地表面は東に緩く傾斜している。この傾向は、およそ6600年前頃以降続いてい

ることが確認された。このため、東部のBPNα lと 西部のlB区、lC区で草本花粉組成の差が生じ

たと考えられる。

④ 基本 5層上部からはイネ科 (40ミクロン以上)花粉、およびイネプラント・オパールが頭著に認め

られ同層上面に認められた遺構が水田耕作に伴う遺構である可能性がより高くなった。また、

花粉の検出傾向および現地での観察から「乾田」として耕作されていた可能性が示唆された。

⑤ I帯期での作物として、イネ、アブラナ、ソバのほか、キュウリ属が確認された。
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表 1 微化石概査結果
l B ttAlo 4地点 l C ttNo l地点

試料 No 花  粉 炭 稲 物 片 I―F 藻 7A/
ス フ

Vラ
ントオ′ヽ
マール 試料 No 花  粉 炭 稲 物 片 珪  藻 火 山が ラス フ

°
ラント・オ′ヽ
°―ル

△ △ × △ × △ × ◎ △ × △

Z へ × へ × 2 ⑥ × △ O
3 ⑥ △ × ど、× × △ /＼ × (

◎ △ × △ △ △ × △ ×

⑥ へ × ∧ 5 ∧ △ × C
6 ⑨ △ × △ /ヽ × ⑨ /＼ × △
7 ⑥ ∧ × △ × へ × △ △ ×

8 ⑤ △ へ × △ × へ × ○

9 ⑨ △ △ × △ △ × ×

⑥ △ △ O 10 ∧ △ × △ ×

◎ /＼ ∧ ① △ へ × O
⑨ O △ △ × ∧ ∧ △ △ × /＼ × ×

◎ △ × △ △ × △ /＼ ① △ × △

⑨ /へ、× ∧ ∧ ∧

BPNo l微化石概査結 果
試 料 N∩ 花  粉 炭 租 物 FT IE 澳 貨 山 カ ラス フ

‐
ラント・オ′ヽ―ル 試 料 No 花  粉 灰 不遷笠

十 野  藻 うkI11カ  ラス フ
マ
ラント・オ,▼ ―ル

1 ⑨ ∧ 八 × △ △ ⑨ へ × △ × ×

2 △ △ × × ∧ O △ × ∧ △
ヘ △ × △ ⑥ へ × ○ △ △ × /へ ×ヽ

4 △ △ × × ∧ ⑥ ∧ × △
⑥ △ × △ O ⑥ ∧ × Э △

6 △ × /＼ × × ∧ ① O △ × △ ×

7 △ × △ × ⑥ △ × O /＼ ×
A× ′、× ノヘ× ⑨ へ × △ × △

9 △ × △ × △ × × ∧ ⑨ △ × ∧ × △

△ × △ × D △ ⑥ A× △ × A×
1 △ ∧ × /へ ×ヽ × △ ⑥ △ × ∧ △ ×

△ △ × × ∧ ⑨ △ × O △ × × △

◎ △ × △ △ ∧ × △ △ × ×

＼× △ △ × ⑥ /＼ × △ △ ×

×ヽ × ∧ × △ × ⑨ △ × × ∧ × △

⑨ △ × × /＼ へ × ① △ × △ /＼ /^ヽ ×

17 ⑥ △ × △ × △ △ ⑥ /へ × △ ×

⑨ /へ × ∧ ① ⑥ △ × ×

COD △ × ⑥ △ × △

⑥ ⑨ /へ ×ヽ △ △ △ ×

⑥ /ヽ × ① ⑨ △ × /＼ × ∧

⑨ △ × COD × ① △ × △ ×

⑥ △ ⑥ × ∧ △ ×

× A× ⑥ △ × △ ∧

⑥ △ × △ × ⑨ △ ×

⑨ △ × × ′、× ③ △ ×

⑨ △ × × △ × 搾、× △ △

⑥ ノ
ヘ×ヽ △ × △ × △ × △ ×

⑤ × × ∧ × △ × △

◎ △ × △ × △ × △ ∧ × ×

109 ′、× A× × ×

凡例  ◎ :十分な数量が検出できる  ○ :少ないが検出できる  △ :非常に少ない
△× :極めてまれに検出できる  × :検出できない



マツ属 (複維管東亜属)

ツガ属

モミ属

ブナ属 クマンデ属―アサダ属  ハンノキ属

アカガシ亜属  ムクノキ属一ニノキ属

スギ属 マキ属

イネ科 (40ミ クロン未満) イネ科 (40ミ クロン以上) ニ レ属―ケヤキ属 アカメガシワ属

コナラ亜属

アプラナ科

キュウリ属 ソバ属

アカザ科―ヒユ科

スケールバーは全て 0.01 mm

キク亜科

検出花粉化石
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第 3表  lA区  出土遺物観察表
図

号

挿

番

真

号

写
番 種別 器種

土

点

出

地 層 位
寸法 (cm)

杉態 。文様の特御 調 整 胎土 焼成 色調 備考
回客 器 言 廣 客

弥生土器 (底部)
(60)
不整形

外

勺
ナデ (指頭痕)
ナデ (強い)

1～ 3 mm程 農
D小石を含む

良好 に ぶ い芸 霞部外面剥離

土師器 罫 (132)
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm以 下のコ
立を含む

登

土師器 甕 (132)
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

lm程 度のD
駐を含む

良好 登～黄褐

土師器 賓
外 :ヨ ヨナデ、ナデ

内 :ナ デ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 登～責橙
器表面 はやや

摩滅 している

土師器 甕 (160)
外

内
風化により不明瞭
ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 驚橙

土製支脚 良好
にぶ い黄

燈
上支部分のみ

21 土製支脚
現存最大長
10

二又の支脚 良 好
にな い黄

橙
頃きは不明

須恵器 ? 合子 (102)
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l mm以 下 の砂
笠を合む

軟 灰 白

土師器
更
た
鉢

桐部外 面 に沈窃
(2条 )

ヨコナデ?
ヨコナデ?

l III以 下 のリ

位を含む
良好 黄橙

震面 は赤色功
針塗彩

11-10 土師器 賓 (156) 292 球状の胴部
ヨコナデ?、 ハケメ
ヘラケズリ

l mm程 度 の2
粒を含む

良好
隆～

月赤褐

21 土師器 蜜 (214) 球状の胴部
外 :ヨ コナデ、ナデ、ハケメ

内 :ヘ ラケズリ

1～ 4 mm桂 展
の砂 粒 を多 く

合む

良 貢

1212 須恵器 郭 8層 (116)
外 !回転ナデ、ヘラケズリ

内 :回転ナデ
密 軟 天

12-13 須恵器 郭 2～ 3層
外

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ
密 良好 灰

須恵器 郭蓋 (149) 令状つまみ
外

内
回転ナデ

回転ナデ
替 良好 戻～灰白

12 須恵器 琢 霊 令状つまみ
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ
雪 良好 炎灰

12■ 6 須恵 器 琢 3層 罰台を伴 う
Ⅲ:回転ナデ、ナデ
蒋:回転ナデ、ナデ

雪 良好 疋

1217 須恵器 44N 2～ 3橿 罰台を伴 う
外

為
回転ナデ後、ナデ

回転ナデ、ナデ
晉 良好 k

12-18 須恵器 邦 3層 毒台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
哲 良好 灰

須恵器
郭
(皿 ?)

3層 (130) 三台 を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
雪 良好 灰

12-20 須恵器 郭 (142) 高台を伴 う
外 :回転ナデ

内 :回転ナデ、ナデ
良好 天～灰白

須恵器 罫 2～ 3擢 (152) (108) 高台を伴 う
外 :回転ナデ
内 1回転ナデ、ナデ

密 良好 天

12-22 須恵器 罫 (154)
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

密 良好 青灰

須恵器 郭 (184)
体部は下位で屈出
口縁部は外反

回転ナデ

回転ナデ
密 良 好

須忘器 椀 ? (184)
回転ナデ

回転ナデ
密 l mm程度の

自色砂を含む
良 好 疋～灰 白

12-25 須恵器 椀 ? (196) 本部 に沈線 (2条: 回転ナデ

回転ナデ
密 良好 青灰

と2-26 須恵器 高郭 3層 本1回転ナデ、カキメ
勺:回転ナデ

良好 灰

12-27 須恵器 高郭 3層 (166)
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
良好 淡灰

12-28 須恵器 賓 (178)
口縁端部は平坦面
となる

外

肉
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 灰

12‐ 29 須忘器 墾

櫛】大上具 による瀕

状文

沈線 (4条)

外 :回転ナデ

内 :回転ナデ
密 良好 灰 頃きは推定

12-30 須恵器 甕
ヘラ結 き波状紋
沈線 (3条 以上)

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 灰 頃きは推定

須恵器 壺 ? (172) 葛台を伴 う
外

内
回転ナデ、ナテ

回転ナデ
密 良好 火

須恵器 一望
外

内
回転ナデ、ナデ

回転ナデ
密 良好 倣い線

朴

殉 大きさにつ ヽ

ては推定
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第 4表  lB区  出土遺物観察表
図
号
挿
番

真

号
写
番 種別 器種

土

点

出

地 層位 形態・ 文様の特徴 調整 胎土 焼成 色調 備考
□客

弥生土器 と霊 4層 (116)
外

内
ナデ、ハケメ、ヘラミガキ
ナデかミガキ?

1～ Z am任 隈
の 砂 粒 を多 く 良好 にぶ い黄

土師器 甕 3層 (154) 腹合口縁
外 :ヨ コナデ ?

内 :ヨ コナデ?、 ヘラケズリ

1～ 31u程凄
の砂粒を含む

良好 麦黄

土師器 覆 (148) 宴合回縁
/1:ヨ コナデ?
勺:ヨ コナデ?、ヘラケズリ

粒をわずか に

含む
良好 登

土師器 高郭
ハケメ
ナデ?

l Ha程 度 の砂

位を わ ず か に

針む

良好 炎黄

土師器 高郭 3層
外

勺
風化により不明瞭

風化により不明瞭

ほ とん ど砂粒
を含まない

良 好 炎黄

第 5表  lC区  土器溜り 出土遺物観察表
凶
号
押
番
写具

番号
種別 器種

土

占
＾

出

地 層位 形態 。文様の特徴 調整 胎土 焼成 色 調 備考

土師器 士重 Dユ

朴 :ヨ コナデ r la14ヒ It
より不明瞭

洵 :ヘ ラケズリ、ココナラ

1～ 311m程 農
D砂粒を含む

良好 陛

22‐ 2 須恵器 甕 Dl 外 :タ タキ (格子目状)

内 :当 て具痕、一部ナデ
蕗 良好 青灰 傾きは推測

22-3 土師器 甕 D2 (158)

口縁部外 国にわす

かに稜線が観察て
黄ム

外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 凄
D砂粒を含む

良好 炎黄

土師器 甕 D2 (166) 星化 した複合口穆
恥 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mla程度
D砂粒を含む

良好 炎責

土師器 甕 (150)

夏合 口縁で端罰
'によ平坦面

正HIII羽 叶ヤ

4:ヨ コナデ?
勺:ヨ コナデ?、ヘラケズリ

ほとんど砂旭
を含まない

良好

22‐ 6 土師器 士霊
夏合回縁で端部に

よ平坦面

ヨヨナデ
ヨヨナデ

1～ 3111a程度
の砂粒を含む

良好
炎黄～

月黄褐

第 6表  lC区  溝状遺構 2 出土遺物観察表
凶
号
庫
番
写真

番号
種別 器種

土
点
出
地 層位 形態・文様の特匂 調整 月台土 焼成 色調 備考

弥生土器 器台 SD2 外面には擬凹線移
e条 ?)

外

内
ナデ
ヘラケズリ

l II程 度 の砂
立を含む

良好 買黄

弥生土器 饗 SD2
外

内

ヨコナデ、 ハケメ
ヨコナデ?

l mm程 度 の砂
笠を含む

良好 ”貢
黄
淡
灰

第 7表  lC区  出土遺物観察表

翻
需

真
暑
写
碁 種別 器種

土
点
出
加 層位 杉態・文様の特鶴 調 整 胎土 焼成 色調 備考

日径 器 高 底 径

土師器 甕 3層 (182)
隻合口縁で端部に

よ平坦面

ヨコナデ
ヨコナデ

l lnn程 度 の υ

位を わず か に

含む

良好 淡黄

土師器 賓 3層 (160)
ヨヨナデ
ヨヨナデ、ナデ

1～ 2 mn程 展
の砂粒を含む

良好 天貢

土師器 甕
牛 :ヨ コナデ

勺 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 のυ

粒を含む
良好 男褐

土師器 甕 ? (178)
外

内

ヨコナデ、ナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 1nln程 度
の砂粒を含む

良好
炎黄～

嗜灰黄

土師器 士塑 2～ 3層
外

内
ナデ

粗いナデか未調整
良好 琶

土師器 一霊
外 :ナ デ、ハケメ

内 :ナ デ、ハケメ
1鰤程度 の2
統を含む

良好 炎黄

土師器 高琢 (182)
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、 ハケメ

l III程度 のI」

位を含む
良好 炎黄

26‐ 8 土師器 高郭 3層
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l nul程度 の砂
立を含む

登

土師器 高郭 (160)
外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

1血程度 の砂
笠を含む

良好 炎黄

須恵器 郭蓋 3層
日縁端部に段をお
する

外

内
回転ナデ

回転ナデ
雪 良好 寺灰

須恵器 郭蓋 3層 (138)
口縁端部に段を幸
する

外

内
回転ナデ

回転ナデ
彗 良好 寺灰

26-12 須恵器 臨 3層
尋平な球状

1位には櫛状工F 小
:回転ナデ、ヘラケズリ
勺:回転ナデ

彗 良好
”白

灰

″
入
圭
目

26-13 須恵器 甕 3層 (236) ヨ縁部に突帯
回転ナデ、タタ■(語十日状,

回転 ナデ、一部 タタ

キをナデ消 し

雪 良好 青灰
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26-14 須恵器 蓋 2層 (126) 輪状つまみ
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

ヨ 良好 天白

26■ 5 須恵器 蓋 21 輪状つまみ
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

雪 良好 青灰

第 8表  lD区  建物跡 1(lD― Dl) 出上遺物観察表
図

昇

挿

悉

真

号

写

番 種別 器種
土

点

出

地 層位
寸 法 (cll)

形態・文様の特響 調整 胎土 焼成 色調 備考
口径 器 言 度 径

土師器 士璽 Dl
朴 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ヨ ヨナデ、ハ ケメ
ヘラケズリ

1～ 3 HI程 浸
D砂粒を含む

良好 寃黄橙～
ア白

土師器 士璽 Dl 風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 3 alI桂 腰
D砂粒 を多 く
蟹才|

良好 頃き等は推定

土師器 甕 Dl
ヨヨナデ、アヽケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l IIm程 度 の塑

粒を含む
やや軟 戻白

土師器 一更 Dl (130)

小 :ヘ ラミガキ、ハケメ

付 :ヘ ラミガキ、ヘラケ
ズ リ、ナデ

1～ 2 mH程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い冨

橙
陵点はなし

土師器 一更 Dl 夏合回縁
ナデ?
ナデ?

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 浅黄橙

土師器 高郭 Dl 却部は大きく開 く
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l ma以 下 の砂
笠を含む

良好 赤

土師器 士堕 Dl 求状の胴部
ナデ、ハケメ
ナデ、ハケメ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 辰
の砂粒 を多 く やや軟 浅責橙

第 9表  lD区  建物跡 1(lD― Dl)下 層 出土遺物観察表
凶
号
揮
番
写真

番号
種別 器種

上
点
出
地 層位 形態・ 文様の特鶴 調整 胎土 焼成 色調 備考

回 径 器恵

弥生土器 甕 Dl (180) 日縁部外面に擬胆
鰤 ▼ r14条～ 15↑

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

l II程 度 の砂
笠を含む

良好 天黄

第10表  lD区  土器溜り2(lD― D2) 出土遺物観察表
凶
号
揮
番

員
号
写
番 種別 器種

土

占
（

出

地 層位 杉態・ 文様の特鶴 調整 胎土 焼成 色調 備考
口客

土師器 甕 D2 (146)
朴 :ヨ ヨナデ?
勺 iヨ コナデ?、 ヘラケズリ

イ～ 3 mmTE限
の 砂 粒 を わ サ

かに合む

良好 登

土師器 甕 D2 (136)
ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ナデ?

砂粒をほとえ
ど含まない

良好 登

土師器 甕 D2 (174)
ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 341t程 凄
の砂粒を含む

良好 登

土師器 甕 D2 (166)
ヨヨナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

粒 を含 む  5
1 Blの 小石あり

良好 登

37-5 土師器 甕 D2 (158)
ケ`メ
ケヽメ、ヘラケズリ

砂粒をほとん
ど含まない

良好 登

土師器 甕 D2 (156)
71・ :ヨ コナデ、ハケメ
付:ヨ コナデ、ヘラケズリ

砂粒 を ほとん

ど含まない
良好 登

土師器 甕 (116)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 2 ma程 度
の砂粒を含む

良好
登～

曳黄糟

土師器 甕 ? D2
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l alI以下 の2
笠を含む

やや軟 登

土師器 甕 D2 (142)

ハ :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズ 呵

1～ 3m程 度
の砂粒を含む

良好
登～

実責橙

3710 土師器 甕 D2 (184)
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 驚橙

土師器 高郭 D2 (170)
外

内

l mm以 卜の 砂
位を わ ず か に

含む

良好 登～黄橙

3812 土師器 高罫 D2 外 :ヨ コナデ?
内 :ヨ コナデ、ヘラケズ リ

l ul程 度 の砂
笠をわずか に 良好 登

3813 土師器 高郭 D2 (184) (106)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l HII程度 の砂

笠をわずか に 良子 登
啄部 と脚部 は

陵点はなし

土師器 高郭 D2 (105)
米 :ヨ コナデ?
勺 :ヨ ヨナデ?

1～ 2 ma程度
D砂粒を含む

良好 登

土師器 高郭 D2 外 :ヨ コナデ?
内 :ハ ケメ?

l nHI程度 の砂
笠を含む

良好 こぶい橙

土師器 高郭 D2
朴

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭
笠を わ ず か に

雪む

軟 登

土師器 高雰 D2 風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 の 砂
立を わ ず か に

等む

やや軟 橙
”
責
橙
浅

土師器 椀 D2 (162)
ヨコナデ?
ナデ?

l uld程 度 の砂
笠を含む

良好 橙
”
責

橙

浅
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土師器 椀

朴 :風 化 に よ 19イ 明ヽ 砺
(ナ デ ?)

勺 :ナ デ ?
笠を わ ず か に

雪む

やや軟
髯橙～

実黄橙

土師器 椀 D2 風化により不明瞭
ナデ?

l ltld以 卜の IrJ

立 を わ ず か に

蟹′ュ
良好

登～

実黄橙

38-21 土師器 椀 D2
132
～147

外

内

ヨコナデ?
ヨコナデ?

砂粒をほとス
ど含まない

良好 登

第11表  lD区  土器溜り3(lD― D8) 出土遺物観察表
図

暑

挿

懸
真
暑
写
懸 種別 器種

土

点

出

地 層位
法 (cnl)

杉態 。文様の特徴 調整 胎土 焼成 色調 備考
口径 器 恵 底 徳

40-1 土師器 甕 D8 (230)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ハケメ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程腰
D砂粒を含む

良好 橙

土師器 士霊 D8 外 :ハ ケメ

内 :ナ デ、ヘラケズリ

1～ 2111程 農
の砂粒を含む

良好 褒きは推定

40‐ 3 須恵器 甕

/1・ :タ タキ (平行 )、 一

部 カキメ

内 :当 て旦雇
密 良好 灰～青灰

ltRき は推定

平行タタキ

須恵器 饗

朴

Å
タタキ (平行)
一部ナデ

密 良好 青灰
定

キ

推

タ

は

タ

き
行

傾

平

須恵器 覆
タタ■ (平行)、 一部ナデ

当て具痕、一部ナデ
密  l EI程 度
の砂粒を含む

良好 更～青灰
傾きは推定

平行タタキ

第12表  lD区 出土遺物観察表
凶
号
輝
番

具
号
与
番 種別 器種

出土
III占 層位

寸法 (mj
形態 。文様の特8 調 整 月台土 焼成 色調 備考

底 径

弥生土器 甕 3層 日縁端部に刻み目
ヨコナデ
ヨコナデ

民
ず
に
わ珈睡聯

ｒ

Ｄ

い
良好

登～

美責橙

弥生土器 甕 ? 3層 頃部に有刻突帯
デ

デ

ナ

ナ

l HI程 度 の砂

立を含む
良 頃き等は推定

弥生土器 甕 ? 3層 頃部に有刻貼付参 Ⅲ:ナ デ
付:ハケメ、ヘラケズリ?

l Dm程 度 のV」

立を含む
良好

径、 傾 きは約
定

弥生土器 甕 ? 3層 頸部に有刻貼付鉄 朴 :ナ デ ?
勺 :ナ デ、ヘラケズリ?

l Hld程度 の砂
立を含む

良好
墨、傾きは鞠
こ

弥生土器 甕 3層 (162)
冥管 口 豚

ヨ縁部外面に擬匹
oマ ri i然、

外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ

1～ 2 Hul程 反
の砂粒 を多 く 良好 浅黄橙

弥生土器 甕 3層 (202)

貝含 口 稼

ヨ縁部外面に擬匹
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2 1ul程 凄
の砂粒を含む

良好 橙

弥生土器 甕 3層 (176)

複合 口縁

日縁部外面に擬凹線文
外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 のコ

粒を多 く含む
良好 橙

弥生土器 甕 3層 (194) 日縁部外面に擬凹線女
盲部 に醐1牢マ

朴 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

i nlI程度 のυ

粒を含む
良好 浅黄橙

土師器 甕 3層 複合回縁
剛とにより不明瞭(コ コナデ?)

風化により不明瞭(ヨ ヨナデ?)

1血以下 の2
粒を含む

良好 黄灰

1-1 土師器 甕 3層 複合口縁
/1・ :ヨ ヨナデ

勺 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm柱 展
の砂 粒 を わ す

かに合む

良好 美黄橙

1‐ 11 土師器 甕 3層
現奮 口 稼

言部に平行線文と
■・叶寸

ヨヨナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ 礎紳

”２鎚
１

の
良好 実貢橙

土師器 甕 3層 複合回縁
日縁端部に平坦騒

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l II程 度 のB
立を含む

良好
”白

灰

灰

黄
可一個体か ?

表部傾き推定

弥生土器

重

た
姦

3層
文

文

状

線
羽
沈

ナデ?
ナデ?

l mm程 度 の砂
立を含む

良 美黄橙 買きは推定

41-14 弥生土器 甕 3層 二枚貝による刺突文
外

内 ヘラケズ リ
1～ 3 mm程 度
つ砂粒を含む

良好
にぶ い妥

隆
頃きは推定

41-15 弥生土器 (底部) 3層 平底
外 ヤ ケヽメ

内 :ナ デ
の砂粒 (石英)
を多く含む

良 美黄橙

41‐ 16 弥生土器 (底部) 3層 子底
デ

デ

ナ

ナ

外

内
1～ 2 mm程度
D砂粒を含む

良 好
こぶ セヽ

登

黄
表面風化

4117 弥生土器 (底部) 8層
デ

デ

ナ

ナ

外

内

1～ 3 alm程 辰
つ砂粒 (石英) 良好 登

土師器 甕 3層 (176)
外

内

ヨコナデ、ハケメ、
ヨコナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 の靱
立を含む

良好

米国 ～

こぶ い黄
口縁部内面 に

赤色顔料塗彩

土師器 甕 3層 (146)
外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

l lnal以 下 の靱
立を含む

良好 支責橙

42-20 土師器 覆 3層 (160)
外

内

コヨナデ

風化により不明瞭

l mm程 度 のつ
立を含む

良好
こぶ い芸

登

42‐ 21 土師器 甕 3層 (161)
小 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 ma程腰
D砂粒を含む

やや軟
登～

実黄橙

42-22 土師器 甕 3層 (148)
ヨヨナデ

風化により不明瞭

1～ 2H8程壊
D砂粒を含む

良好
こぶ い妻
登
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42-23 土師器 甕 3層 (130)
口縁 端 部 に沈 務
(1条 )

外

勺
風化により不明瞭
ヨヨナデ?、 ヘラケズリ

lm程 度 の砂
笠を含む

良 好 実黄橙

28 土師器 〓霊 3層 (190)
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 のVJ

立をわずか に
蚤ナェ

良 好 負黄橙

42-25 土師器 士霊 3層 (182)
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 のつ
立を含む

良 匿

42-26 土師器 一豆 3層 (176)
郷

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

程
多
ｍ
を

３
粒
”
砂

か
やや軟 橙

42-27 土師器 士霊 3層 (210)

夏合口縁

顎部に有軸羽状文

ヨコナデ、ナデ、ハケメ
ヨコナデ、ナデ、
ヘラケズ リ

l mm以 下 の2
粒を含む

良好
橙黄

白

曳

天

42-28 土師器 甕 3層 タタキ
風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い赤

掲～橙
傾きは推定

42-29 土師器 召 3層 クタキ
ナデ?

l mm以 卜の砂
立わずか に含 長 好 頃きは推定

土師器 士更 3層 (190) 口縁端部に竹管女
日縁部内面に波状文

ヨコナデ
ヨヨナデ

l mm程 度 の 砂
立を わ ず か に 良好

土師器 一璽 8層 (162)
口縁部外面に斜准

子目状の三角文

外

勺

ヨヨナデ
ヨコナデ

1～ 4 na程度
の砂粒を含む

良好
浅 責 橙

灰白

42-32 土師器 一壺 3層 箋部に突帯
外

内

3ヨ ナデ
ヨコナデ?

1～ 2 mm程度
の砂粒を含む

良好 浅黄橙 頃きは推定

43-33 土師器 器台 ? 3層
脚部 に円形 スカ シ

(4方向)
中美 に寧剤

外

内
風化により不明瞭
ナデ

1～ 2 1un程 度
の砂粒を含む

良好 橙

43-34 土 師器 高郭 ? 3層 脚部に円形スカラ

(4方 向)
朴 :ヘ ラミガキ

勺:ハ ケメ

1～ 2m桂 浸
の砂粒 をわサ
かに合む

艮好
橙～

浅黄橙

勺面 の一部 に

色ヽ顔料塗彩

43-85 土 師器 器台 ? 3層 (96)

脚郡 に円形 スカ シ

(4方向)
中央 に穿孔

風化により不明瞭
ハケメ、ナデ?

1～ 2 mm程凄
の砂粒を含む

良好 灰白

43-36 土師器 高邪 3層 脚部に円形スカ |

(4方 向)

外

勺

ヘラミガキ、ハケメ
ヘラケズリ、ハケメ、ナデ

1～ 3 mm程度
D砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

43-37 土師器 高郭 3層 脚部に円形スカシ

(4方向)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

農

く

程

多
ｍｍ
を

２

粒
”
砂

お
良好

こぶ い黄
登

43-38 土師器 器台 3層 (108)

卿部 に円形 スカ シ

(4方向)
巾莫 に寧剤

外 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラミガキ

内 :ナ デ

1～ 3 mm程度
つ砂粒を含む

良好 実黄橙
表面 に赤色物
料塗彩

土師器
台

形

器

鼓
3層 (178)

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 のコ
立を含む

良好 莞貢橙 闘部

43‐ 40 土師器
台

形

器
鼓 3層 (204)

71 風化により小甥瞭、
一部ハケメ
ヘラケズ リ勺

1～ 2 alm程 腰
の砂粒を含む

良好 曳黄橙

43-41 土師器
器台

(鼓形)
3層 (212)

外

内

ヨ ヨ ナ デ

ヨコナデ、ヘラケズリ
1～ 2 mm程腰
の砂粒を含む

良好 浅責橙

土師器 器台 ? 3層
rl ハケメ、 ヨヨナデ、
一部未調整
ナデ々

砂

に

の

か

度

ず

程

わ
ｍ
を

か

１

笠

↑
良好

灰自～

浅黄橙

43-43 土師器 低脚郭 3層 風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm以 下のコ
立を含む

良好 実黄橙

43‐ 44 土師器 台付鉢 3層 (138)
牛:ハ ケメ、ナデ

芍:ナ デ
l II以 下 の砂
立を含む

良好

土師器 高邦 3層 外 :ヘ ラミガキ

勺 :風化により不明瞭
1～ 3 mm程度
D砂粒を含む

良好 実黄橙

3-46 土師器 高郭 3層
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l mm以 下の〕
粒を含む

良好 燈

土師器 高郭 3層
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l mm程 度 の砂
粒を含む

良 橙

土師器 高郭 3層 (125)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

ほとん ど砂粒
を含まない

良 明赤褐

43-49 土師器 高郭 3層 風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 の砂

粒を含む
良好
にぶいデ
橙

43‐ 50 土師器 高郭 3層 風化により不明瞭
ヘラケズリ、ナデ?

1～ 2 mm程農
の砂粒を含む

良好
にぶいデ
橙

土師器 高郭 3層 (109)
風化により不明瞭

風化により不明瞭

ほとん ど砂杜
を含まない

良 炎橙

43-52 土師器 (底部) 3層 霞部穿孔
外

内
ナデ
ヘラケズリ

l mm程 度 の穆
立を含む

良好 実責橙

土師器 士堕 3層 褒合口縁
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 2 mm程展
D砂 粒 を多 く 良好 登

土師器 土錘 3層 現存長38
最大幅
33 確０８

l mn程 度 の砂
立を含む

良好 実黄橙

43-55 土師器 3層 外 :風化により不明瞭
内 :指頭痕

l mm以 下 の砂
立を含む

良好 登 手づ くね成形

44-56 土師器 甕 3層 (232)
外 :ナ デ ?

内 :ナ デ、 ヘラケズリ
l mm程 度 の砂
立を含む

良 民黄褐
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44-57 土師器 甕 3層
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

5 mm大 の小石
を含む

良 炎黄

44-58 土師器 鉢 ? 3層 (162)
外

内
ナデ?
丁寧なナデ

2～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好
こぶ い貢
登～浅黄

44-59 土師器 椀 ? 3層
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

lm以 下 の砂
立を含む

やや軟 登

44-60 土師器 鼈 3層
外

内
ナデ?
ナデ?指頭痕

砂粒 をほ とん

ど含まない
良 登

土師器 竃 3層
外 :ハ ケメ、粗いナデ

内 :ナ デ、指頭痕

l mm程 度 の砂

立を含む
良 炎黄

製塩土器
3層

朴

ぬ
風化により不明瞭

風化により不明瞭

抄粒 を多 くε
I」・

不良カ
炎褐 ～ 櫓
ヤ嗜黄褐

須恵器 郭 蓋 3層 (138)
回転ナデ

回転ナデ
雪 良好 天白

須恵器 孫 3層
外

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ
督 良好 炎灰

44-65 須意器 郭 3層 (122)
口縁部は内傾気味
に立ち上がる

外

内
回転ナデ

回転ナデ
雪 良好 疋～灰白

須恵器 郭 8層 (138)
ヨ縁部は内傾気明
こ立ち上がる

回転ナデ

回転ナデ
露 良好 疋～灰 自

須恵器 郭 3層 旨台を伴 う
回転ナデ

回転ナデ
雪 良好 疋白

須恵器 杯 3層 葺台を伴 う
回転ナデ

ナデ
聾 良好 灰 白

須恵器 甕 3層 (188)
ヨ縁端部は丸くふ
くらむ

外

内
回転ナデ

回転ナデ
晉 良好 灰

14-70 須恵器 甕 3層 (184)

ヨ縁部外面に刺霙

丈
外

内
回転ナデ

回転ナデ
晉 良好 暗青灰

須恵器 郭 3層 罰台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ
野 良好 灰 白

44-72 須恵器 琢 3層 言台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
雪 良好 灰

44-73 石器 石包丁 3層 囃側
最大幅 最大厚

04 ]部研磨
t端部ほか欠

第13表  lF区  土器溜り2(lF― D2) 出土遺物観察表
図

号

挿
番

真
号
写
番 種別 器種

土

占

出

酌 層位 形態 。文様の特徴 調 整 胎土 焼成 色 調 備考

土師器 甕 D2 (144)
外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

～2 1am程度 ¢

少粒を含む
良好 橙

”
黄

橙

浅

土師器 餐 D2 (148)

外 ヨコナデ、一部風イ[
により不明瞭
ヨコナデ、ヘラケズリÅ

～3 mm程 度 ¢

少粒を含む
良好

に ぶ い要

橙～
匪苦想

土師器 甕 (158)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

をmm程度の砂粒
を含む

良好 実責橙

土師器 甕 (164)
外

内

′ヽケメ、 ヨコナデ
ヨコナデ、ナデ

1～ 2 mm程 度 ¢

砂粒を含む
良好

妄黄 橙 ～

天白

土師器 甕 (168)
外 :ヨ コナデ、ナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度¢

砂粒を含む
良好 登～灰黄

土師器 甕 D2
外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 nm程 度 ¢

砂粒を含む
良好 橙

土師器 饗 D2 (178)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ

lmm程度の砂粒
を含む

良好 登

土師器 饗 (150)
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 2m程度 の
砂粒を含む

良好
黄橙～

浅黄橙

土師器 甕
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 mm程 度 の

砂粒を含む
良好

黄橙～

浅黄橙
傾 きは推定

48-10 土師器 甕
外 :風化により不明瞭
内 iナ デ、ヘラケズリ

1～ 3mld程 度 の

砂粒を含む
良好

土師器 甕
朴 :ハ ケメ

勺 :風化により不明瞭
1～ 5 mm程 度 の

砂粒を含む
良好 曳黄橙

土師器 一更 D2
風 4とによ り小明瞭

表面剥離 によ り不明
膳

1～ 2 HIIn程 度
の砂粒を含む

良好 橙～責橙

土師器 蟹 ? D2
外

内
風化により不明瞭
ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

やや軟 ”
橙
橙
責
貢
浅

土師器 一霊 D2 102
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2m程 度
の砂粒を含む

良好
登～

曳責橙

49-15 土師器 甕 D2 (112)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mld程度
の砂粒を含む

良好
橙～

にぶい橙
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49-16 土師器 甕 D2 (146)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

やや軟

蔭～

に ぶ い 赤

土師器 霊 ?
外 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズリ

1～ 5 mm程 度
の砂粒を含む

良好
煮橙～

麦黄橙

内面 に赤色功

料

土師器 士璽 D2 外 :風化により不明瞭
内 :ナ デ、ヘラケズリ

つ砂粒 をわサ
いに含む

良好
表黄 橙 ～

麦責

土師器 甕
風化により不明瞭
ナデ

1～ 3 mm程 腰
D砂粒を含む

良好
曳責 橙
疋白

手づくね成元
か?

49-20 土師器 甕 D2 (166) 複合 回縁
ヨコナデ
ヨコナデ

l lnm以 下 の靱
笠を含む

良好 天白

土師器 一壼 D2 退化した複合回穆
か?

ヨヨナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mI程 農
つ砂粒を含む

良好 橙
”
黄

匿

曳 ふ色顔料

49-22 土師器 一壺 D2 退化 した複合日務
外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ、ハケメ

1～ 3 mm程 凄
D砂粒を含む

良好 橙

49-23 土師器 士豆 星化 した複合口協
外 :ヨ ヨナデ?
内 :ヨ コナデ?、ヘラケズリ?

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好
匿～

妄責橙

土師器 甕 ? (120) 量化 した複合口縁
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

やや軟

49-25 土師器 と蔓 (120) 屋化 した複合回縁
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 211m程 度
の砂粒を含む

長 好

土師器 一霊 D2 (214) 腹合口縁
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 戻白

土師器 高1/1
外

内

ヨコナデ、 ナデ
風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好
黄橙～

実黄橙

50-28 土師器 高郭 D2 (212)
ヨヨナデ、ナデ、ハケメ
ヨコナデ、ハケメ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好
や
白

登

天

50-29 土師器 高郭 178 風化により不明瞭
ナデ、ハケメ

1～ 3 mm桂度の

少粒を含む (8
,mの小石ふめヽ

良好 浅黄橙

土師器 高郭 (182)
ヨヨナデ
ヨヨナデ、ナデ

1～ 2 mm程 悽
D砂粒を含む

良 好 浅黄橙

土師器 高罫
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 2 1dI程農
の砂粒を含む

良好 橙

50‐ 32 土師器 高郭 D2 (176)
ヨコナデ
ヨコナデ

砂粒 をほとん

ど含まない
良好 浅黄橙

土師器 高 郭
4:ナ デ、ハケメ
勺:ヨ コナデ、ナデ

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好
黄橙～

浅黄橙

50-34 土師器 高郭 D2 外 :ヨ コナデ

内 :ナ デ

1～ 41m程度
の砂粒を含む

良好 橙
”
黄

琶

美

土師器 高郭 (166)
外

内

ヨヨナデ、ナデ

ナデ

l mm以 下 のD
位を含む

良好
橙～

浅黄橙

土師器 高郭 D2 (178)
外

内
風化により不明瞭
ナデ?

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 登

土師器 高 郭 D2 ア^
デ

ナ

ナ

外

内
ケヽメ

密  l mm以 下
の砂 粒 を わ ず
るゝに
=営
ユ,

良好

蔭～

に ぶ い 黄

土師器 高 郭 D2
朴 :ヨ ヨナデ、 ナデ、
ハケメ

芍 :同 イLJこ 止 めス日月騰

1～ 3 mm程 壊
の砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

50-39 土師器 高郭
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 3 mm程 腰
D砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

土師器 高郭 (192)
(124～
128)

小 :ヨ ヨナデ、ハケメ

付 :ヨ コナデ、 ハケメ、
ヘラケズ リ

l mm程 度 のコ
立を含む

良好 実黄橙

土師器 高邪
外

内
ナデ?、 ハケメ?
ナデ、ハケメ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程 壊
D砂粒を含む

良 好 登

50-42 土師器 高lT
外

内
風化により不明瞭
風化により禾明瞭

1～ 2 1am程度
D砂粒を含む

やや軟 登

51-43 土師器 高杯
却部に円形スカシ

i4方 向)
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 mm程 凄
D砂粒を含む

良好
”
橙

51-44 土師器 高拓
外 :風化により不明瞭
内 :ナ デ ?、 ヘラケズリ

l mm以 下 のB
眩を含む

良好
甍橙～

美黄橙

51-45 土師器 高郭
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 1am程度
の砂粒を含む

良好 橙

51-46 土師器 高郭
外 :ナ デ?
内 :風化により不明瞭

l mm以 卜の 砂

粒 を わ ず か に

合む

良好 陛

5147 土師器 高郭 D2
ハ

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm以 下 の砂
位を含む

良好 ”
橙

橙

黄

5148 土師器 高郭 D2 (106)
外

内
風化により不明瞭
ハケメ、ケズリ

l mm以 下 の1/1

立を含む
良好

橙～

浅黄橙

底部 は大 き く

歪む

51-49 土日F器 高郭
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好
橙～黄橙
～黄灰
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土師器 高 杯 D2
外 :ヨ ヨナデ、ナデ

内 :ヨ コナデ、ナデ、ヘ

ラケズ リ

l mm以 下 の砂
立を含む

良好

土師器 高郭 D2 外 :ヨ コナデ、ナデ?
内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

51-52 土師器 高郭 D2 朴 iナ デ ?
勺 :風化により不明瞭

l mm程 度 の砂

位を含む
良好

5036と 同一t
体の可能性

51‐ 53 土師器 高郭 D2 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好 喚黄橙

5154 土師器 高 琢 D2 外 :ナ デ ?
内 :風化により不明瞭

l mld程 度 のv」

位を含む
長 好 黄橙

51-55 土師器 高郭 D2 風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 の砂
rtを
含む

良好
淡橙～

浅責橙

5156 土師器 低脚邪 ?
ア^

ア^

ナ

ナ

l nm程 度 の砂
位を含む

良好 明赤褐

51-57 土BF器 鉢
霞部に直径 841¢

字子L
Ⅲ:ナ デ、ハケメ
付:ナ デ、ハケメ

1～ 2 nm程 康
の砂粒を含む

良好 浅黄橙

51-58 土師器 鉢 ? 81
ナデ

ナデ

l II程 度 の砂

立を含む
良好 浅黄橙

51-59 土 師器 椀 ? D2 ホ:ヨ ヨナデ、ハケメ
勺:ヨ ヨナデ、ナデ

1～ 21m程度
D砂粒を含む

良好
にぶ い方

褐

土師器
(小型壷)

D2
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ?、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 農
D砂粒を含む

良好 完貢橙
子づ くね成 光
こ近 い

土師器
(小型壷)

外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 4dl程度
D砂粒を含む

やや軟 彗
子づ くね成 形
こ近 い

土師器
(小型重)

D2 外 :ナ デ ?
内 :風化により不明瞭

l mm程 度 のυ
笠を含む

良好 橙
手づ くね成形
こ近い

土師器
(小型壺)

D2 外 :風化により不明瞭
内 :ナ デ?

1～ 4剛程度
の砂粒を含む

良好 ”
橙
橙
黄

子づ くね成形
こ近い

土師器
聾?
(小型壺)

(76)
ハ

内
ナデ、ハケメ
ナデ、ヘラケズリ、ハケメ

1～ 3 mm程 凄
の砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

手づ くね成形
こ近い

土師器
(小型壷)

D2
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ナデ?

l mal程 度 の2
粒を含む

良好 完黄橙
子づ くね成 影
こ近 い

,2-6て 土師器
(小型壺)

D2 70
外

内
ナデ?、 ハケメ
ナデ

l mm程 度 の砂
粒を含む

農好 炎黄
手づ くね成形
に近い

土師器
壷

(小型壺)
D2

ハケメ

ナデ

l mm以 下 の砂

粒を含む
良好

登～

美黄橙

手づ くね成彪
に近い

土師器
(小型壷)

D2 風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好 登
手づ くね成形
に近い

52-69 土師器
(小型壺〕

D2
ナデ
ナデ、ヘラケズリ

l lfI程 度 の移

粒を含む
良好 炎黄

手づ くね成元
に近い

52-70 土 師器
(小型壺:

デ

ア^

ナ

ナ

■

勺
ほとん ど砂粒
を含まない

良好
こぶ い黄

登

手づ くね成元
に近い

52-71 土師器
(小型こ

D2
外

内
ナデ、ハケメ

ナデ

l mm程 度 の砂
立を含む

良 好 炎黄
手づ くね成元
に近い

52‐ 72 土 師器
壺

型ヽ
D2

外

内
ナデ?
未調整?

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良 驚橙
手づ くね成元
に近い

52-73 土師器
(小型壷

外

内
風化により不明瞭
ナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好
”
黄
橙

い

黄

ぶ
手づ くね成光
に近い

土師器
(小型壷

外

内

ヨコナデ

ナデ、粗いケズ リ

l mm程 度 のを

笠を含む
良 炎黄

手づ くね成元
に近い

52-75 土師器
(小型重)

D2
外

内
風化により不明瞭
ナデ

1～ 3 mm程 腰
D砂粒を含む

良好 登
手づ くね成形
に近い

52-76 土宮F器
(小型壺)

外 :ナ デ、ハケメ

内 :ナ デ、ハケメ
l mm程 度 のコ
立を含む

良好
完黄橙～

天白

手づ くね成元
に近い

52-77 土自T器
(小型壺)

外

内
風化により不明瞭
ナデ?、 ハケメ

l alD程度 のつ
笠を含む

良 好
鷺橙～

党黄橙
手づ くね成形

土師器
(小型三)

D2 (47)
外

内
風化により不明瞭
ナデ、アヽケメ

1～ 2 mm程 腰
D砂粒を含む

良好 完黄櫓
子づ くね成形

本面 に一部)

土師器
(小型壺)

D2 外 :風化により不明瞭
内 :ナ デ

1～ 3 mm程 膜
D砂粒を含む

良好 匿 手づ くね成形

土冑下器
デ

デ

ナ

ナ

外

内
l mll以 下 のつ
笠を含む

良好 橙 手づくね成形

土師器 D2 82 外 :風化により不明瞭
勺 :ナ デ

l mm以 下 の砂
立を含む

良好 橙 子づ くね成形

5282 土師器
外 :ハ ケメ

内 :ナ デ

1～ 2 dI程 展
D砂粒を含む

良好
橙～

にぶい褐
子づくね成形

52‐83 土師器
外 :ナ デ、底部はハケメ

内 :ナ デ、一部未調整

l mm程 度 の V1/

立を わ ず か に

冬ナ,
良好 淡 貢 子づくね成形
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52-84 土師器 D2 47
71iハ ケメ

有 :ナ デ、ハケメ
l IB程 度 のB
粒を含む

良好 天黄褐 子づ くね成形

52-85 37 土師器 D2
外

内
ナデ、粗いケズリ
ナデ

l mm以 下 の砂
位を含む

良好
にぶ い要

橙～黄灰
手づ くね成形

土師器 D2
デ

ア^

ナ

ナ

外

内
)5～ 2 mm程腰
つ砂粒を含む

良好
にぶ い黄
笹

手づくね成形

土師器
(小型壺 複合日縁

米 ヨコナデ、月同部 は厘

化により不明瞭
ヨヨナデ、ナデ勺

l mm以 下 の2
立を含む

良好

火日 ～

こぶ い黄 手づくね成形

52-88 土師器 ナデ
ナデ

l rn程 度 の砂
立を含む

良 好 浅黄槽 手づくね成形

52-89 土師器 D2 77
朴 :租 いナデ、 ハ ケメ
指頭痕

勺 :粗いナデ

l mn程 度 の砂
粒を含む

良好 淡黄 子づ くね成形

52_90 土師器
(小型壺)

D2 外 :ナ デ

勺 :ナ デ、一部未調整

l mm程 度 の砂
笠を含む

良好 橙 手づ くね成形

土師器 D2 ア^
デ

ナ

ナ

外

内
l mm以 下 の砂
笠を含む

良好
にぶ い妥
燈～黄灰

手づ くね成形

53-92 土師器 士璽 D2 3層
外

内

ハケメ

ナデ、ハケメ
1～ 4 mm程 度
の砂粒を含む

良好
麦黄 橙 ～

戻白

第14表  lF区  土器溜り3(lF― D3) 出上遺物観察表
図

号

挿

番

真

号

写
番 種別 器種

土
点
出
地 層位 形態 。文様の特つ 調 整 丹台土 焼成 色調 備考回径 器 高 底 径

土師器 甕 D3 (202)
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ ヨナデ、ハケメ、
ヘラケズ リ

1～ 24n程度
の砂粒を含む

良好 に ぶ い 方
福

土師器 甕

外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ナ デ、ハケメ、ヘラ
ケズリ

1～ 4 mm程 壊
の砂粒を含む

良好 橙
”
黄

登

麦

同一個体か

土師器 甕
外

内

ハケメ
ナデ、ヘラケズリ

1～ 4 mm程 農
つ砂粒を含む

良好
登～

美黄橙

土師器 甕
4 ヨヨナデ、一部風イt
により不明瞭
ヨヨナデ?、ヘラケズリ勺

1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む

良好 瞳

55-5 土師器 餐 D3 (149)
風化により不明瞭
ナデ?、 ヘラケズリ?

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好

橙 ～

に ぶ い デ

緒

土師器 甕 D3 (158)

外

勺

ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ハケメ、ベラ
ケズリ、ヘラケズリ格ナデ

1～ 2 mm程度の
砂粒を含む (6 良好 にぶい橙

55-7 土師器 一堕 D3
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好
黄橙～

灰白

55-8 土師器 甕 D3
米 :ヨ コナデ、ハケメ

為 :ヨ コナデ、ヘラケズ

リ、ナデ (指頭痕)

1～ 2 mm程 凄
D砂粒を含む

良 ”
橙

橙

黄

土師器 鶉帥
D3 風化により不明瞭

強いナデ(指頭痕)

1コm以 下 のコ
粒を少量含む

良好
一
橙

隆

黄

5610 土師器 笠 ? D3 外 :ヨ コナデ?、 ハケメ?
内 :ヘ ラケズ リ

l mla程 度のコ
粒を含む

良好 喪責橙
器表面 は全η
的に摩滅

56-11 土師器 士霊 D3 (200) 複合日縁

外
内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ナデ、
ケメ、ヘラケズ リ 朧釣

ｍ
を”４蠅

１

の 良好
匿～

曳責橙

土師器 士霊 D3 (184) 退化 した複合口縁
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 2 dlrd程 辰
の砂粒 を多 く 良好 橙

¨
責
橙
浅

5713 土師器

一堕 D3 (635)
榎合口縁
口縁端部は平坦琶

外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程 壊
D砂粒を含む

良好
実黄 橙 ～

天白

同一個体か

D8
外

内
ナデ?、 ハケメ
板状工具によるナデ

登～

麦責橙

土師器 高1/K (180) 風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 311E程 度
D砂粒を含む

良好

土師器 高郭 D3 114
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 3 mnl程度
の砂粒を含む

良好 黄橙

58■ 6 土師器 高郭 D3
外
内
風化により不明瞭
ナデ?、 ヘラケズリ
ハケメ、一部夫調整

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 浅黄橙～
苦匪

58-17 土師器 高郭 D3 (172)
外

内
風化により不明瞭
風化により不明瞭

1～ 4 mm程 度
D砂粒を含む

良好 橙

58-18 土師器 高郭
朴 iハ ケメ

勺 :ヨ コナデ ?、 ナデ、
ハケメ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 橙

58‐ 19 土師器 高郭 (160)
外

内
風化により不明瞭
ヘラケズ リ

l mm以 下 のワ

粒を少量含む
良好 ”

橙

橙

黄

土師器 高 郭 (206)
外

内

ハケメ

風化により不明瞭

1～ 2 mm程 凄
の砂粒を含む

良好
登～

麦黄橙

土師器 高 郭
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ナデ

l mm程 度 の 砂
粒 を わ ず か に
全をナェ

良 好
登～

支黄橙

58-22 土師器 高郷 172 124
朴 :ヨ ヨナデ、 ナデ

勺 :ヨ コナデ、 ナデ、
ヘラケズ リ

l mm以 下 の砂
立をわずか に 良好

登～

曳黄橙
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58-23 土師器 高郭 D3 (184)

米 :ヨ ヨナデ、ハケメ

有 :ヨ ヨナデ、 ナデ、
ケメ

l mm程 度 のD
粒を含む

良好 にぶい橙

58-24 土師器 高不 D3 (153) 100
朴

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 のと

粒を含む
良好 橙

58-25 土師器 高郭 D3 (154)
外

内
厠ヒにより不明瞭(一部ナデ?)

厠により不明瞭(→邪ナデ?)

l III以 卜のυ

粒をわずか に 良 好
橙～

浅黄橙

59-26 土師器 高邦 D3 112 脚端部
に沈線 (1

条)

外 :ヨ コナデ、ナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mln程度
の砂粒を含む

良好
”
白

59-27 土師器 高 罫 118
外 :ヨ ヨナデ、ナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

l mm以 下 の砂

粒を含む
良好 登

59‐ 28 土師器 高 郭 (104)

朴 :ハ ケメ

勺 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 曳黄橙

59-29 上師器 高郭
外 :ヨ コナデ、ナデ?
内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

l lml以 下 の砂

粒を含む
良好

登～

実黄橙

59-30 土師器 高郭 D3
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 3 an程 度
の砂粒を含む

良 好 鷺橙

土師器 高不 (118)

外

内
風化により不明瞭
ヨコナデ?、 ナデ、
ヘラケズリ?

l mm程 度 の2
粒を含む

良好
”
橙

登

驚

59-32 土師器 高LIN D3
外

内
風化により不明瞭
ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良 好 登

59-33 土師器 高雰
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 登

59-34 土師器 鉢 D3
外 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズリ

l mm程 度のコ
立を含む

良好
隆～

にぶい橙

土師器 鉢
外

内

ヨヨナデ?、 ハケメ
ヨコナデ?、ヘラケズリ

l II程 度 のワ

立を含む
やや軟

黄橙～

炭黄橙

土師器 一車

斗 |ハ ケ メ

蒋 :ナ デ (指頭 痕 )
ラケズ リ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好
登～

実黄橙

土師器
(小型壺)

D3
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 3 mm程 展
D砂粒を含む

浪
”
橙

橙

黄

黄

浅

;9-38 土師器
(小型壺)

‖ :ヨ コナデ、ハケメ

勺:ヨ コナデ、ナデ (キヒ
頭雇)

l mm程 度のつ
立を含む

良好

l_k東礎～

にぶ い妥

土師器
(小型壺)

風化により不明瞭
ナデ?、 ヘラケズリ

l mm程 度 の砂

立を含む
良 橙

土師器
(小型壺)

D3

ハケメ
ヨコナデ、ナデ、
ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
つ砂粒を含む

良好
黄橙～

浅黄橙

土師器
(小型壼)

D3 (100)

ハケメ

ナデ、ハケメ、
ヘラケズ リ

l Fm以 下 のD
立を含む

良 好 浅黄橙 頃きは推定

59-42 ±8下器
(小型壺)

D3 82
風化により不明瞭
ナデ

l mm程 度 の砂

立を含む
良好 橙

土師器
(小型壺)

D3 77
l mm程 度 の砂

粒を含む
良 好 橙

手づ くね成カ
に近ヽヽ

土 師器 D3
ナデ

粗いナデ

l mm程 度 の砂

粒を含む
良好 黄橙 手づ くね成形

50-45 土師器 D3
外

内
風化により不明瞭
ナデ?、 ハケメ?

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良
橙～

黄橙
手づ くね成形

土師器
風化により不明瞭

ナデ

l mm程 度 の砂

舷を含む
良好 手づ くね成形

土師器
朴 :ナ デ ?

内 :ナ デ、指頭痕

l mm桂 度 の 砂

立を わ ず か に 良 好
”
白

登

疋 手づ くね成形

60-48 土師器
デ

デ

ナ

ナ

朴

為

l mm程 度 の砂

立を わ ず か に 良好 実黄橙 手づ くね成形

60-49 土師器 (底部)
外 :ナ デ

内 :ナ デ、ヘラケズリ

1～ 3 mnI程 度
D砂粒を含む

良好
”
白

登

え

60-50 須恵器 甕 D3
外

内
タタキ

ナデ
雪 良好

嗜青 灰 ～

青灰
傾 きは推定

須恵器 饗 D3
外

内
タタキ
ナデ

雪 良好
明青 灰 ～

青灰
傾 きは推定

第15表  lF区  土器溜り4(lF― D4) 出上遺物観察表
図

号

挿

番

真
号
写
番 種別 器種

土

点

出

地 層位
寸法 (枷

形態 。文様の特徴 調整 胎 土 焼成 色調 備考
口径 琴 高 底 径

土師器 〓霊 夏合 回縁
外

内

ヨコナデ?
ヨヨナデ

l mm以 下 のつ

笠を含む
良好

橙～

浅黄橙

土師器 賓 (150)
外

内

ヨコナデ?、 ハケメ?
ヘラケズリ?

l mm以 下 のコ

立を含む
良
明赤 褐

匿

待表向 は全捌

向に風化が麹

土師器
(小型壺

D4
外 :ナ デ ?
内 :ナ デ、ヘラケズリ

l mm程 度 の り

立を わ ず か に

雪む

良好
一
白
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48 土師器
(小型壷

外

内
風化により不明瞭(一部ハケメ)
風化により不明瞭(一部ハケメ)

l mal以 下 の 砂

粒 を わ ず か に
合お

良 橙

希表画は全コ
勺にEMヒ が進

土師器
(小型壺

D4
米 ヨヨナデ、胴部は口

化により不明瞭
風イヒによめス叩騰A

l mm以 卜のυ
位を わ ず か に

雪む

良 橙

善表面は全コ
均イこ風化が飽

土師器 椀 D4 (156)
ハケメ
ナデ?

l mm程 度 の り
立を わ ず か に

針む

良好
橙～

にぶい橙

62-7 土師器 椀 (138)
風化により不明瞭
風化により不明瞭

l mm以 下 の砂
立をわずか に 良好

にぶ い橙
～浅黄橙

朴面 には赤∈

頃料

土師器 椀 D4 小 :ナ デ、ヘラケズリ

勺:ナ デ ?

砂

に

の

か

下

ず

以

わ
ｍ
を

か

１

位

今
良好

完黄 橙 ～

疋白

±8T器 鉢
外

内
ナデ (指頭痕)
ナデ (指頭痕)

ほとん ど砂粒
を含まない

良 登 手づ くね成形

62-10 土師器 高堺 D4 外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

l mm以 下 の砂

粒を含む
艮 登

62■ 1 須恵器 甕 D4 外 タタキ
当て具痕内 |

密 頃きは推定

第16表  lF区  出土遺物観察表
図

号

挿

番

真

号
写
番 種別 器種

土

点

出

地 層位 形態 。文様の特料 調 整 月台土 焼成 色調 傭 考口 径

弥生土器 甕 3層 顎部に有刻突帯
風化により不明瞭

風化により不明瞭

1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好 天白 頃きは推定

弥生土器 甕 3層 頃部に有刻突帯
風化により不明瞭
ナデ、一部ハケメ

1～ 4 mm程 凄
D砂粒を含む

良好 橙
”
黄

橙

浅 硬きは推定

弥生土器 甕 3層 言部に刺突文
外

内

ヨコナデ

風化により不明瞭

1～ 3 mm程 隈
つ砂粒 を多 く やや軟 櫓 頃きは推定

弥生土器 饗 3層 頃部に有刻突帯
外

内
1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好
登～

天白
傾きは推定

65-5 44 弥生土器 甕 ? 3層 頃部に有刻突帯
外 iハ ケメ、ヘラミガキ

内 :ナ デ、ハケメ

1～ 2 mm程 凄
D砂粒 を多 く
争オュ

良好

弥生土器 甕 3層 (134)
朴 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズリ

捜
く
桂
多
卿
を
３
粒
¨
砂

む

１
の
含

やや軟 兎白

弥生土器
器台

(鼓形)
8層 擬凹線文

デ

ア^

ナ

ナ

外

内
1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好 入 自 傾きは推定

65-8 土師器 饗 3層 (186) 複合日縁
ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l mm以 下 の砂
立を含む

良好
浅 責 橙 ～

灰白

土師器 詈 3層 (162) 寅合日縁
ヨ コ ナ デ

ヨコナデ、ヘラケズリ
l mm以 下 の砂
立を含む

良好 浅責橙

65■ 0 土師器 甕 3層 (174) 腹合口縁
ヨコナデ
ヨヨナデ

l mm以 下 の 砂
立を わ ず か に 良好 灰黄褐

土師器 甕 3層 (166) 複合口縁
外

勺

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

り
に
の
か
に
ず
以
わ
ｍ
を

む

１
粒

含
良好 橙

”
黄

登

実

65-12 土師器 甕 3層 (168)
複合口縁
日縁端部は平坦面

外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

I mm程 度 の り
粒 を わ ず か に

含む

良好
にぶ い程
～灰黄褐

65-13 土師器 甕 3層 (166) 複合口縁
朴 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ヨ ヨナデ、ナデ、
ヘ ラケズ リ

1～ 2罰D程 度
の砂粒を含む

良好 実貢橙

〕5-14 土師器 甕
複合日縁

肩部に刺突文

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 の砂
立を含む

良好
ヽ
黄
橙

い

責

ぶ

土師器 歪 3層 (188) 宴合□縁

ヨコナデ、 ナデ後 ヨ

コナデ (指頭痕 )
ヨヨナデ対

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 美黄橙

土師器 甕 3層 (268) 夏合 回縁
ヨコナデ、ハケメ
ナデ?、 ヘラケズリ

1～ 2 mm程 辰
D砂 粒 を多 く
針オェ

良好 疋白

66-17 土師器 士堕 3層 (114)
度合口縁

支】犬)((2夕鵞?)

外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l mm以 下 のコ
笠を含む

良好 曳黄橙

66-18 48 土師器 士蔓 3層 (154) 175 夏合 日縁

外 :ヨ コナデ、ハケメ?
内 :ヨ コナデ、ナデ (キ:
0百】有ヽ

1～ 2 mm程 悽
D砂粒を含む

良好
橙～

浅黄橙

6719 土師器 姜霊 3層 (212) 腹合日縁
外 :ヨ コナデ

内 :風化により不明瞭
1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む

良好 ”
橙

橙

黄

67-20 土師器 一壺 3層 (238)

複合 日縁

口縁端部 は平坦面

を有す る

外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ

l mal以 下 の砂
立を含む

良好

炭貢 橙 ^
にぶ い芸

土師器 一霊 3層 (274) 47-48 有軸羽状文
ヘラ構き沈線

外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ?

l mm程 度 の砂
粒を含む

良好 炎責

土師器 甕 3層 (150)
口縁端部外面に

'線?(1条 )

デ

デ

ズ

ナ

ナ

ケ

ヨ
　
ヨ
　
ヘ

ケ`メ

ケヽメ、
l mm以 下 の砂

粒を含む
良好

登～

美黄橙

土師器 甕 3層 (154)
ヨヨナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好
こぶ い

登

黄

68-24 土師器 甕 3層
■ :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ヨ コナデ、ハケメ
ヘラケズ リ

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 匿
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68-25 土師器 饗 3層 (174)
ヨヨナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ?

l IB以 下のυ
立を含む

良好 黄橙

土師器 甕 3層 言部に刺突文
朴 :ハ ケメ

Å :ナ デ ?、 ヘラケズ リ

1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む

良好

隈貢 橙 ～

にぶ い黄
傾 き、 径 と

に推定

土師器 甕 3層 (140)
外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

ほとん ど砂粒
を含まない

良好

讚～

に ぶ い 黄

土師器 甕 3層 (174)

琳 :ヨ コナデ、ハケメ

有 :ヨ ヨナデ、ハケメ、
ヘラケズ リ

l mm程 度 の砂

笠を含む
良好

登～

美黄橙

〕8-29 土師器 蜜 3層 (182)

朴 :ヨ ヨナデ、ハケメ

心 :ヨ ヨナデ、ナデ、
ヘラケズリ

1口m以 卜の砂
立を わ ず か に 良好

黄灰 ～ 灰

白

58-30 土師器 賓 3層

ヨコナデ、ハケメ

ヨヨナデ、一部風■
により不明瞭

l mm以 下 のυ

立を少量含む
良好

45 土師器 甕 3層 (172)

米 :ヨ ヨナデ、ハケメ

勺 iヨ ヨナデ ?、 ハケメ
ヘラケズ リ

l mm以 下のυ
立を含む

良好 月赤褐

土師器 甕 3層 (184)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

141d以 卜の 1/J

立を わ ず か に

餅む

良好

蔭～

に ぶ い 赤

土師器 甕 3層 (146)

ヨヨナデ、ハケメ

ナデ、ハケメ、
ヘラケズ リ

l lm以 卜の砂

笠をわずか に
蚤才,

良好
登～

麦黄橙

土師器 饗 3層 (116)
風化により不明瞭
ナデ、ヘラケズリ

1～ 2 nm程 度
D砂粒を含む

良好
にぶ い黄

橙

土師器 甕 3層

ヨコナデ、フ＼ケメ
ヨコナデ、ヘラケ

リ、ナデ (指頭痕)

l mla以下 の砂

笠をわずかに 良好

にぶ い橙
～ イこぶ い

土師器 甕 3層
風化により不明瞭

風化により不明際
を含む(5 mm程 度互

小石もわずかにあり|

良好 ”
橙

橙

黄

黄

浅

土目市器 士霊 8層 ヨ縁端部は平坦洒
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ハケメ

υ

に

の
か
卜
ず
以

わ
ｍｍ
を

む

１
立

等
良好

に ぶ い橙

～ に ぶ い

苦膳

〕9-3〔 土師器 甕 3層 (156)

朴 :ヨ コナデ、ハケメ

均 :ヨ コナデ、ハ ケメ、
ヘラケズリ、ナデ争旨函雇

1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む。

良好 登

土日T器 甕 3層 (136)
朴 :ヨ コナデ?
内 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 のU
立を含む

良好
安黄 橙 ～

炎橙

土師器 甕 3層 (172) (357)

ヨコナデ、
ヨコナデ、
ヘラケズリ

ケ

ア^

ハ
ナ

1～ 4 mm程 凄
の砂粒を含む

良好 曳貢橙
接点は認めら
れない

土師器 高郭 3層 (168)
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭
位を わ ず か に

雪む

良好

残 東 種 ～

に ぶ い 黄

土師器 高郭 3層
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ハケメ
1～ 3 mm程 農
つ砂粒を含む

良好 橙

土師器 高邪 3層
外

内

ヨコナデ?、 ハケメ?
剥離により不明瞭

ほとん ど砂在
を含まない

良好
橙～

にぶい橙

土師器 高 不 3層 (212)

外 ヨコナデ、ナデ、ハケメ

ヨヨナデ、ナデ (指内 :

l mm以 下 の靱

位を含む
良好

にぶ い赤

褐

土師器 高郭 3層

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、一部風化
により不明瞭

1～ 2 mm程 壊
の砂粒を含む

良好
にぶ い程
～橙

土師器 高邪 3層 (204)
外 :ハ ケメ

内 :風化により不明瞭
l lnlB以 下 の辺
笠を含む

良好 陛

土師器 高郭 3層 (168)

琳

勾

ヨヨナデ、ナデ・r
ヨコナデ、ナデ、ヘラ

ケズリ、一部夫調整

ほとんど砂X
を含まない

良好
登～

実黄橙

土師器 高雰 3層
沐 :ヨ コナデ、ハケメ

再 :ヨ ヨナデ、ナデ、
ヘラケズ リ

1～ 241程層
の砂粒を含む

良好
鷺橙～

実黄橙

土師器 高郭 3層
却端部に沈線状の

室み (1条 )
外 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 2m程 度
の砂粒を含む

良 好
ふ褐～
実黄橙

土師器 高郭 3層
デ

デ

ナ

ナ

外

内 ヘラケズリ

l mm以 下 の砂

粒 をわずか に 良 好
実黄 橙

尺白

「0-51 土師器 鉢 3層
外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

1～ 2 nm程 度
の砂粒 を多 く 良 好 麦黄橙

勺面 に赤 色功

軒が残る

土師器 鉢 3層
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

辰
く
桂
多
ｍｍ
を
ｚ
粒
”
砂

む

１
の
含

良好 弓灰～灰

上師器 低脚郭 3層
外

内

ヨコナデ、ナデ、ハケメ
ヨコナデ

l IIla以 下 の砂

粒を含む
良好

こぶ い奏

登～灰黄

土師器
器台

(鼓形)
8層 (200)

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

ほ とん ど砂粒
を含まない

良好 こぶ い妻
外面 に赤色功

料 ?

土師器
器台

(鼓形)
3層 (214)

外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l mm以 卜の砂

粒 をわずか に 良 好 疋白

土師器
器台

(鼓形)
8層 (170) と12 (164)

外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズ け

l mm程 度 の砂

粒を含む
良好 実黄橙

土師器 器 台 3層
却部に円形スカン

〔4方向)
ア^

デ

ナ

ナ

外
内 密 良 好

にぶ い黄

橙～責灰

F158 土師器 高郭 ? 3層
側部に円形スカシ

〔5方向)
外 :ハ ケメ

内 :ハ ケメ、一部未調整

砂

に

の

か

下

ず

以

わ
剛
を

か

１

粒

今
良好 実黄橙
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土師器 壺 ? 3層 頃部に沈線 (2条
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以 下 の 砂
笠を わず か に 良好 登 傾きは推定

71-60 土師器
(小型壷)

3層
ホ:ヨ コナデ、ハケメ
勺:ヨ コナデ、ヘラケメ
リ後*日いナデ

1～ 3 mm程 度
つ砂粒を含む

良好
炎橙～

疋白

7161 土師器 ｝更 3層
ヨコナデ、丁寧なナテ
ヨヨナデ

l mm以 下 の砂

粒を含む
良好

完黄 橙

疋責
朴面 に赤色勿

斗?

71-62 土 師器 一堕 3層 130
71・ iヨ コナデ、ハケメ、
ヘラミガキ、ヘラケズリ

内 :ナ デ?

l om以 下 の砂
粒を含む

良好 陸

71-63 土師器 鎌 3層
外

内
1～ 3 alm程 腰
の砂粒を含む

良好 橙

7164 土師器 鉢 3層
朴 :ヨ コナデ、 ナデ ?、
ハ ケメ

角 :ヨ ヨナデ、ヘラケズ〕

l lm程 度 のワ
立を少量含む

良好
橙～

浅黄橙

土師器 鉢 3層
外 !ヨ ヨナデ、ナデ

勺 :ヨ コナデ、ナデ、
ヘラケズ リ

l mm以 下 のフ
立を含む

良好 橙

「166 土師器 椀 3層 (132)
小 :風化により不明瞭
勺 :ナ デ?

督 良好
炎橙～

炎黄

土師器 椀 3層 (104)
朴 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ナ デ
督 良 こぶ い黄

7168 土師器 (底部) 3層 蔑部中央穿孔
小 :ナ デ 'F

～
:粗 いケズ リ?(未評
君雰力ゝ ヽ

l mn以 下の 砂
立を わ ず か に 良 好 とぶい橙

71‐ 69 土師器 椀 3層 (57)

ホ ヨコナデ、
ヘラケズリ
ヨコナデ、

ナデ、

芍

l mm以 下 の7」

立をわずか に 良好
橙～

浅黄橙

外面 に赤色物
料?

71-70 土師器 (底部) 3層 わずかな平底 ?
キ:ナ デ
付:ナ デ、指頭痕

l mm以 下 の砂

位を含む
良好

浅 黄 橙

灰白

71 71 土師器 (底部) 3層 氏部中央穿孔
外

内
粗いナデ

ナデ
l mm以 下 の砂

粒を含む
良好

にぶ い言
橙

土師器 甑 3層 ●央に3ヵ 所穿子!
71 rIIい ナデ (ケズリ展Υ
あり)
粗いケズ リ勺

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 天自

7173 土師器 (底部) 3層
外

内
ナデ
ヘラケズリ

1～ 3 mm程 展
の砂粒 を多 く 良好 登～灰白

71-74 土師器 (底部) 3層
デ

デ

ナ

ナ

外

内 ヘラケズリ
l dI程 度 のD
笠を含む

良好

礎～

に ぶ い黄

72-75 51 土師器 士霊 3層 (172)
口縁部外面に斜権
子状の線刻

外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ

1～ 4 mm程 度
D砂粒を含む

良好
にぶ い貢

燈～灰褐

72-76 土師器 一堕 3層 (160) 頸部に突帯
ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 炎黄

73-77 須恵器 直口重 3層 5～ 6条)
葉帯 (2条 )

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良 好 雪灰

73-78 51 須恵器 瓦泉 3層
灰状又 (4条 × ツ
段)

沈線 (1条 )

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 長 好 又

須恵器 把手付鉢? 8層 77 中位に波状文及ひ

尤線
外 :回転ナデ、 ミガキ?
内 :回転ナデ

密 良好 寺灰

須意器 高郭 3層 (168)
皮状文 (5条 )
疼帯 (2条 )

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 天～青灰

須恵器 雰蓋 3層 (108)

外 :回転 ナデ、 回転 ヘ ラ
ケズ リ

内 :同録 ナデ
の砂粒 をわサ
かに含む

良好
オ リーフ
灰

須恵器 孫 3層 (118)
朴 :回転ナデ、回転ヘラ
ケズ リ

勺 :回転ナデ

1～ 2 mm程 悽
の砂粒を含む

普通
灰
褐
青

灰

外
内

73‐ 83 須恵器 堺 3層 (104)
回転ナデ

回転ナデ
畜 良好 青灰

73-84 須恵器 雰 3層 (116)
4:回 転 ナデ、 回転 ヘ ラ
ケズ リ

対 :同転 ナデ、 ナデ
密 良好 青灰

73-85 須恵器 蓋 2層 (142)
ヘラケズリ、回転ナテ

回転ナデ
晉 良好

73-86 須恵器 高郭 3層 (112) スカ シ (4方 向)
回転ナデ

回転ナデ
彗 良好 砦青灰

須恵器 甕 3層
デ

ア^

ナ

ナ 彗 良好 瞥青灰 傾きは推定

須恵器 甕 3層
ホ

勺
タタキ
当て具痕?

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良 好 寺灰 傾きは推定

須恵器 奎 ? 3層 外 :タ タキ
内 :ナ デ?

酵 良好 吹 頃きは推定

73-90 須恵器 甕 3層
外

内
タタキ

ナデ
密 良好 青 灰 頃きは推定

73-91 須恵器 甕 3層 (216) 束」突文
外 :回転ナデ、カキメ

内 :回転ナデ

l mm程 度 の砂

粒 をわずかに 良 灰 白
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第17表  1区出土 上師質土器・磁器・陶器・瓦質土器観察表
図

号

挿

番

真

号
写
番

種 別 器穫
出土
tllf占

層位 杉態・文様の特徴 調整 胎 土 焼成 色調 備考

土師器 椀 糸切 り
外

内
回転ナデ

回転ナデ
管良 良好 実黄橙

74-2 土師器 椀
外

内

74-3 土師器 椀
外

内
回転ナデ

回転ナデ
腎艮 良好 登

74-4 土師器 郭 2～ 3層 糸切り
朴

勺
回転ナデ

回転ナデ
青良 良好 登

74-5 土師器 堺 2層 索切り
回転ナデ

回転ナデ
青良 良好 登

土師器 塚 2層 回転ナデ

回転ナデ
僑良 良好 表責橙

74-7 土師器 郭 2層 糸切 り ?
外

内
回転ナデ

回転ナデ
情良 良好 登

土師器 必 条切 り
デ

デ

ナ

ナ

転

転

回

回

外

内 精良 良好 災黄褐

土師器 郭 2層 К切り
回転ナデ

回転ナデ
精良 良好 炎黄

土師器 堺 3層
と44～
152 条切り

回転ナデ

回転ナデ
精良 良好

こぶ い黄

登
やや歪みあ り

74-11 白磁 椀 2～ 3層 (154) 白磁椀Ⅷ類 ?

74-12 白磁 椀 3層
(56～
64)
也釉

本部下半は露体
白磁椀Ⅳ類

74-13 白磁 椀 2層
54～
60

勺面見込み環状に

紬はぎ 白磁椀Ⅷ類

74■ 4 白磁 椀 2層
内面見込み環状に

釉はぎ 白磁椀Ⅷ類

74-15 青磁 皿 2層 (104) 底部露体 司安窯系

74-16 青磁 皿 2～ 3擢
内面にヘラ・神捕
き文様、施釉

司安窯系 ?

74-17 青磁 椀 (156)
外面には鏑連弁茨

施釉
毛泉窯系

74-18 陶器 皿 3層 調鮮王朝 ?

75,19 陶器 士車 2層 (120) 鉄釉 中国製 ?

75-20 陶 器 鉢 2層 (122)
内面に信目

鉄釉

75-21 陶器 甕 2層 小:粗いナデ
付 :

備前 ?

75‐ 22 陶 器 甕 ? 2層
ヨヨナ デ

l mm程 度 のp
粒を含む

良好
こぶ い 赤

弓

頃き、 天地 と

も推定

75-23 陶器 鉢 ? 2～ 3層
粗いナデ?
ナデ?

小石を含む
内面に使用店
あり

75-24 陶器 括鉢 2～ 3層 内面に福目 (6条)
ヨヨナデ

ヨコナデ

l mm程 度 のコ

粒を含む
良好 場灰 備前

75-25 陶器 括鉢 3層
朴:粗いナデ
付 :

肩前

75-26 陶器

霊

た

密

2層
ナデ
ハケメ?

白色系 の砂北
を含む

良
天黄 褐 ～

瞥褐

75-27 陶 器 椀 ? ５０
離
鉄釉

75-28 陶器 鉢 ? 2～ 3層
ヨヨナデ? 1～ 211程度

の砂粒を含む

75-29 陶器 鉢 ? 2～ 3層 (122)
ア^

ア^

ナ

ナ
精良 良好

にぶ い貢
隆

望質器 ? 鉢 2層
ヨ コ ナ デ 、

ヨコナデ、

ィア

ィア

ナ

ナ

l mm程 度 のり

粒 を わ ず か に
rⅢ ),

良好 炎灰

75-31 瓦質土器 足鍋 2層
現存長
80
最大幅
20 旨頭痕 良好 実黄橙
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第18表  2A区  建物跡 1(2A― SBl) 出土遺物観察表
図
号
揮
番
写真

番号
種別 器種

土

点

出

地 層位
法 (cn)

形態・文様の特紗 調整 胎土 焼成 色調 備考
回径 界 高 廣 客

須恵器 郭 SBl 高台を伴 う
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 良好 天

第19表  2A区  出土遺物観察表
凶
号
庫
番

冥
号
写
番 種別 器種

土

点

出

地 層 位
寸 法 (cm)

形態・文様の特紗 調整 月台土 焼成 色調 備考
口径 采 高 底 径

弥生土器 士霊 3層 礎方向の直線文

照軸羽状文

デ

ア^

ナ

ナ

外

内

1～ 3 mm梅 展
の 砂 粒 を多 く 良好 登

径、 傾 きとも
に推定

弥生土器 壺 ?
直線文 (2条 )
無軸羽状文

デ

デ

ナ

ナ

外

内
l mm程 度 の砂

位を含む
良好

径、 傾 きと
に推定

弥生土器 壼 ?
宣線文

蕉軸羽状文

外 :ナ デ?
内 :ナ デ ?

1～ 2 mm程 俵
D砂粒を含む

良好 月赤褐
径、 傾 きとく
に推定

弥生土器 豆 ? 朴面に段
外

内
ナデ
ナデ?

l mm程 度 のを

立を多 く含む
良好

弥生土器 甕 ?
ヘラ描きによる直
線文 (1条 )

外

内
ケヽメ

ケヽメ

1～ 2 mm程 侵
D砂粒を含む

良好
にぶ い妥

燈

径、 傾 きと
に推定

弥生土器 壷 ?
師状工具による波状文

節状工具による直線文
外 :ナ デ ?

内 :風化により不明瞭
1～ 2 nm程 壊
D砂粒を含む

良好 炎黄 傾きは推定

弥生土器 甕
自線文 (7条 )
]形刺突文

外

内
ナデ、ハケメ
ナデ、ハケメ、ハケ
メ終 ナ ヂ

2 Hla程度 の辺

立を含む
良好

にぶ い黄

匿

径、 傾 きとモ
に推定

弥生土器 (底部) 3層 霞部は高台状
外 :ナ デ、ハケメ

内 :ナ デ

1～ 2 mI程 捜
D砂粒を含む

良好

弥生土器 (底部) 霞部上 げ底
外 :ナ デ、ハケメ

内 |ナ デ

l II程 度 の靱

立を含む
良好 に ぶ い 黄

偕

弥生土器 (底部) 霞部 は楕円形
外

内
ナデ

ナデ

1～ 2 mm程 凄
D砂粒を含む

良好
こぶ い黄
登

弥生土器 (底部)
外

内
ナデ

ナデ

l Fn以 下のU
立を含む

良好
兎責～

甍灰

弥生土器 一璽 3層 (132)

」縁端剖,に況線林
D窪 みを有 し、そ

/1:ナ デ、ハケメ
勺:ナ デ、ハケメ

l mm程 度 のυ

立を含む
良好

弥生土器 一更 (192) ヨ縁部外面に無駐
】状文状の刻みE

朴 :ナ デ、ハケメ

勺 :ナ デ

2 mm程 度 の靱
立を含む

良好 登～黄橙

弥生土器 一亜 (190) 頃部 に有刻突帯

ナデ く指頭展,
ミガキ

ナデ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好

弥生土器 士更 (206)

」稼剖Sに科椅子メ

蹟部にヘラ状工F
こよる汁線 ?

朴 :ナ デ、ハケメ

勺:ナ デ

l mm程 度 のυ

立を含む
良好 瞳

80■ 6 弥生土器 一霊 (200) ヨ縁部 に斜格子茨
ナデ

ナデ

1～ 2 nlld程 度
D砂粒を含む

良好 橙

80-17 弥生土器 一亜 3層 (244)
回縁部外面に無軽

羽状文状の刻み目

ナデ、ハケメ

ナデ、ヘラミガキ

1～ 2 mm程 慶
D砂粒を含む

良 好

礎 ～

にぶ い黄
日縁部下部 に

貼り付け

8018 弥生土器 士蔓
頸部に 2本の有力
突帯

デ

デ

ナ

ナ

ケヽメ 1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 淡黄
径、 傾 きとと
に推定

80-19 弥生土器

口縁関向上苛
'に
ぢ

状文

日縁部 に波状文

デ

デ

ナ

ナ

l mm以 下 のυ

立を含む
良好
にぶ い黄

橙

径、 傾 きとと
に推定

81-20 弥生土器 餐 有刻突帯 鯨1突 ?
l mm以 下 の砂
立を含む

良好 に ぶ い 芸
繕

限 きは推定

天地 逆 の可 辞

性大

弥生土器 餐 3層 (174) 回縁端部に平坦面
小:ナ デ

勺 :ナ デ、ハケメ
1～ 3 mm程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い富

橙

81-22 弥生土器 饗 (304)
口縁端部の平坦騒
に刻み目

木:ナ デ、ハケメ

芍:ナ デ、ハケメ

l mld以 下 のD
位を含む

良好 種

8123 土師器 甕 (218) 複合回縁
ヨヨナデ、一部ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l lnll程 度 のD
粒を多 く含む

良 好 浅黄橙

土琶下器 甕 (316) 複合国縁
ヨコナデ
ナデ、ハケメ

1～ 2 mm程 展
の砂粒 をわす 良好

にぶ いず
橙

81-25 土師器 (170) 複合口縁
ヨコナデ
ヨヨナデ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 橙

81-26 土師器 饗 8層 (145)
牛:ヨ コナデ

勺:ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 nm程 度
の砂粒を含む

良好 浅黄橙

土師器 甕 3層 (148)
ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 3 Hld程度
の砂粒を含む

良好 浅黄橙

81-28 土師器 一堕 (134)
ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 2 mm程 凄
の砂粒を含む

良好 桂

土師器 甕 (120)
ヨコナデ、ナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 3m桂 摂
の砂 粒 を わ す

かに合む

良好 橙

-167-



81-30 土師器 甕
ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良 好 こぶい橙

81-31 土師器 甕 3層 (140)
ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

l mm以 下 の砂
笠を含む

良好 児黄褐

81‐ 32 土師器 甕 3層 (154)
外 :ヨ ヨナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ハケメ、
ヘラケズリ

1～ 4 mm程 度
D砂粒を含む

良好 黄橙

82-33 土師器 甕 3層
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 5 mm程 届
D砂粒を含む

良好
にぶ い黄

橙

82-34 土師器 賓 3層 (194)
外

内

3ヨ ナデ、ナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 511m程 農
の砂粒を含む

良好
にぶ い黄
橙

82-35 土師器 賓
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

1～ 6 alH程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い黄
橙

土師器 甕 3層 日縁外部に沈線
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 41「 m程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い要

隆

〕2-37 土師器 士亜 3層 (160) 頃部に沈線 (1条
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズ

3 mln程 度 のイ

石を含む
良好

土師器 甕 3層 勺

ケヽメ

ケヽメ、ナデ、
ラヽケズけ

1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む

良好 喚黄橙 褒きは推定

土師器 霊 3層 (184)
ヨコナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 5 mm程 度
D砂粒を含む

良好
にぶ い要
橙

土師器 賓 3層 (256)
卜:ヨ コナデ

付:ヨ ヨナデ、ヘラケズリ?

1～ 9 mmの /1

石を含む
良好

にぶ い黄
橙

82-41 土師器 甕 3層 (179)
外

内

ヨ コ ナ デ

ヨヨナデ?ヘ ラケズリ?
1～ 4 mld程 度
の砂粒を含む

良好
にぶ い質
橙

82-42 土師器 甕 3層 (234)
外

内

ヨコナデ、ナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 曳黄橙

32-4g 土師器 甕 ? 3層 (178)
外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 実責橙

82-44 土師器 甕 3層 (376)
外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 5 mmの コ
笠を含む

良好
にぶ い黄
橙

83-45 土師器 一室 (118)

ナデ く粗い,
ナデ (粗 い)、 ヘラ
ケズ リ

1～ 2 ndl程 度
の砂粒を含む

良好 黄～黄橙
全体的に粗邦
なつくり

83-46 土師器 甕 (122)
ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 驚橙

83‐ 47 土師器 甕 (142)
外 :ヨ コナデ、ナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、 ^
ラケズリ 朧釣

ｍ
を”２卵

良好 炎黄

83-48 土師器 一亜
外 :ハ ケメ、ヘラケズ リ

内 :ナ デ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 登

33-49 土師器 士蔓 3層 [16 外 :風化により不明瞭
内 :風化により不明瞭

l mm以 卜の VJ

立を わ ず か に

雪む

やや欧 登

土師器 高郭
外 :ヨ コナデ、ナデ

内 :ヨ ヨナデ、ナデ、ハケメ

l mm程 度 の 砂
立を わ ず か に

冬′ュ
良好

これ い芸
登～橙

〕3-51 土師器 高郭 3層
外

内

ヨコナデ、ナデ
＼ケメ、ナデ

l mm程 度 の砂
立を わ ず か に 良好

にぶ い黄

橙

83-52 土師器 高郭 3層 外 :ナ デ、ハケメ

内 :ナ デ

l nm程 度 の砂

粒 をわずか に 良好 橙

83-53 57 土師器 高郭 3層 ホ :ヨ コナデ?
勺 :ヘ ラケズリ、ハケメ

l mm程 度 の り
粒 を わ ず か に
rⅢォェ

良好 橙

83-54 土師器 高邦 3層 (120)
デ

デ

ナ

ナ ケヽメ

l mm程 度 の り
位 を わ ず か に

箋ナュ

良好
lヵ 所もみ痕芝
り

33-55 土師器 高郭 3層
デ

ア^

ナ

ナ

l mm程 度 の り
立を わ ず か に

雪む

良好
登～

ホ橙

土師器 高郭 3層 小:ナ デ

再:風化により不明瞭

l mm程 度 の 砂
笠 を わ ず か に

餅ナェ
良好

84-57 須恵器 雰 3層 日縁は内仮気味に

立ち上がる

外

勺
回転ナデ

回転ナデ
良好

径、傾きとも
に推定

84-58 須恵器 蓋 3層 (130)
外

内
回転ナデ、ヘラケズリ

回転ナデ
良好 疋白

84-59 須恵器 郭 3層 (158) 専台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ
番 良好 灰

84-60 須恵器 郭 3層 (138) 罰台を伴 う
外 1回転ナデ
内 :回転ナデ、ナデ

密 良好 灰

84-61 須恵器 郭 3層 (114) 高台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ、 ナデ 密 軟 橙

34‐ 62 須恵器 添 高台を伴 う
回転ナデ

回転ナデ
密 民 好 灰

〕4-63 須恵器 琢 3層 (162) (116) 高台を伴 う
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 良好 灰
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84-64 須恵器 罫 3層 雪台を伴う
回転ナデ、ナデ

ナデ
露 良好 火

84-65 須恵器 郷 8層 雪台を伴 う
回転ナデ

ナデ

密  3 mm程 浸
の小石 をわサ 良好 灰

84-66 須恵器 蓋 3層 (138) ボタ ン状つ まみ

木:回転ナデ、ナデ、ヘ

ラケズリ
代:同候ナデ、ナデ

3～ 5 mu程 度
の砂粒 をわず 良好 買

84-67 須恵器 蓋 ? 3層 (148)
外

内
回転ナデ、ナデ

回転ナデ
良好 灰 黄

Ellの 可能性彦
り

84-68 須恵器 蓋 3層 (148) 玲状つまみ
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ、ナテ

良好 灰
自然釉 がかカ
る

須恵器 蓋 3層 (166) 冷状つまみ
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

驚 良 好 灰

34-70 須恵器 蓋 3層 (156) 論状つまみ
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 良好 天

須恵器 蓋 3層 (156) 輪状つまみ
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 良好 天

84-72 須恵器 郭 3層 (134)

外

内
回転ナデ

回転ナデ、回転ナデ 密 良好 灰

84-73 須恵器 郭 ? 8層 (136)
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
ヨ 良好 疋

高邦の可能摺
あり

84-74 須恵器 堺 3層 (118)
外 :回転ナデ、ナデ
内 :回転ナデ

至 良好 疋

84-75 須恵器 蓋 3層 (102)
外 :回転ナデ、ヘラケズリ
内 :回転ナデ、ナデ

必 良好 火

84-76 須恵器 蓋 3層 (138)
外

内

ヘラケズリ、回転ナテ

回転ナデ、ナデ
晉 軟 灰白

須恵器 蓋 (172)
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
彗 良好 灰

84-78 須恵器 高堺 ? (154)
回転ナデ、ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ
密 良好

84-79 須恵器 啄 3層 (168)
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 死

84-80 須恵器 更 ? 8層 (122) 葛台を伴 う
外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良好

84-81 須恵器 士璽 3層 (57) 高台を伴う
外 :回転ナデ、ナデ
内 :回転ナデ、ナデ

密 良好

84-82 須恵器 一更 3層 (130)
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ、ナデ、ヘラ痕

良好 黄灰～灰

84-83 須恵器 高邪 3層 (106)
外

内
回転ナデ、ヘラケズリ

回転ナデ
良好 灰

須恵器 高郭
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 やや軟 灰 白

須恵器 壺 ? 3層 回転ナデ

回転ナデ
密 良好 天 買きはlL定

須恵器 壺 ? 3層
外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 天 傾きは推定

須恵器 一璽 3層
外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 良好 天

傾きは推定

外部に蓋痕

)5-88 須恵器 鉢 3層 (105)
外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
密 良好 灰 傾きは推定

須恵器 鉢 3層 (174)
外

内
回転ナデ、ヘラケズリ

回転ナデ
ヨ 良好 天

須恵器 鉢 3層 (130)
外 :回転ナデ、ナデ
内 :回転ナデ、ナデ

雪 良好 死

須恵器 一更 3層 (172)
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ、ナデ

雪 良好 疋

85-92 須恵器 餐 3層 (204)
回転ナデ

回転ナデ
雪 良好 疋 頃きは推定

85-93 須恵器 甕
理犬紋

尤線 (1条以上)
ホ:

勺:回転ナデ
晉 良好 天 傾きは推定

須恵器 甕 ? 朴 :回転ナデ、カキメ

勺:回転ナデ
晉 良好 灰 傾きは推定

須恵器 壺 ? 刺突文
沈線 (3条 )

回転ナデ

回転ナデ
蕗 良好 傾きは推定

〕5-96 須恵器 壺 ? 3層 回転ナデ

回転ナデ
密 良好 傾きは推定

須恵器 甕 (196)
外

内
回転ナデ、タタキ

回転ナデ、タタキ
密 軟 死白
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86-98 土師器 器台 3層 71 却部に円形スカシ

〔3方向)

外
内

リ

ナデ、ヘラミガキ
ヨコナデ、ヘラケズの砂粒 をわず

かに合む
良 好 完黄橙

86-99 土師器 低脚郭 3層 (100)
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ナデ

1～ 3 Hu程 度
D砂粒を含む

良 好 浅黄橙

上師器
外 :粗いナデ、指頭圧痕
内 :

l mm程 度 の砂
立をわずか に 良好

にぶいま
橙

手づ くね成形

土師器 カマ ド 3層 風化により不明瞭

風化により不明瞭

l mm程 度 の砂
立を含む

良好
にぶいヌ
橙～橙

頃きは推定

土師器 雰 (184) (122) 内面には暗文
朴:ナ デ、 ミガキ

句:ナ デ、 ミガキ
l mm以 下 のコ
立を含む

良好 男赤褐

土師器 紡錘車 3層 最大高22
径 (上)
28 齋
鶴

l mm程 度 のワ

粒を含む
良好 曳黄橙

〕6-104 瓦質土器 信鉢 (300) 内面 1こ 1よ括 目
粗いナデ

ナデ、ハケメ
1～ 2 nd程 度
の砂粒を含む

普通 天

陶器 甕
口縁端部 は約 1

emの 平坦面

ケズリ後粗いナデ

ナデ

1～ 211程度
の砂粒を含む

良好 天
丞、 傾 きとも
こ推定

土師器 土錘 3層 現存長
39 珈２３

最大径
07

外

勺 良好 黄橙

土師器 郭 終切 り
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

情良 良好
民白～

完黄橙

第20表  2C区  出上遣物観察表
凶
号
揮
番

真
号
写
番 種別 器種

土

点

出

焔 層位 形態・文様の特徴 調整 月台土 焼成 色調 備考
回径 底 径

須思器 蓋 2層 ボタン状つまみ
外

内
回転ナデ

回転ナデ

“

堅緻

88-2 須恵器 蓋 2層 輪状つまみ
回転ナデ

回転ナデ
雪 堅級

須恵器 蓋 3層 輪状つまろ
朴 :回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

勺 :回転ナデ
雪 堅級

須恵器 郭 3層 葛台を伴 う
回転ナデ

回転ナデ
晉 堅緻

須恵器 堺 3層 (107) 本部は途中で屈直
朴:回転ナデ、ヘラケズリ

付:回転ナデ
雪 堅緻

88-6 土師器 雹 3層
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

3 mm程 度 のコ
立を含む

良好

土師器 賓 3層
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 all程 凄
D砂粒を含む

良好

88‐ 8 土師器 高邪 3層
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

2血程度 の靱
位を含む

良好

88-9 弥生土器 手亜 3層
ヨ縁用

`に
山形ヌ

ヨ縁端部 に沈線、
豹1日

外

内

ヨコナデ?
ヨヨナデ?

1～ 211桂展
の砂粒 を多 く
雀Ⅲナュ

良好 炎黄 径は推定

88-10 弥生土器 壷 ?甕 ? 8層 写刻突帯 (4条)
外

内
ナデ

風化により不明瞭

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好

弥生土器 (底部) 3層
外

内
風化により不明瞭

風化により不明瞭

2 mI程 度 の砂
笠を含む

良好

88-12 弥生土器 甕 5層 (226)
ヨ縁部に凹線 (2
【)

外

内
ナデ

風化により不明瞭

3 mm程 度 の靱
立を多 く含む

良好

弥生土器 (底部) 5層
朴

勺
ナデ?
ナデ?

3 nm程 度 の砂
立を含む

良好

第21表  2F区  土器溜り1・ 2(2F― Dl, 2F― D2) 出土遺物観察表
図

号

挿

番

真

号

写
番 種 別 器種

土
点
出
地 層位

寸法 (cm)
形態 。文様の特俗 調 整 胎土 焼 成 色調 備考

口径 器 高 底 径

土師器 高郭 Dl 6層
朴 :ヨ ヨナ デ、 一 郡 ヘ ラ
ケズリ

対 :ヨ コナデ

2～ 311程度
か砂粒を含む

やや軟 示部のみ

土師器
器台

(小型)
Dl 6層

受部から脚部にカ

けて穿孔
風化により不明瞭 1～ 3 mm程 度

D砂粒を含む
やや軟 隆 田部のみ

土師器
鉢

(台付)
Dl 6層

ハケメ

ナデ?、 一部にハケメ

り
合
の

に

度
量
程
多
ｍ
を 良好 橙

61 土師器 鉢 6層
ケヽメ
ケヽメ後ナデ

l mm程 度 の砂

位を含む
良 橙

土師器 一霊 6層 144
ヨ縁部は外反気明
こ立ち上がる

ハケメ、ナデ?
ヘラケズリ、ナデ?

l mm程 度 の砂

粒を含む
良 好 浅責橙

土師器 6層 110
琳 :ヨ コナデ、ハケメ ?
勺 :ヨ コナデ、 ヘ ラケス

リ終ナデ

l trlu以 下 の砂

粒を含む
良好 橙 まば完形

土師器 6層 (108)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ

l mm程 度 のコ

粒を含む
良 橙
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93-8 土 師器 D2 6層

外 ハケメ後 ヨコナデ、
ハケメ、ヘラミガキ
ヘラケズ リ後ナデ、
一部風化により不明瞭

内

l mm程 度 のVl

粒を少量含む
良好 燈

土師器 鉢 D2 6層
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズ
1～ 2 mm程 度
の砂粒 を少量 良好

にぶ い黄

橙

9310 土師器 D2 6層
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ ヨナデ、 ヘ ラケズ

リ後ナデ

具
量
仁
少
ｍｍ
を
と
粒
”
砂

む

上
の
含

良好 琶

)3-11 土師器
器台

(鼓形)
6層 (175)

琳 :ハ ケメ、 ヨコナデ

殉 :ハ ケメ、ナデ、 ヨコ

ナデ?

浪
握
柱
少
ｍ
を
Ｚ
粒
¨
砂

む

１

の
含

良好 登

)3-12 土師器 器台 6層 104

朴

勺
Hl化 によ り小明原

ナデ(一部ハケメあり)、
ヘ ラケズ リ後ナデ

l mm以 下 の砂
位を少量含む

良好 登

〕3■3 土師器 甕 6層
外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 jnm程 度
の砂 粒 を多 量

に合む
良好 登

)3‐ 14 土 BT器 低脚郭 6層

ハケメ、ナデ
ヨヨナデ、ナデ、ヘ

ラケズリ、ハケメ

2 um程 度 の砂

立を含む
良好 登

)3-15 土師器 高罫 6層
ヨコナデ、ハケメ、ナテ
ハケメ、ナデ、 ヨコ

ナデ、ヘラケズリ

l mm程 度 の砂
立を含む

良好 登

)3-16 土師器 一霊 6層 (138)

71・ :ナ デ、ハケメ

勺 :ナ デ (一部ハケメ彦

り)、 ヘラケズ リ

1～ 2 mm程 度
の砂粒を含む

良好 登

)417 土師器 一更 D2 6層 (118)

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ (一部ハケメ滋
り)、 ヘラケズリ、ナデ 朧釣

５̈蠅
良好 黄橙

)418 土師器 甕 D2 6層 (140)
ヨヨナデ、ハケメ
ヘラケズリ?

1～ 3 mm桂 反
の 砂 粒 を多 量

に合む

良好 登

)4■ 9 土 師器 甕 D2 6層 (124)

ハケメ、ココナデ
ヨコナデ、ヘラケズリ
ヘ ラケズ リ終 ナデ

1～ 2m程 度
D砂粒を含む

良好 驚橙

,4-20 土師器 甕 D2 6層 (152)

ヨコナデ、 ノヽ ヶメ

ヨコナデ、 ヘ ラケノ

リ、指頭圧痕

l mm程 度 の砂
立を含む

やや軟
こぶ い責
登

'4-21

61 土師器 甕 D2 6層 (140)

ヨコナデ、ナデ、ハケメ`′
ヘラケズリ、ナデ、
ココナデ?

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好
登～

表黄橙

,4-22 61 土師器 甕 D2 6層 (152)

4:ヨ コナデ、ハケメ
付:ナ デ、ヘラケズリ移
ナデ?

1～ 3 mm程 度
D砂粒を含む

良 好 麦責橙

第22表  2F区  出土遺物観察表
挿図

番号

真

号

写
番 種別 器種

土
占
出
袖 層位 形態・文様の特物 調 整 胎 土 焼 成 色調 備考

底 径

土 師器
紡錘形

土錘
2層 現存長
515
最大幅
12
最大厚
12

外

内
の砂粒 をわす
かに含む

良好 驚灰

土師器
紡錘形
土錘

3層 現存長
38
最大幅
135
最大厚
145

外

内

鷲 l Hm以 ト
D砂粒 を わ ず
いに含む

やや軟 登

須意器 蓋 3層 輪状つまみ
外

内
回転ナス 回転ナデ後ナデ

回転ナス 回転ナデ後ナデ
必 良 好 戻

須恵器 郭 3層 高台を伴 う
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ、回転ナラ

ζ  l mm以 ト
D砂粒 をわず
いに合む

良好 火

須恵器 蓋 3層
外 :回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

内 :同録ナデ、同録サデ後ナデ

l mm以 下 のを
立を含む

良好 火

土師器 一亜 4層 回縁の外面に擬L
線文 (11条)

外 :ヨ ヨナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ?

1～ 2ミ リ石
露の砂粒 を, 良好

こぶ い黄

登

土師器 一堕 4層 複合口縁
外

内

ヨヨナデ

ヨヨナデ

l mm以 卜の剃
か い砂 粒 を含 良好 麦黄橙

器

，

土

部

生

底
弥

く
一更 4層 (120)

外 :ナ デ?
内 :風化により不明瞭

2～ 3 mmの 砂
笠を多量 に含 良好

こぶ い 貢

登

土師器 4層 ア^

ア^

ナ

ナ

外

内
l mm以 下 の砂
笠を少量含む

良 好 登 手づ くね成形

95-10 土師器 甕 4讀
肩部に直径約 8 ma
の竹管文

外 :ナ デ?
内 :ヘ ラケズ リ、ナデ

l mm程 度 の砂

立を含む
良好 登 頃きは推定

95-11 土師器 低脚郭 4層
外 :ナ デ?
内 :風化 によ り不 明陽

1～ 2ミ リ程
寛の砂 粒 を多
量に合滑

良好
こぶ い黄
登

95■ 2 土師器 賓 4層 外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ナ デ、ヘラケズリ

3～ 5m程 度
D砂粒を含む

良好
にぶ い黄

隆

95-13 土師器 甕 4層 (164)

外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ コナデ、ナデ、ヘ

ラケズリ

D砂 粒 をわず
いに含む

良好 登

95-14 土師器 甕 4層 (152)

71・ :ヨ ヨナデ (一部ハケ
メあり)
Å:ハ ケメ、ヘラケズリ

D砂 粒 をわず
いに含む

良好 実黄橙

95-15 土師器 甕 4層 (140)

外
内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ナデ (|:
藤FT雇う、ヘラケズリ

1～ 3m程 度
D砂粒を含む

良好 黄橙

95-16 土師器 高郵 4層 (160)

外 :ヨ コナデ (一部ハケ
メあり)

内 :ヨ ヨナデ、ナデ

l mld程度 の砂
笠を少量含む

良好 豊
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土師器 高琢 4層 110
牛 :ヨ ヨナデ、 ハ ケメ、
ナデ

芍 :ナ デ、 ヘラケズ リ

1～ 3 mld程度
の砂粒を含む

良好 橙

土師器 高 邦 4層
外 :ヨ ヨナデ、ナデ、ハケメ

内 :ナ デ (一部ハケメあ
り】、ヘラケズ W

l mm程 度 の砂

粒を含む
やや軟 橙

95-19 土師器 高雰 4層
ハ :ハ ケメ、 フン日カギr

内 :ヘ ラケズ リ、 ヨコナ
デ、 ナデ

l dH程 度 の砂

粒を含む
良好 橙

土師器 高郭 4層 外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

密  l lnI桂 展
の砂 粒 を わ ず

かに合む

良好 黄橙

須恵器 郭 4層 176 外面に沈線 (3条:

回転ナデ

回転ナデ
密 良好 戻黄

96-22 土師器 一壺 5層
朴 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :ヨ コナデ、 ヘ ラケ
リ終ナデ

1～ 2 mln程度
D砂 粒 を多重 良好 完黄橙

96-23 土師器 士蔓 5層
風化により不明瞭
風化 によ り不 明膀
脚 ヘラケズリか

'

l mm程 度 のコ

粒を少量含む
やや軟 登

土師器 鉢 5層
外

内

ヨコナデ、ハケメ?
風化により不明瞭

演

⊆
柱
多
ｍ
を判蠅
釣

１

の

に
良 表責橙

96-25 土師器 5層
外 :ナ デ

内 :ナ デ、強いナデ、lt
O百庁TF3

l mm程 度 の膠

粒を少量含む
良好

こぶ い黄

登
手づ くね成形

)6-26 土師器
器台

(小型)
5層

外

内
風化により不明瞭
ナデ、ハケメ

1～ 2 nm程 度
の砂粒 を少量 良好 鷺橙

土師器 高郭 5層 (104)

外 ハケメ、 く一部風イと
により不明瞭)
ヘラケズリ、ナデ内

1～ 3 mm程 度
の砂粒 を少量 良好

土師器 高堺 5層 朴 :ハ ケメ

勺 :ハ ケメ、ナデ

3～ 5 mm程 度
の砂粒 を少量 良好 浅黄橙

土師器 甕 5層 (148)
外

内

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l nm以 下 の砂
立を含む

やや軟 浅黄橙

96-30 64 土師器 孝霊 5層
朴 :ハ ケメ、 ナデ

勺 :ハ ケ メ、 ナデ、 ヘ ラ

ケズリ

ユmm程度の砂お
を含む(2～ 3Ы
のもの数個合む

良好 橙

土師器 一堕 5層 (162)

ヨコナデ、ハケメ
ハケメ、ヘラケズリ、
ナデ

l mla程 度 の辺
笠を含む

良好 黄橙

97-32 土師器 士霊 6層
朴 iナ デ、ハケメ

勺:ナ デ (指頭痕)、
ケメ

晉 l mld程 腰
D砂 粒 をわサ
bゝ に合オ|

良好
にぶ い方

掲
傾 きは推定

土師器 6層
ヨコナデ、ハケメ
ハケメ、ヘラケズリ

l nm程 度 の穆
立を少量含む

良好 黄橙

〕7-34 土師器 高 郭 6層
ヘラミガキ、ハケメ
ヘラミガキ、ハケメ

辰
ず
に
わ『孵嚇

良好

土師器 一堕 6層 外 :ヨ コナデ、ハケメ

勺 :風化により不明際

捜

⊆
柱
多
ｍ
を判蠅
箸

良好

第23表  2G区  出土遺物観察表
図
号
揮
番

写真
種別 器種

土
点
出
地 層位

寸法 (cm;
杉態 。文様の特徴 調 整 胎土 焼成 色調 備考

口径 器 高 底 径

陶器 皿 SK01 1層 高台及び高台内面
は露体

良好 灰 白
内面見込 みに

は目跡

磁器 椀 1層 内面見込みは環林
に釉はぎ

良好 自

陶器 香炉 ? 1層 (116) 良好

陶器 皿 T■ 1層 高台及び高台内直
は露体

良好

陶器 悟鉢 (136) 良好

土師器 甕 (142)
ヨコナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ 2 mm程 度
D砂粒を含む

良好 黄灰

土師器 甕 3層 (146)
外

内

ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

D砂 粒 を多 く
缶rl

良好 黄灰

土師器 甕 3層 退化 した複合口縁
外 :ヨ コナデ

内 :ヨ コナデ、ヘラケズ リ

l mm程 度 のつ

粒を含む
良好

にぶ い黄

箇

土師器 士豆 3層 外 :ヨ コナデ

内 :ハ ケメ、ヘラケズ リ

l mm程 度 の靱
粒を含む

良好 登

土師器 士霊 T-1 (163)
ヨ縁部外面上方に

皮状文
外 :ヨ コナデ、ハケメ

内 :ヨ ヨナデ、ハケメ
l mm程 度 の砂

粒を含む
良好 天白

土師器 高琢 2層 下部から脚部は貫孔?
ヨ形スカン(4方向)

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 2 mm程 展
の砂粒 を多 く 良好

こぶ い黄
登

土師器 高 郭 3層
外

内

ヨコナデ
ココナデ、ヘラケズリ

砂

に

の
か

度
ず
程

わ
ｎｍ
を

か

１
粒

今
良好 鷺橙

9913 須恵器 琢 罰台を伴 う
ホ:回転ナデ
内:回転ナデ

密 良好 疋白
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9餅14 弥生土器 値 紛 3層 (6181

４

勺
ナデ?
ナデ?

う砂粒を多く
Ⅲ芽ュ

良好
こぶ い要
登

Юll_1 土師器 甕 5層
ヨヨナデ、ハケメ
ヨヨナデ、ヘラケズリ

1～ lm程膜
の砂粒を含む 良好

にな い要

陸

土師器 甕 5層 (11.81
外

有

ヨ0オデ
ヨユナ|デ、ヘラケズリ

l aw程 度の靱
陛を多く含む

良好
にぶい妥
笹

l101 59 土師器 甕 5層 (192)

限管口lVr

口霧端部は 6 DHE
麟の立IB面

外

内
ヨヨナデ、ハケメ
ヨコナデ、ヘラケズリ

l Hm程 度の靱
笠を含む

良好 曳黄橙

00111 59 上師器 壷 5層 庭合口縁
琳

勺
ヨヨナデくハケメ
ヨヨナデ

1～ 3 1nn程腰
D砂粒 を多 く
■,,

良好 実黄桂

土師器 値 紛 5層 (441
４

勺

ハケメ
風化により不明瞭

腹

ゼ
、

標
多
ｍ
を
４
粒
々
砂
お

ｌ
Ｄ
針

良好
表黄偉
登

611 土師器 豆 ,層 15_タ
4:ヨ ロナデー部ハケメ
椎 ョ●ナスヘラケパリ?

1～ 2111n程凄
D砂粒を含む

良好 鶴鍍
00‐2, 土師器 重 ? 5�目

箭 X
睫状文及び平行箔
茸

′ヽケメ
風化により不明瞭

0 1血程度
夢砂粒を含む 朗 橙

と、傾きtt
t推定
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第 8章 まとめ

平成14年度から開始した浜寄 。地方遺跡の調査においては、これまでに報告 してきたとおり水田

跡をはじめ多くの遺構・遺物を確認することができた。以下、主に 1区を中心に今回の調査で明ら

かになった点をまとめ、若干の考察を行いたい。

1,1区における各層の状況について

1区の調査では、基本 2層・基本 3層・基本 5層の 3面において遺構 。遺物の検出を行い、その

結果多数の遺物や建物跡、土器溜りなどを確認することができた。ここではそれらを基に、それぞ

れの層におけるおよその年代及び様相を検討することとしたい。

基本 2層

基本 2層は、奈良 。平安時代～中世前半と判断される遺物を比較的多 く含んでおり、そうした時

期に形成された層と考えられる。 しかしながら今回の調査では、いずれの調査区からも顕者な遺構

は確認されておらず、建物などの存在を想定することはできなかった。

この層は、地質学的には氾濫流由来の層であり、付近一帯が幾度となく冠水する状況で形成され

たと考えられている。
(1)し たがって、当時の環境は湿地であった可能性が高く、居住域には適さな

かったと考えられることから、それが結果として表れているのであろう。

但し、今回の調査で水路跡の可能性の考えられるものが確認されており、水田耕作等への利用、

つまり生産域として利用されていたことは十分考えられる。

基本 3層

基本 3層は、弥生時代中期後半代の遺物を一定量含むことから、そうした時期から形成され始め

たと判断できる層である。ただ、遺物の多数を占めるのは古墳時代であることから、 3層の中心と

なるのは古墳時代のことと考えられる。

この層では建物跡などが確認されており、居住域等として利用されていたことを窺わせる結果を

得ることができた。調査時に実施 した花粉分析の結果からは、この層が荒地状となっていた可能性

が指摘されており、基本 3層の時代には湿地状ではなく安定的な地盤となっていたと考えられる。
(2)

建物と考えられるもののうち、時期の推測が出来るものは弥生時代後期のものと古墳時代前期のも

のとであり、少なくともこの時期には建物が存在しうるだけの条件が地形的に整っていたものと推

測される。

ところで、 3層からは lC・ lD・ lF区において、古墳時代中期頃と考えられる土器溜りが少

なくとも5箇所で確認されている。それらは手づくね土器が多数あることや10～ 20cm大の礫を伴う

などの特徴があり、祭祀的行為の跡であることを窺わせている。

中期になってこのような土器溜りが集中的に見られるのには何らかの理由があると考えられるが、

これらの調査区において古墳時代中期以降の遺物が急激に減少する傾向にあることと無関係ではな

いであろう。プラント。オパールや地質学的検討の結果などをもとにすれば、弥生時代後期から古

墳時代中期にかけて比較的安定 していたこの付近が、乾湿を繰り返すような場所へと変化していっ

たと考えられることから、そうした地形の変化に関わる祭祀である可能性も考えられよう。
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基本 5層

基本 5層 は、これに直接伴う遺物が出土 していないため、時期についてははっきりとしない。し

たがって傍証から推測するしかないが、ここでは基本 4層及び基本 3層の年代から検討することと

する。

先に述べたように、基本 5層は洪水に由来すると考えられる基本 4層 に覆われ、さらにその上に

基本 3層が堆積 している。基本 3層の年代については、弥生時代中期のものが出土する遺物の中で

最も古い時期を示 しており、そこから弥生時代中期以降と考えられる層である。これから判断すれ

ば基本 5層 は弥生時代中期以前と考えることが可能であろう。こうした推測は望c年代で得 られた

結果とも矛盾はない。

基本 5層上面では、水田跡や溝状遺構、畦畔状遺構などが確認されており、生産域として利用さ

れていたことを窺わせている。プラント・オパール分析や花粉分析の結果からも水田耕作が行われ

ていたと推測できる結果を得ており、それはほぼ間違いないものと考えられる。

ところで、基本 5層の上面に造 られ砂層に覆われていた水田跡と、これと平行に伸び伴う可能性

の高い畦畔状遺構については、中期またはそれ以前と判断して問題はないと考えられるが、同じく

基本 5層上面から検出された溝状遺構については若干検討の余地があろう。溝状遺構は全部で 3条

が確認されているが、これらを詳 しく見ると、 lC区溝状遺構 2か ら弥生時代後期と考えられる遺

物が出土 し、その軸も水田跡とは明らかに異なっている点、 lF区溝状遺構が同じくlF区で検出

され水田跡に伴うと判断される畦畔状遺構を切り明らかにこれよりも後出することを示している点、

そしてさらに、これらの埋土が 3層に類似しており、 3層の段階に存在 していた可能性が高い点な

ど、水田跡には直接伴わない可能性の方が高いと考えられる状況がある。

したがって、これらは同時期に存在したのではなく、時期を違えて存在 していたものと考えられ

る。

2.各時代の様相について

ここでは、今回の調査で得られた情報をもとに各時代の様相について概観したい。

縄文時代

今回調査を行った範囲からは縄文時代のものと考えられる遺構・遺物は確認されていない。平成

13年度に実施された益田市教育委員会調査区においても1点ほど出土 している以外、ほかには出土

していない。こうした状況は、第 7章において提示されているように、今回調査した付近 (特に 1

区)が内湾～千潟であったという環境が大きく影響 しているものと考えられる。周辺においても縄

文時代の遺跡は確認されておらず、現状では人々の活動の痕跡を窺うことはできない。

弥生時代

弥生時代になると水田跡をはじめ数多くの遺物が出土 しており、人々の活動の痕跡が縄文時代よ

りも積極的に認められるようになる。

地形の形成からみると、少なくとも弥生時代には現在と同じように低湿地となっていると考えら

れており、人々が生活する環境 (水田耕作を行うのに適 した環境)が整いつつあったことが窺われ

る。

量的にはそれほど多くないが、前期と考えられる土器が出土 していることからすると、弥生時代
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唯畔状遺構
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でも早い時期から浜寄・地方周辺に人々が生活し始めたものと判断できる。前期と考えられる土器

は、いずれも洪水によると考えられる堆積層の中からの出土であるため不確定な部分も多いが、付

近に集落が存在するのは確実であろう。以後、出土量はそれほど多くないものの後期に至るまでの

遺物が出上しており、この時代を通 じて集落が形成されていたものと考えられる。今回の調査では

建物跡はその可能性のあるもの 1基が確認されたのみであるが、周辺のどこかに存在することは確

実であると判断でき、その場所として微高地となる遺跡北側や南東側を指摘 しておきたい。

周辺には弥生時代の遺跡としてサガリ遺跡、松ヶ丘遺跡などが存在 しており、これらを含めて高

津地域における弥生時代の集落の様相の解明が今後の課題であろう。

古墳時代

古墳時代の遺物は多量に出上 しており、全体の約 8割を占めている。特に前期から中期にかけて

の土器類が圧倒的に多く、この時代に飛躍的に発展をとげたことを窺わせている。益田平野周辺で

は多くの古墳が築造されているが、この基盤となる集落の存在はこれまで明らかでなく、またこの

時期の遺物の様相についても明らかでなからたことからすると貴重な資料が蓄積されたと言える。

この時期の遺構としては建物跡 1棟が確認されたのみであるが、遺物の量からすれば少なく、弥生

時代同様周辺に集落域があると考えられる。

しかしながら、古墳時代後期になるとと区・ 2区 ともに遺物が急激に減少する傾向にあり、なん

らかの変化があったことを窺わせている。こうした集落の消長がどのような背景によるものなのか、

今後検討していかなければならないであろう。

ところで、今回の調査で明らかになったことから派生する課題として、益田平野における古墳の

分布を挙げておく。益田市における古墳の分布状況をみると、主に益田平野の東側～南側にかけて

の益田川流域に存在 していることが分かる。それより西側にあたる高津側流域では、やや上流にさ

かのぼった白上古墳 しか確認されておらず、古墳の空白域となっている。

今回の調査では古墳時代前期～中期にかけての多量の遺物が出土 し、この付近に規模の大きな集

落の存在が想定されるが、こうした状況から判断すると検討の余地の残るものと考えられる。近年

高津地域では初めての横穴墓が確認され、この地域にほかにも古墳が存在することが考えられるよ

うになってきている。現時点ではそれ以外は明らかになっていないが、古墳時代以降数mに もわたっ

て砂に覆われている現状からは、それらに埋もれてしまっている可能性も考えられよう。

奈良 。平安時代

奈良時代～平安時代にかけての遺物は、基本的に2区側を中心に出土 している。また、この時代

のものと判断される建物も2A区において検出されており、こちら側で集落が展開した状況を示し

ている。こうした状況は 1区側に水田が営まれ 2区側に集落域が存在する現在の状況とほぼ一致し

ていると言え、現在の土地利用の初現を探る上で興味深い事実と言える。

ところで周辺では、奈良時代から平安時代にかけての遺跡として大溢遺跡・サガリ遺跡などが知

られているが、これらはほぼ同時期のものであることが調査の結果明らかとなっている。益田市周

辺ではこの時期の遺跡がほとんど知 られておらず、また文献的資料もほとんど残っていないため、

この時代の実態についてはほとんど明らかとなっていない。今回の調査によりこの地域における資

料の蓄積がわずかではあるが進んだことは、今後の研究を進めていく上での貴重な成果と言えるで

あろう。
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鎌倉・ 室町時代

鎌倉時代～室町時代の遺物はわずかではあるが出土 している。今回の調査では建物跡等は確認さ

れなかったが、出土遺物からは中世前期が多い傾向が窺え、その時期の集落が周辺に存在するもの

と考えられる。

近年の調査か らは、平安時代末期～鎌倉時代にかけて益田平野周辺の開発が積極的に行われたこ

とが明 らかとなりつつあり、浜寄・地方遺跡においても一定量の遺物が確認されたことは、 この付

近でも同様の状況があったことを示唆するものと考えられる。

この地域は平安時代末に成立 した長野荘域にあたるが、 これについても資料が少なく実態につい

ては明 らかでない。それらを含めての今後の解明が期待される。

註

(1)中村唯史氏ご教示 (なお、本報告書第 7章参照)

(2)本報告書第7章参照

侶)調査段階では4層から出土した第16図 -1も参考に、水田跡の年代 (つ まり5層上面の年代)を弥生時代前期

にまでさかのぼる可能性があるとしたが、現状では中期かそれ以前のものである可能性があると訂正しておく。

は)益田市教育委員会『益田道路関連浜寄代替地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 浜寄遺跡』2002

低)益田市教育委員会『研石横穴』1997

―-180-―



版図
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図版15
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図版 17
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図版19

2C区 調査後
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